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は め

福岡県衛生研究所報は,昭和46年 と同47年の 2か年にわたる当研究所の事業事績を一括合併して編

集したこの第15号をもって終刊号とし,以後廃刊されます。これは後述のように福岡県衛生研究所自

体が今年度中に廃庁されるからであります.

顧みますと,昭和26年に本所報の第 1号が創刊号として上梓刊行されて以来,現在までの間に,す

でに約 1/4世紀にもおよぶ長い歳月が経過し, 本所報も1号から15号まで巻を重ねています。 この

間,所報の内容,体裁等には,編集方式の変更により若干の変化がありますが,本所報は,つねに終

始一貫して当研究所の動きと歩みを年報として忠実に記録し,かつ伝えて参りました。したがって本

所報は廃庁される当研究所のありし姿のもっとも正確な縮図であると思います.同時にこれは,当研

究所のもっとも貴重な遺産の一つでもあります.

当研究所は,現在保留している人的物的要素のすべて,すなわち, その全職員, 施設, 設備, 備

品,資材等をあげて,福岡県衛生公害センターヘ引き継がれます.いわば,当衛生研究所は,単なる

廃庁ではなく,事実上,衛生公害センターの母胎として,そ れへ発展的に解消,脱皮するのでありま

す。しかし, この移行は単に看板のつけ替えとか,あ るいは形式的な衣替えである等の外面的変貌で

はなく,実は,衛生研究所が時代の変化に対応し,そ の内面的な自己変革を遂げた質的転換であり,

またそうでなければならないと考えています.その意味から,衛生研究所の廃庁と,衛生公害センタ

ーの開設は,一つの時代の終幕と,新しい時代の開幕を象徴するエポックであると思います。

本所報も,衛生公害センターにおきまして,新しい装いのもとに不死鳥の羽ばたきをするものと予

想されます。

本所報の終刊にあたりまして,所報の発刊に努力された方 ,々なかんずく,多忙な職務のかたわら

編集の労に当られた職員の方々に深甚の謝意と敬意を捧げるものであります.

また,多年にわたり,当研究所の発展にご協力とご支援を賜わった関係各位に厚くお礼申し上げま

す.

昭 和 48年 9月 1日

福 岡 県 衛 生 研 究 所

所 長  高  橋 克    巳

に
ヨ゙
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終 刊 記 念 記 事

福岡県衛生研究所の生い立ちと足跡

福岡県衛生研究所 (以下福岡衛研と略)の歴史は,昭和24年の発足以来,昭和48年の現在,すなわ

ち,今回,福岡衛研が福岡県衛生公害センターの設置により,それへ発展的に解消するため,昭和48

年9月 をもって廃所するまでの間,ち ょうど25年,1/4世紀をけみしたことになる.1/4世紀という年

輪は,必ずしもこれを長しとすることはできない。しかし, この間の星霜を単に短しとすることもは

ばかられるものがある.加 うるに,福岡衛研の真の歴史は,後述のように,その発足以前の前身母胎
であった福岡県衛生試験所の明治にさかのぼる長い過去の歴史を受け継いでいるものであり,更にそ

|

れは,今後,衛生公害センターに引き継がれ,将来に向って生々発展の途をたどることが予想される.

このように,衛生試験所,衛生研究所,衛生公害センター等,時代とともに,一時的にその名称の変

更があっても,本県の衛生行政における科学技術の中核的試験研究機関としての歴史は,連綿として

一貫しており,一筋の川の流れとして本県地域社会を背景とし,その公衆衛生の時代的要請に対応し

ながら,与えられた使命と目的の達成に営々として努力してきたのであり,その姿は今後も変わらな
いであろう.

この意味から,今回,福岡衛研の廃所に伴い,その過去から受け継いできたものと,将来へ引き継
がんとするものを,福岡衛研の生い立ちと足跡からくむため,本所報の終刊号である本誌に記録を残
そうとするものである.以下,福岡衛研の歴史の流れを多角的に眺め,そ の変遷推移を述べる.

1生 い 立 ち

福岡衛研は,昭和23年 4月 ,厚生省 3局長連名により,各都道府県知事あてに通達された「地方衛生

研究所設置要綱」に準拠して,従前の福岡県衛生試験所の持っていた人的,物的要素を母胎とし,昭
和24年 10月 1日 ,「福岡県衛生研究所設置条例」によって発足したものである.こ の「地方衛生研究
所設置要綱」通達の背景には次のような特殊な条件があったことを注意する必要がある.すなわち,
昭和20年の敗戦を境とし,わが国の行政,司法,立法の全分野にわたり,い わゆる民主化の大変革が

行なわれたが,衛生行政においても,中央,地方共に従来の態勢を一変する改革がなされた。地方衛
生行政では,従前,衛生行政が警察部に分掌され,その一環としての監督,取 り締り行政的色彩が強
かったので, これを近代的な福祉行政の一環に脱皮せしめ,新たに衛生部を設置し,科学技術的基盤
の上に立つ指導行政へと転換せしめる一連の措置として,当時,占領下のわが国の行政を事実上管理
していた連合軍総司令部の示唆により,地方衛生研究所の設置が要請,推進されたのである.しかし,
当時,敗戦による極度な疲弊と混乱の渦中にあった全国都道府県の社会的,経済的窮乏の中で,地方
衛生研究所の円滑な誕生と,順調な成育を保証する条件はほとんどなく,事実,各府県衛生研究所は,
ともかくも,あ り合わせの人的,物的条件の下に,拙速的に発足することを余儀なくされた。このこ
とは,そ の後長らく,衛生研究所の真のあるべき姿と,そ の機能の伸展にかなり大きな障害となった
点は注目されねばならない.本県衛研も例外でなく,当時の不十分な人的,物的条件に災いされて発
足したが,それでも幸いにして戦災を免れた本来の鉄筋庁舎を受け継ぎ;かなり豊富な蓄積資材を保
有する等の比較的恵まれた条件下にあったことは,当時の先輩の努力と労苦によるものである.
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2 組織,機構と定数等の推移

福岡衛研の昭和24年発足当初における組織,機構およびその所掌事務は上の表のとおりであった.
当初,以上の組織,機構の下に発足,運営さ
れたが,そ の後,第 1細菌科のワクチン製造業
務に大きな業務内容の変更が生じた.すなわ
ち,初めの事業計画では,当時, しょうけつを
極めていた急性伝染病の防疫用に幅広 く各種ワ

クチンを製造することになっていたが,国の方
針で,衛研がワクチン製造を大規模に行なうこ  所
とはワクチン行政上望ましくないことになり,

計画の大幅な修正が行なわれて,単にッベルク
リン希釈液の製造に縮少された.そ のため, ワ

クチン製造要員として保有していた人員の配置

転換を行なわざるを得なくなり,同時に細菌関

係科の業務所掌事務の再編成と,科名の変更が

行なわれ,下の表のようになった.

以上の組織は,さ らに昭和32年に,科を課に改

められ,昭和34年,福岡県行政組織規則の公布
により確定され,以来,福岡衛研の組織は基本
的には 4課制のままで現在に至っている。しか

し, この間,業務内容の質的,量的変遷推移が  所
生じたので, これに対処し,各課の所掌事務内

容には,かなり大きな変化が生じた.そのおも
なものを列挙すればつぎのとおりである。

1)昭和32年,細菌検査課のッベルクリン製
造業務が中止されたので, ワクチン製造業

務は全 くなくなった.

長―

|―庶  務  科一一 庶 務,経 理

|―細 菌 検 査

―第 1細 菌 科―
|一
血清学的検査

|一 ワクチン製造

|一寄 生 虫 検 査
一第 2細 菌 科― |

'一食品細菌検査

|一食品化学試験

|一製 品 検 査

科一 |一水 質 試 験

|一環境衛生試験

|一薬 品 試 験

庶  務,経   理

一化 学 試 験

務 科
―

検  菌  査

2)昭和32年から,新たに科学技術庁の委託事業として,放射能測定調査が開始され,化学試験課
の所掌となった。

3)昭和36年,ウ イルス関係業務が増大したので,細菌検査課に担当係を置いた.
4)昭和38年頃から,水質分析を中心とする環境衛生分野の業務が増加してきたが, この業務は,
昭和43年頃から大気関係業務とともに公害業務へと進展し,化学試験課の最重要業務となり,新
たに,大気担当と水質担当の係が置かれた。

5)人工甘味剤の製品検査は,昭和31年をピークとし,以後,次第に減少したが,昭和40年以降は
急激に減り,昭和47年には完全に消滅した.

6)寄生虫,臨床検査,血清学的検査 (梅毒反応)等の業務は,昭和40年代の初めには微々たるも
のとなり,事実上消滅に等しい状況となった.

このように,25年間にわたる歳月の間,福岡衛研の所掌,実施した各種業務を概観すると,おのお
のの業務には明らかな栄枯盛衰があり,それが時代の動きと密接不離な関係があることは否定できな

い.これらの現象は,いずれもわが国の社会,経済,文化の急速な発展が,公衆衛生の面に構造的な

|一血 清 学 的 検 査

物科一|一寄 生 虫,臨床検査

|一食品細菌,獣疫検査

ツ ベ ル ク リン製造

品,薬 品 試 験

一製  品  検  査

質  試  験

境 衛 生 試 験



変化をもたらし,そ れが直接,間接に衛研業務
の質と量へ投影,反映したものである.他方 ,
このような業務内容の変ぼうが,福岡衛研の定

数,配置職種,現員数の人的構成面でどのよう
な変化をきたしているかをみると,表 1に示す
とおりである。 すなわち, 定数では, 昭和 25

年以降,昭和45年 までの間は40± 2名 の間にあ

り,ほ とんど定数には変化のない点が注目され

る。そして,昭和46～47年に至り,よ うやく職

員数の増加がみられているが, これはすべて,

公害関係業務の激増と,衛生公害センター要員
確保のためのものである.し たがって基本的に

は,福岡衛研職員定数はこの25年間,まず変化
がなかったといってよい.こ のことは,上述の

業務内容の変ぼうと対応しない印象を与えるが,

これを配置職種員数の面から眺めるとつぎの

ような大きな変化を認めることができる.すな

わち,衛研の職員を大別すると,事務職員と技
術職員に分けることができるが,事務職員定数
は,こ の25年間,全 く増減はないので除外し,技
術職員を医学,生物学分野と,理化学分野に分
け,理化学分野の技術職員の全職員に対する比

率を求めると,昭和24年の発足当時は,理化学
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表 1 福岡県衛生研究所職員数の変遷

年 度  定員数 現員数 理化学関係職員数
現  員  数 (%)

４２

４２

３８

３８

３８

３８

３９

３８

３８

３８

３８

３８

３８

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

５８

６７

昭禾口25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

5/39(13)

5/39(13)

5/38(13)

6/36(17)

6/37(16)

9/36(25)

9/37(24)

9/37(24)

10/37(27)

11/39(28)

10/38(26)

9/37(24)

10/37(27)

11/36(30)

14/40(35)

14/40(35)

14/40(35)

14/39(36)

14/40(35)

15/40(38)

22/47(47)

29/53(55)

34/64(55)

系職員数は 5名 (12%)に過ぎない.しかし,昭和30年には 9名 (23%)と なり,さ らに昭和39年では14

名(33%)に増加している。昭和47年は34名 (53%)と なり過半を占めるに至っている.こ のことは,

福岡衛研における業務量のうち,理化学的分野の占める業務の比重が,医学,生物学的分野のそれに

比べ, この 1/4世紀の間に圧倒的に,かつ急速に増大してきたことを示すものである.事実,衛研の

業務内容の推移変遷を概観すると,昭和20年代が,敗戦による国民生活環境の根底的な破壊による伝
染病しょうけつの時代であり,赤痢を中心とする急性伝染病の爆発的多発に加え,コ レラ,天然痘等
の外来性伝染病のひんばんな侵入 もあり,病原微生物分野の最 も活躍した時代であった.昭和30年代

以降は,急速な経済の復興に伴 う生活条件の整備,人口の都市集中化,一次産業から二次産業への転

換等,・かつてわが国が経験しなかった大量消費社会,工業化社会へ突入の時代を迎え,食品衛生,環

境衛生が急速にその重要性を占めるに至 り, これが昭和40年代になると加速度を増して公害問題へと

発展し,最近は単なる局部的,断面的なは握ではなく,よ り根源的なものへのアプローチ
｀
として環境

保全, 自然保護問題として提起されるに至っている.したがって,衛研の業務内容は昭和30年以降 ,

理化学分野への依存度を著るしく増し, これが配置職員における職種構成に端的に表現されているの

である。

他方, この間における衛研の各種業務の技術レベルの変化をみると,戦後における科学技術のあら

ゆる分野の発展を反映し,衛研の業務は,よ り細分化,専門化するとともに,分析,測定,試験,検

査機器の精密化,高度化が加わり,従事職員の質の問題が提起されるに至っている。すなわち,在来

の医学分野ないしパラメディカルと称される免許職種,な いし補助職員のみでは, とうてい,要請さ

れる専門的分野,あ るいは高水準技術の駆使は不可能であり,広 く,理学,工学,農学関係の専門技
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術職員の確保が必要となってきた.現在,衛研職員の出身学部,学科は,医学,薬学,獣医学,畜産
学,応用化学,工業化学,理学部化学,農芸化学,生物学,等々におよんでいることが注目され, こ
の傾向は今後ますます増大するであろう.衛生公害センターにおいては,上述の分野以外に,電子工
学,情報工学,数学,生態学,疫学,物理学等の分野の業務がすでに予定されている。近い将来, こ
れらの各専門的科学技術が総合的に組織化された研究チームの中で活躍する時代が来るであろう.

3予 算 の 推 移

福岡衛研の支出事業予算は,基本的運営管理経費として衛生研究所費 (4款衛生費, 1項公衆衛生
費, 5日衛生研究所費,以下所費と略す)と ,行政上必要な試験,検査等として本庁各課から依頼さ
れ,そ の経費が本庁から令達される事業予算,並びに国,市町村等の公的機関から委託契約される事
業委託金の3本立てよりなっている。このうち本庁令達予算は,その依頼事業の量に比例する需要費
が中心で,近年,公害関係業務の増加に伴い, この予算令達額は増加している.ま た,事業委託金は,
昭和32年以降の科学技術庁の放射能調査が主なもので,金額的には約 100万円程度である:したがっ
て,衛研運営の基礎となるものは所費である.と ころが,そ の財源は,一般県民,あ るいは法人等の

試料持ち込みによる試験,検査依頼,すなわち,窓口検査と称される手数料収入が中心で,支出予算
との差額は,過剰であればこれを吸いあげ,不足であれば純県費で補うのが原則であった.
このような衛研の予算構成を前提とし,昭和25年以降,昭和47年までの間の所費の収入 (手数料収
入)予算と,事業費支出予算,並びにその関連としての,福岡県および衛生部の支出予算指標,消費

表 2  福岡県衛生研究所予算等の年度推移

年  度  衛研手数料収入  衛研歳出事業予算
各種予算年度変動指標

:日基山ヱ替  衛 生 部  衛  研
示願画了昇  歳出予算  歳出予算

消 費 者
物価指数

昭和25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

5,339,000

4,200,000

4,933,700

10,220,400

11,501,100

13,791,900

13,323,300

9,165,368

6,504,585

6,730,381

6,981,163

7,502,958

8,487,084

10,142,509

10,316,613

9,559,779

9,013,720

9,041,268

6,457,920

6,787,415

5,566,720

5,432,390

5,087,673

3,891,800

4,370,900

5,465,000

7,669,300

8,731,700

7,045,100

5,197,700

6,854,600

6,492,500

6,302,600

6,503,084

10,472,146

8,498,874

8,860,068

9,200,163

10,462,946

12,511,290

13,989,974

13,713,263

10,598,400

13,575,956

12,988,802

9,945,537

100

107。 0

117.5

119。 8

138.9

165。 4

202。 8

236。 1

273.5

304.3

350.0

408。 5

463。 1

537.1

644.0

762。 7

100

81.7

88.8

89.2

103。 6

173。 4

298。 6

373.9

616.2

821.5

938。 8

1,014。 4

1,128。 4

1,247。 4

1,595。 7

1,695。 1

100

131.9

124.9

121.3

125。 1

201。 5

163.5

170。 5

177。 0

201.3

240。 7

269。 1

278.2

297。 5

267.0

270.3

100

103。 1

102.6

103.8

107.6

113。 2

120。 9

130。 1

135.0

145.3

152.8

158。 7

167.2

176。 3

189。 5

201。 0
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者物価指数等の指標推移を一括して,表 2に示した.まず,所費支出事業費予算(人件費を除く)の財
源としてもっとも重要な手数料収入額の推移をみると,発足当初の昭和25年度の約 530万円から次第
に増加して昭和30年度には約 1,300万円になり, この年度が過去25ヵ 年間を通じてのピークとなった。

その後,手数料収入は一時減少し,昭和33年はピーク時の半額約 650万円となったが,そ の理由は,
昭和32年度に,手数料収入の大宗を占めていた製品検査手数料金の実質的切り下げ改訂が行なわれた
ためである.しかし,手数料収入は水質分析関係業務の増加により再び増勢に転じ,昭和39年度は約
1,000万 円に達したが, その後は急激に減少し,昭和47年度は約 500万円となった。以上のような手

数料収入の推移変化に対し, これを財源とする所費支出予算の変遷をみると,当初,昭和25年度は約
380万円で出発し,以後現在までの間,傾向としては一途に増加をたどっており,昭和41年度以後は,
おおむね約1,200万円～1,300万円の線にある.このような手数料収入と支出所費予算の両者の相関的

推移をみると,昭和40年度までは手数料収入の方が所費支出予算よりも多いが,昭和41年度以降は逆
に所費支出予算のほうが手数料収入を上回っている。このことは,既述のように支出予算の財源が手

数料収入の枠内に求められる原則に関連し,所費予算編成の原則転転がこの昭和40～41年度の間にあ

ったことを示唆するものである.すなわち,手数料収入がきわめて潤沢であった昭和31年度までは,

衛研の経費は人件費も事業費も含めてすべてその支出予算の財源は手数料収入で完全にまかなわれて

おり,実質的には独立採算制の観を呈していたのである.
ところが,昭和33年度以降の手数料収入の急激な減少により,人件費支出は別途純県費をもって充

当することになり,事業費の財源だけを手数料収入によって措置することになり, この新しい原則は

昭和39年度まで継続されたのである。しかし昭和40年度以降はさらに手数料収入の低下減少傾向が著

しく,他方,衛研業務の増大が公害,環境衛生方面において要請されたため,事業支出予算を手数料

収入の枠内で措置することが不可能となるに及び,よ うやく事業支出予算を手数料収入とのバランス

によって決定する原則は打ち切られ,一応両者はそれぞれ別個に措置されるようになったのである。

このような経過をたどっている特異な衛研予算の編成原則は,当然,福岡衛研の性格,機能,運営等
の面に特殊な影響を及ぼし, それが次のような二つの陰影を投げかけた結果となったことは否めな

い。第一は,衛研の運営において,支出予算確保上,手数料収入の維持,増加が重要度を占めたので,

技術的には比較的低水準であり, かつ型にはまった単純反復的作業である窓口試験, 検査に人的,

物的重点が指向され,他方,高度の知識,技術を必要とする調査,研究についてはその予算的裏付け
が明確でない恨みがあり,概して,衛生研究所の名称に:も かかわらず,いわゆる,試験所型の色彩が

強く残り,ひいてはそれが職員の意識の面にも影響し,真の研究所への発展が阻害される傾きがあっ

た.第二は,福岡県予算,あ るいは衛生部予算等の指標推移にみられるように,昭和31年度を100と

した場合,昭和46年度で,福岡県予算が 7。 6倍,衛生部予算が16。 9倍にも伸長しているにもかかわら

ず,衛研予算のそれは, この間わずかに2.7倍の膨張しか示さず, しかも, 福岡県, 衛生部予算の

伸び状況は両者ともに成長の一途をたどっているのに対し,衛研予算のそれは, しばしば後退,停滞
の跡が著しい。また,消費者物価指数変動では, この間 2。 0倍の上昇が生じているので,衛研予算の

2。 7倍の伸びは,そ の業務量の変化,増加を考慮すれば実質的には予算の縮少があったと考えてよい。

近年,わが国経済の驚異的成長は,わが国のあらゆるものを一変せしめた感があるが,衛研予算に

関する限り,その恩恵は少なかったといっても過言でない。

以上のように,過去25年間の衛研の予算の流れを顧みると,そ の特異性は手数料収入,それもきわめ

て特殊な製品検査手数料という限定された項目の収入が極端に大きく,かつこれに依存し,完全にこ

れに縛られた形における支出予算編成上の欠陥が,急速に変化する衛研を取り巻く客観的状勢の推移

変遷に適切に対処し,あ るいは敏速に適応し,場合によっては予見的に先取りする機動性を奪ったと

評価されるであろう.卒直にいって,衛研職員の創意と努力にもかかわらず,当衛研の現状として,
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その施設,設備の改善,機器備品の整備,器材の蓄積,文献,図書,雑誌の充実,職員の技術研修等
の人的,物的条件が,必ずしも先進衛研に比し,そん色ない状況にあるとはいいがたく,む しろ,客
観的には最近の衛生行政,あ るいは公害行政の急速な進展にごし,そ れらの行政需要を完全に満足せ
しめ, なお進んで行政に指向性を与えるには, 抜本的な改革を至急行なう必要が指摘される.これ
が,新たに建設中の衛生公害センターヘと当衛研が発展的に脱皮,解消する最大の理由である.こ の
意味から,衛研予算の回顧は,衛生公害センターの運営,あ るいはその基盤となるべき予算編成原則
のいん鑑として反すうさるべきものであると考えられる.

(所長 高 橋 克 己)

付 .福 岡県衛生研究所年表

1 明治43年 (1910年 )
現衛生研究所の所在地,福岡市中央区天神 1丁目5番 3号 (旧 ,福岡市薬院堀端 7番地)に本
造平屋の庁舎が新築され,福岡県警察部衛生課の試験検査室として業務を開始した.
2 大正 5年 (1916年 )
福岡県衛生試験所と改称され,従来からあった化学試験,獣医学試験に加え,当時のコレラ流
行に刺激されて細菌検査施設が拡充整備され,次いで寄生虫検査室, ワクチン製造等の業務 も開
始されて総合的衛生試験機関としての体裁を整えてきた。

3 昭和12年 (1937年 )
庁舎,施設の老朽,狭あい化を告げるに至ったので,1日本造庁舎を取 りこわし,現位置に新庁
舎延べ約 500坪の鉄筋建築が決定された。この間衛生試験所は隣接の警察練習所の一部に移転し,

その業務を行なった.

4  昭和14年  (1939年)

現庁舎のしゅん工落成をみた.

5  昭和20年  (1945生 F)

空襲激化により衛生試験所の一部は二日市伝染病会へ疎開したが,業務は中断することなく行
なわれた.

終戦直後,県衛生課が一時,衛生試験所内へ移転し同居した.
6 昭和22年 (1947年 )
衛生部が設けられ,そ の庁舎のしゅん工により転出したので,衛生試験所は旧に復した。
7 昭和23年 (1948年 )
厚生省から「地方衛生研究所設置要綱」が各県に通達され,衛生研究所の設置が要望された。
8 昭和24年 (1949年 )
福岡県衛生研究所設置条例の公布があり, 4科制,39名の職員をもって発足した。初代所長と

して,衛生部長,川上六馬博士が就任 (兼務)し た.
9 昭和26年 (1951年 )
小野蘇牧博士が専任所長として,第 2代所長に就任した。

福岡県衛生研究所報,第 1号が刊行された。
10 昭和28年 (1953年 )
福岡県衛生研究所庶務規定の一部改正により,従来の第 1細菌科を細菌科に,第 2細菌科を衛
生生物科と改称し,一部業務の分掌変更を行なった.

小野蘇牧所長が退職し,そ の後任に,衛生部長川上六馬博士が所長を再び兼務した.
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11 昭和30年 (1955年 )
真子憲治博士が第 4代所長として就任した.

森永ひ素 ミルク中毒事件が起こった.

12 昭和32年 (1957年 )
衛生研究所の科制を課制に改めた。科学技術庁の委託による放射能調査事業が開始された.

13  昭和34年  (1959年 )

開所10週年記念式典を行なった.

14 昭和37年 (1962年 )
コレラが台湾から北九州地方に御影丸によって持ち込まれ,コ レラ防疫が行なわれた.

15 昭和44年 (1969年 )
公害関係職員の増員が行なわれ,公害業務が急速に増大した.

16 昭和45年 (1970年 )
衛生公害センター建設の方針が決定され,当所は発展的に同センターヘ解消することになった.

17 昭和46年 (1971年 )
衛生公害センター建設の基本構想が策定された.

18 昭和47年 (1972年 )
衛生公害センターの建築に着工した.真子所長が退職し,そ の後任に高橋克己博士が第 5代所

長として就任した.

衛生研究所庶務課に衛生公害センター建設準備室が置かれた。

19 昭和48年 (1973年 )
衛生公害センターの建物が竣工した。衛生研究所はこの建物へ移転し,同センター開設までの

間その準備にあたった.
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般 事 業 報 告

庶   務   課

当所の昭和46年度,および同47年度の 2ヵ 年における業務処理状況は第○表に示すとおりであるが,
その一般的傾向として,窓口依頼検査は次第に減少気味であり, このことは手数料収入の漸減傾向に

伺われる。これに対し行政依頼検査, とくに公害関係業務は急激に増加している点が注目される.ま

た,恒常的所掌事務処理のほかに,国,および市町村の委託業務として,例年とおりの科学技術庁の

放射能調査,厚生省の日本脳炎ウイルス流行株の抗元分析,苅田町の降下ばいじん調査に加え,昭和
47年度は,厚生省の食品等の細菌汚染実態調査があった。以上のような試験検査調査研究業務に加え,
この間の特記事項としてつぎに述べる事績があった.

1)衛生公害センター建設事務
陳旧,狭あい化した当所の庁舎改築に関連し,かねてから当研究所の抜本的体質改善問題はそ
の方向づけが検討されていた.近年,公害行政の急速な進展と,そ の重要性の増大に伴い,衛生
部内に,部外学識経験者を含む衛生公害センター建設準備委員会が設けられ,衛生公害センター
の建設構想が審議検討されたが,昭和46年度当初に,そ の基本構想が策定され, これに基いて,
組織機構,定数,庁舎設計,施設,設備,備品整備等の人的,物的要素に関する具体案が決定さ
れた.引 き続き, この案について庁内関係部課との折衝が行なわれ,決定をみたものから逐次,
予算化,実施に移され,現在,同センターの建設事業は多角的,併行的に進行中である。この間,
昭和47年 7月から,当所庶務課内に,同センター建設準備室が設けられ,事務主査,専門研究員
等からなる専従職員が配置され,セ ンター建設に係る諸事務の処理に当っている.

衛生公害センター建設事業の概要は p。 13-15に示したとおりである.

2)公害関係技術職員等の増員
公害関係業務の激増に伴い,その処理を行なう技術職員の増員が措置された.すなわち,昭和
46年度は,前年よりも6名増員されて現員53名 となり, さらに昭和47年度は14名増員されて,衛
研現員は64名 となり,他に本庁研修職員 3名の計67名 になった.なお,最終的な定数の決定は,
衛生公害センター発足時になされるはずである.

このような急激な当所職員数の増加に対応し,所内組織機構の改善整備を図るべきであるが,既

述のように,当所の衛生公害センターヘの移行は目睫の既定方策とされているため, とりあえず
応急暫定的な措置とし,昭和47年 5月 から,技術課内に,専門研究員を主任とする所内限りの 7

係制を設け,事務処理の体系化,円滑化を行なった.また,昭和46年 11月 に,公害関係職員 (大気
および水質)は ,その居室および実験室を増設するのに当所庁舎内では狭あい,かつ設備増加不
可能なため,西中州県庁別館内に分室として新たに当所庁舎を設け,仮公害センターとして運営
している.

3)九州地区衛研所長会議開催
昭和47年 7月 28,29両 日,第23回地研九州地区所長会議を当所の主催により開催 (福岡市黒田
荘)し,議題の審議,検討を行なった.
4)製品検査業務の事実上の消失
かつては,当所の手数料収入の大宗を古めていた人工甘味料の製品検査業務は,近来,依頼の

減少傾向が顕著になっていたが,昭和46年度は,その収入はわずかに207,500円 となり, さらに,



-9-

昭和47年度においては完全に 0と な り,文字 どお り当所の製品検査業務は事実上消滅 した。
(庶務課長 石 橋 岩 穂)

庶        務

本研究所の機構は下記のとおりで,定員現員および職員配置は表 3, 4に示すとおりである.

機    構
|

1

t

r食 品 細

衛 生 生 物 課 く医 動

t血 清 検

係

係

係

係

係

菌

物

査

庶
　
経

務

理
細  菌  課

細  菌  係

ウ イ ル ス 係

食 品,薬 品 係
水  質  係
環 境 衛 生 係

|

化 学 試 験 課

表 3 年度別職員定員現員
(昭和48年 3月 31日現在)

∫
l

年 度 男」

46 47

定 員 現 員  定 員 現 員

吏員1嚢
1露

1 5:

雇 員1嚢露鴛
労務員

汽缶±   1
工 手   1
用務員  1
計   58

5 5

59      56

f

J
ヽ

1

表 4  職    員    配    置 (昭和48年 3月 31日 現在)

職 男」

単 純 労 務 員   計

汽缶士 工 手 用務員

技
師
補

主
事
補

技
　
師

主
　
事

研
究
員

主
　
査

課
　
長

所
　
長

所 長{19
庶 務{19
細 菌{19
衛生生物119
化学試験{19

1

1
計 1

庶  務  課

職    別

年

度

別

課
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歳入,歳出の決算については,表 5,6,7
8に示すとおりである.

表 5歳 入 一 覧 (単位円)

年   度   別
科 目

46

計

表 6 衛生研究所費歳出一覧 (単位円)

年  度  別

47

60,

5,031,250

1,308,670

3,722,580

0

1,041,000

56,423

3,816,864

9,945,537

745,680

53,000

1,854,979

6,509,545

113,000

1,523,545

4,873,000

401,210

295,000

106,210

593,848

138,540

60,000

702,440

36,000

1,787,927

6,068,400

188,998

1,684,402

4,195,000

472,360

397,000

75,360

659,410

140,000

19,000

9,945,537

47

酬

金

費

費

費

費

費

節

賃

報

旅

需

１

７

８

９

１１

衛生研究所手数料  5,398,490

(微生物検査) 1,523,250
(理化学検査) 3,667,740
(製 品 検 査) 207,500

事 業 委 託 金  1,325,000

そ の 他 の 収 入   33,900
純     県     費    6,231,412

計          12,988,802

用

食  糧
光 熱 水
そ の他 需用費

12 役   務   費
通 信 運 搬 費

そ の他 役 務費

13 委   託   料
14 使用料および賃借料
15 ェ 事 請 負 費
18備 品 購 入 費

計

2,632,000

12,988,802

表 7 放射能測定調査委託費 (単位円)

費   目   男IJ
年  度  別

46 47

表 決    算 (単位円)

年  度  別

46 47
費

金

金

費

費

費

費

費

費

」
へ
ｒ

口ｍ
　
．ノ製

耗

Ｊ口即

賃

謝

旅

消

印

光

修

通

450,000

15,000

245,000

73,000

5,000

15,000

100,000

50,000

0

360,000

12,000

1,325,000

495,000'

0

263,000

110,000

5,000

19,000

40,000

56,000

13,000

10,000

30,000

1,041,000

84,991,318

200,000

3,667,030

12,988,802

16,813,086

100,000

139,480

125,200

109,780,369

200,000

3,447,944

9,945,537

15,367,322

225,000

123,870
熱  水
繕

信 運 搬
使用料および賃借料

備 品 購 入 費
料  費

費

費

費

費

費

錫
策
　
漸
生

糸

　

　

　

究

生

対

防

汗

衛

緬
核
　
襴
境

公

結

予

衛

環

費

費

費

費

費

業

所

産

薬

　

К

木

湾

健

Ｚ
　
　
　
計

林

医

保

農

土

港

119,024,916  :139,

170,000

100,000

360,042材

計

46

償

原
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表 9 試   験

46  年   度

一 般  行 政   計

菌   (1)   1,028      734

菌 (2) 2

般  行 政  計

395

度年

分
離

・
同
定

細

菌

検

査

腸

レ

ジ

そ

内    細

ン  サ  球

フ テ リ ア 菌

の 他 の 細 菌

血 清 検 査

化 学 療 法 剤 に対 す る耐 性 検 査

動    物    試    験

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(17)

(18)

1,762

2

717

70

1,358

10

56

664748

ノ
ー

ー

ー

ー

ノ

ヽ

―

―

―

―

、

　

′
ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

で

１

１

１

１

に

、

分
離

・
同
定
　
　
　
血

清

検

査
　
　
動

ウ
イ
ル
ス
●
リ
ケ
ッ
チ
ア
検
査

虫

類

性

他

耐

生
　
虫

の

寄

原

殺

そ

結
　
核

性
　
　
病

寄
生
虫

・
原
虫

性

量

査

応

型

他

査

他

検

ポ

日

イ

本   脳   炎

ン フ ル エ ン ザ

ォ (8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

リ

その他のウイルス・ リケッチア

ポ     リ     オ

日 本 脳 炎

イ ン フ ル エ ン ザ

その他のウイルス 0リ ケッチア

物    試    験

養

化 学療 法 剤 に対す る耐性 検 査

査 245

1,506    1,506

381

1        1

226

45

292

17

45

21

18

梅

り

そ

病

他

(19)

(20)

(21)

10

334

ん

の

虫 剤 効 力

11 
ヽ

査

査

学

学

菌

化

細

理

食
中
毒

的

的

検

検

屎

学

液

の

定

定

血

理

血

そ

ｒ

ノ

ヽ

、

′ｒ

ｉ

ｌ

′

、

―

―

、

尿
　
　
血

　

液

化
学
検

病
理

・

球

化

を

で 病 理 組 織 学 的

そ       の

る

も

らに

覧

検 査 項 目

3

155

21

8

1,281

40

282

1

19

10

20

4
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表 9試 験 検 査 覧 (つづき)

検 査 項 目
46  年   度 47  年   度

一 般  行 政  計   一 般  行 政  計

査
　
査
　
他

検
　
検

的

　

的

の

学
　
学

菌
　
化

15

308

12

48

14

346

1,389

337

346

1,599

２

５２

２０

２４

２７

１５０

４

５３

２０

３６

８７

２７

3

327

4

17

83

４

４９

２０

３５

８７

２７０

の

⊃

め

の

の

∋

“

“

“

“

“

“

査

査

査

査

査

査

検

検

検

検

検

検

的

的

的

的

的

的

学

学

学

学

学

学

菌

化

菌

化

菌

化

細

理

細

理

細
　
理
　
そ

食
品
衛
生

飲

料

水

検

査

査

査

査

査

査

査

他

検

検

検

検

検

検

的

的

的

的

的

的

学

学

学

の

学

学

学

菌

化

物

細

理

菌

化

物

細

理

生

細

理

生

し

尿
　
そ

検
　
　
査

清
掃
関
係

大

気

汚

染

汚
濁
河
川

そ

一
浴

プ

そ

雨

食

そ

公

害

関

係

検

査

一
般
環
境

放
射
能

原
水
　
浄
水

ｒ
ｉ
ノ
ー
ｌ
ｔ

水

道

水

井水
戸

2022 20
下係
水検
関査

4

下  ば  い  じ ん

自 動 測 定 記 録 計

そ   の   他

自 動 測 定 記 録 計

そ    の   他

|

l

|

l

い
じ
ん
　
酸
化
物

浮
遊
ば
　
硫
　
黄

そ

　

ｆ
リ
ｌ
ｔ

252      264

の 他 の 有 害 物 質

理 化 学 的 検 査

そ     の    他
の      他

般 室 内 環 境

水

水

他

場

の

陸水

温 泉 (鉱 泉)泉 質 検 査

の

水

品

他

12

品

他

品

他

他

食

薬

の

栄殊

医

そ

特

そ

そ

薬

品

栄

養

11 483712210

養

の

の
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福岡県衛生公害センター建設事業概要

1建 設 の 目 的
最近のわが国における経済,社会,文化の急速な発展と変貌に対処して,県民の健康を増進し,住
みよい生活環境や美しい自然環境の保全確保を図るには,本県の衛生行政と公害行政を強力円滑に運
営,推進せしめ,かつ, これらの行政に適確な指向性を与え得る強固な科学的,技術的基盤を拡充整
備することが必要である.

このため,従来,衛生面にウエイトを置いて運営されてきた衛生研究所を発展的に解消し,新たに
保健科学と環境科学の両分野を総合して効率的に編成した一元的組織機構のもとに,テ レメーターに

よる公害常時監視機能をも保有した強力な近代的試験研究機関として,福岡県衛生公害センターを建
設するものである。

2機    能
衛生公害センターは,本県の衛生,公害行政の科学的,技術的中核機関として,公衆衛生,公害対
策,生活環境整備, 自然保護などに関する試験検査,分析測定,調査研究,教育研修および技術指導
の業務を行なうが,従来の衛生研究所の業務分野に加え,新たにつぎの機能が付加整備される。
1)公害常時監視のためのテレメーター中央監視局の設置 :全県下をネットワークするテレメータ
ーシステムによる大気汚染,水質汚濁の公害常時監視のキーステーションとしての中央監視局を設置
し, これらの公害の注意報,警報の発令および規制に必要な各種測定値の把握を行なう.
2)疫学調査部門の設置 :公害による健康被害,原因不明疾患,特殊疾患などについての疫学的調
査機能を新設し,環境と健康,疾病の生態象,不健康要因の解析究明を行なう。
3)新公害分野担当専門部門の設置 :廃棄物処理,土壌汚染,騒音,振動,環境生物の各公害分野

表 10  衛生公害センター建設費計上額一覧表  (単位千円)

年 度 別 予 算 計 上 額
全体計画額

45 46 47 48

1 費

事

事

事

費

事

工

工

　

成

ェ

体

気

ェ

造

築

主

電

管

建

ｒ
ｌ
ｉ
ｔ

入

務

購地
計

721,287

352,000

119,287

250,000

47,000

800

28,826

242,429

1,040,342

194,041

192,000

2,041

168,469

168,184

285

1,402,852

132,473

132,473

47,000

800

23,063 3,498

242,429

425,40023,863

23,863        425,400

364,263

129,767

75,746

158,750

1,472

365,735

194,041

192,000

2,041

285

285

560,061

224,551

89,760

43,541

91,250

793

225,344

168,184

168,184

393,528

地敷

ボ

事

土

分

事

ｒりヽ
ｔ
　
△
ロ

―リングエ事費

費

費

6 テレメーター整備費
設 備 整 備 費

事  務  費
7 機 器 類 整 備 費

析 機 器
務  費
計

{

財内 ∫特

源訳 l_
収

般

848,399

554,453

383,000

42,400

335,

23,863
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について専門的試験研究機能を新設し,実態の調査把握対策の研究を行なう.
3施 設 の 概 要
3・1 建設地 :筑紫郡太宰府町向佐野 ;敷地面積 (田および畑)31,479m2(9,507坪 ),昭和46年 4月
19日買収登記,簑原道徳外10名 )
302 建物の規模および内容 :全建築面積 7,690m2,そ の他の別棟延面積 660m2
1)本館管理棟 (2階建):テ レメーター中央監視局,資料展示室,情報処理室,講堂,会議室 ,
図書室,管理部門 .
2)本館実験研究棟 (4階建):1階 ―廃棄物,騒音振動部門実験研究室,水質部門実験研究室 ;
2階一環境生物部門実験研究室,大気部門実験研究室,中央分析部門実験研究室;3階一疫学部門実
験研究室,食品化学部門実験研究室,医薬品,放射能部門実験研究室;4階一細菌部門実験研究室 ,
ウイルス 0リ ケッチア部門実験研究室;その他別棟一動物実験棟 320m2, 車庫倉庫 237m2, その他

102rn2.

4ェ    期

昭和47年 3月 14日  着工
昭和47年 4月 26日 起正式
昭和48年 5月 31日  しゆん工

表 11  衛生公害センター関係工事の施工状況表  (単位千円)

工  事  区  分  設 計 額  入札年月日  工  期  請 負 額  工 事 請 負 人

1 建 築 工 事

主 体 工 事

電 気 工 事

衛 生 設 備 工 事

空 調 工 事

計

2調 査 設 計 ほ か
設 計 委 託

351,433

107,247

64,390

184,500

707,570

23,063

800

23,863

36,520

10,600

47,120

192,000

970,553

47。  2。 17

47. 2。 29

47。  3。 30

47。  3.30

46。 10。 25

46。  6。 23

46。 12。 27

47。 11。 29

47。 10.28

3。 14か ら
5.31ま で

3.14ヵ >ら

5.31ま で

4.28か ら
5.31ま
｀
で

47。  4。 27ヵ >ら

48.5。 31ま で

46.10.25ヵ >ら
47.2.29ま で

46. 6.28ヵ >ら
46。 7。 15ま で

47。  1.24ヵ )ら

47。 3。 31ま で

47。 11。 29ヵ >ら

47.12。 31ま,VC

三菱建設K.K.

栗原工業K.K.

関工第 1企業K.K.

日建設備K.K。

K.K.松田設計事務
所ほか 5社

明治 コンサルタン ト
Ko K.

松尾土木K.K

三菱建設K.K

日本電気K.K

350,800

105,000

64,000

183,000

702,800

22,716

777

23,493

36,400

10,500

46,900

178,500

951,693

ボ ー リ ン グ

計

3敷 地 造 成

敷 地 造 成 工 事

敷地造成追加工事

計

4 テレメーターシステム
設 備,整 備 工 事
合    計

ら
で
か
ま

(注)残工事 (1)
(2)

(3)

センター建設費 (造園,舗装工事,門扉,門柱等工事)           18,487
テレメーターシステム設備整備費 (中継局および測定局局舎建設工事,そ の他)13,500
機器類整備費 (初度調弁,分析機器等)                 183,640

薔+                                      215,627
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5 建設費,工事施工状況,機構など
標記のことについては表lo,11,12に示したとおりであるが,建設費は総額 1,402,852,000円 が 4

ヵ年にわたって計上され,工事施工状況については目下諸工事が順調に進捗しており,予定工期内に

しゆん工のはずである.なお,機構は現在予定されている案に従って表示した.

表 12 衛生公害センターの機構 (予定)
部  別  課  別  分掌事務別

1総

t管

務課{腫
務

理

f研 究 管 理

1中 央 分 析

tテ レメーター

f病 原 細 菌

t食 品 細 菌

fウ イルス血清

t組 織 培 養

f調   査
t臨 床 検 査

f食 品 化 学

t医薬品放射能

f大 気 分 析

1臭   気
f衛 生 水 質

t公 害 水 質

r廃 棄 物

t騒 音 振 動

{甦   脇

所 副
一所一
長 長

保健科学部

理  課

細 菌 課

ウイルス課

疫 学 課

衛生化学課

大 気 課

水 質 課

環境理学課

環境生物課
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細   菌   課

昭和46,47年当課で取り扱った検査業務には特記するようなものはなかった。厚生省委託業務とし

て,細菌関係では昭和47年食肉のサルモネラ汚染調査を行ない,ウ イルス関係は前年に引き続き,46,
47年 も流行予測事業としての日本脳炎,風しんを実施したほか, “日本脳炎ウイルスの抗原分析に関
する研究"も行なった。                       (細 菌課長 大 塚  悟)

検 査 業 務

1細 菌 検 査
101-般 依頼検査
昭和46および47年の一般依頼細菌検査総数は表13の とおりである。

細菌培養検査,血清学的検査,結核菌検査お     表 13 昭和46,47年細菌検査件数
よび検出菌の薬剤耐性検査は主として済生会福

岡病院の臨床材料と市内開業医院から依頼され

た細菌検査である。

消毒薬効力試験は代用消毒薬の効力検査で年

年増加の傾向にある依頼検査である.

102行 政依 頼 検査
10201 コリシン型別 ソンネ赤痢菌の コリ
シン型別は昭和46年度鞍手郡宮田町発生の10株

(13A型)と 粕屋郡篠栗小学校発生の 7株 (14

型)であった.ま た47年度は築上郡苅田町発生
の28株 (14型 )についてコリシン型別を実施し

たにとどまった.

102o2 ファージ型別 県内分離 チフス菌は
国立予防衛生研究所にファージ型別依頼をした

が,46年分離チフス菌12例 と47年の 6例につい

てのファージ型別成績は表14に不したとおりで

項    目

46 年       47 年
(1～12月 )  (1～ 12月 )
一般  行政  一般  行政
１０

９０

８９

０

１２

０

０

９２

１５

２．

２

０

養

養

査

査

培

培

検

検

便

菌

清

定

糞

細

血

同

1,
９０

８７

７４

０

７６

０

０

７４

４５

４．

５

０

薬 剤 耐 性 検査**

コ リシ ン型別

フ ァー ジ型別

結 核 菌 検 査

結核菌耐性検査

消毒薬効力試験

無 菌 試 験

毒 性 試 験

*血清検査 :ウ イダール,ワ イルフェリックス,
ポールバンネル反応
**薬剤耐性検査 :定性および定量試験

表 14チ フ ス 菌 フ ァ ジ  型

年次  地 区  件数
チ フ ス 菌 フ ァ ジ 型

D12    El    E4    Ml .A.degraded ′r69-97  
・
Vi(→

岡

米

塚

都

門

岡

塚

紫

留

福

久

飯

京

山

福

飯

筑

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ノ

ヽ

―

―

Ｉ

Ｌ

　

ｒ

ｉ

ノ

ヽ

ｉ

ｔ

1

1

47

1
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ある。

一方46年度ヒト由来のネズミチフス菌のファージ型別成績は久留米市分離株が非感受性,筑紫郡分

離株が la variant,大牟田市分離株が非感受性であった。46年 3月鞍手郡小中学校に発生したネズミ

チフス菌による食中毒の42株の型別成績は40株が非感受性, 2株が型別不能であった。

lo203 赤痢菌薬剤耐性検査  昭和46年17件,47年28件についてはストレプトマイシン,ク ロラム
フェニコール,カ ナマイシン,コ リスチン,ゲ ンタマイシンの 5種薬剤についてデイスク法による感

受性試験を実施した.

(専門研究員 常盤 寛,研究員 梶栗ミホ,技師 井上洋子,技師 武吉広明)
1・ 3 厚生省委託事業  昭和47年度厚生省委託食肉等の細菌汚染調査 (サルモネラ汚染)がニワト
リ,ブ タ処理施設において実施された。

調査対象施設はニフトリについては田川,久留米,甘木各処理場とブタについては九州協同食肉場
の 4施設である。

調査材料は表15に示すとおり,生体,床,湯,脱毛機,冷却水,処理台,刀 ,ノ コおよび食肉の各

材料についてそれぞれ作業開始前と終了後に採取した.

調査方法は食肉の処理過程におけるサルモネラ汚染度を定性,定量 (MPN法 )試験について実施

表 16 分 離 サ ル モ ネ ラ の 血 清 型

ニ フ ト リ 処 理 場
検    体 ブ タ と 場
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f
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|
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し, この方法は同一施設で4回 くりかえした.な お第 3,4回 目の調査は施設内機械器具類を300ppm
の次亜塩素酸ソーダで消毒処理を行なった後の調査材料である。

分離サルモネラの血清型別による菌型は表16に示した。

(細菌課 専門研究員 常盤 寛,技師 乙藤武志;衛生生物課 技師 灘波豊愛)

2 ゥィル ス検査
201 ィンフルエンザ  昭和47年 1月 に福岡県で流行したインフルエンザは A2/香港型であった.
検査結果は表17に示すように血清学的検査,ウ イルス分離検査, ともに50%の陽性率であった.

昭和47年 12月 に田川地区で流行したかぜ様疾患の検体からウイルスは分離されなかった。また,血
清学的検査でもインフルエンザの HI試験およびエンテロウイルス数株を用いて中和試験を行なった
が,原因不明であった (表17).

昭和48年 1月 に福岡県で流行したインフルエンザは A2/香港型であった.検査結果は血清学的検
査で90。 9%,ウ イルス分離検査で81.8%の陽性率であった.

(専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,技師 鶴 純明)

表 17  ィンフルエンザの血清学的検査およびウイルス分離検査成績

血 清 学 的 検 査 ウ イ ル ス 分 離 検 査

年次  地 区  採 血 月 日

急性期 回復期
件数

HI抗体上昇≧8

A2  B
検査  検体採 外新
不能  取月日 1~r以

陽   性

A2 B
≦≦4 陰性

川

塚

川

倉

岡

田

飯

田

朝

福

1-20

1-25

12-10

1-23

1-26

1-31

2-7

12-18

1-31

2-8

一
　

〇

〇

一

５

５

一

６

５

1-20

1-25

1-23

1-26

202 流行性疾患のウイルス学的検査  昭和46年 7月 ,田川地区で流行した無菌性髄膜炎の病因は
エコー5型とエコー11型ウイルスの同時流行によるものであった (表18).

同年 7月 ,筑紫野市で流行した熱性疾患の病因はアデノウイルスによるものと考えられたが, この

地区からもエコー11型ウイルスも分離され,抗体上昇も認められた.したがって, この流行はアデノ

ウイルスと同時にエコー11型ウイルスも関連しているものと推定された (表 18).

表 18  原因不明の流行性疾患における血清学的検査およびウイルス分離検査成績

血 清 学 的 検 査 ウ イ ル ス 分 離 検 査

地区  採 血 月 日

急性期 回復期

NT試 験
(抗体上昇≧4)
エ コ ー  エ コ ー
5      11

CF試験

一
０
一
＞
≡
Ｃ

一 陰性 材料 件 数
採取
月日

一゙プア

ノ

一

１１

コエ
件数 5 陰性

ノ
型
一゙アア
３

田ナ|1   7-10   7-22   10

筑鮨R   7-13    7-23     5

山門  9-30 10-7   10

3

0 1

一

一

〇

〇

〇

〇

〇

1 糞便
髄液

2 糞便
うがい液

10 糞便
うがい液

流涙

7-10

7-10

7-13

7-13

9-30

9-30

9-30
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9月には大牟田,柳川地区を中心に流行性眼病の流行があり, ウイルス学的検査を行なったが,病
原体を検出することはできなかった (表18).

昭和47年 5月 ,田川地区において無菌性髄膜炎の流行があり, ウイルスは分離できなかったが,血
清学的検査でエコー9型に有意の抗体上昇を認めている (表19).

表 19  原因不明の流行性疾患における血清学的検査およびウイルス分離検査成績

血 清 学 的 検 査 ウ イ ル ス 分 離 検 査

嘉げ ヽ品日日     中 和 試 験   CF試 験                  __゛ .地4≦
亀夢ffI:件数I百年聖宅lil齊警菫午び

「
~挙毒e戸 陰性材料督晋件数13〒挿玄

'7ん

陰性
期   期     -3 -6 -9 71-670 3 型                          /｀

田サ|1 5-22  6-12   10    0    0    2     0

宮 Fヨ1 7-29  8-91    0 0

8 糞便
髄液

6 糞便
うがい液

流涙

5-22

5-22

7-29

7-29

7-29

同年 7月 には筑豊地区を中心に,昭和46年に県南部で流行をみたものと同型の眼病の流行を認めた.
この流行例からウイルスは分離されなかったが, 前年流行の眼病から予研中央検査部で分離された

YC-71-670株を用いて, 血清学的検査を行なったところ,有意の抗体上昇を認めたので,同型の病
原体によるものと推定した (表19).

(専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,技師 鶴 純明)

203 日本脳炎疑似患者の血清学的検査  昭和46年の日脳患者発生は前年とほとんど変わりなかっ
た.日脳疑似患者の血清学的検査は JaGAr01株抗原による血球凝集抑制 (HI)試験および補体結合
(CF)試験を行なった。また HI抗体価40倍以上を示した例については,抗体の 2ME感受性を検討し
た.昭和46年は患者46名 (血清数121例)中 HIで42名 (9■ 1%),CFで 25名 (54。 3%)が陽性で,
血清学的確認患者第 1号は 6月 16日発病のものであった。また日脳抗体保有の有無を検査依頼 うけた

ものが 5例あった (表20). (細菌課 課長 大塚 悟,技師 乙藤武志 ;衛生生物課 技師 佐藤ハルエ)
昭和47年の日脳患者発生数は昭和30年以降最少で,当所への依頼件数 も少なく,血清学的確認患者
は 1名だけであった.また発生の時期もおそかった (表20).

(専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,技師 鶴 純明)

表 20 日 本 脳 炎 疑 似 患 者 の 血 清 学 的 検 査 成 績

月 月」

年次 計  患者数 (%)
3 4 5 6 7 8 9      10

46

42(91。 1)

25(54.3)

4

1(25.0)

1(25。 0)

204 日本脳炎流行予測調査  厚生省委託による日脳流行予測事業として,前年に引き続き,感染
源調査 (ブ タ)と ヒトの感受性調査を行なった。

件

HI

CF陽性

件

陽性
Ⅲ

ＣＦ

数

数
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204・ 1 感染源調査  昭和46年は筑後地区の と殺ブタ血清について HI抗体の保有状況の推移と
2ME感受性抗体の出現状況を調査した (表21).一斉抗体上昇の時期とパターンは大流行年の昭和41
年 とまったく同一で, 7月 20日抗体保有率50%以上に達した。しかし抗体価が41年より全体的に低い

傾向がみとめられた.流行閑期における 2ME感受性抗体保有例はみられなかった。
(細菌課 課長 大塚 悟,技師 乙藤武志 ;衛生生物課 技師 佐藤ハルエ)

表 21  昭和46年度福岡県におけるブタ血清の日脳 HI抗体の分布状況
筑   後   と   畜   場

2ME

採血月日 検査数
HI抗 体 価 (1:)

く(10    10    20    40    80   160   320   640  1,280  ≧≧2,560

陽性率
(%)

抗
率
性
有
の

受
保
０

感
体

０

１８

１０

８

１５

５

０

１３

６５

９５

∞

００

００

００

００

００

００

８０

４０

５

３０

３０

１

■

１０

１４

２０

１

３

３

0
0
0
0
0

0
0
100
89.4

40。 9
45
20
0
0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

6

1    2

1    2

1     1     1

1

1

1

3.14

計

昭和47年は筑紫地区のと殺ブタ血清について同様調査した (表22).同年の汚染時期はいちじるし
く遅れ, 8月 29・日に50%以上, 9月 12日 に 100%の抗体保有率を示した。前年同様流行閑期における

2ME感受性抗体保有例はみられなかった。
(専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,技師 鶴 純明)

204・2 ヒトの感受性調査  県下各地区の一般住民 (年令区分別)について,流行後の10～12月採
血,JaGAr 01株ウイルスに対する中和 (NT)抗体および血球凝集抑制 (HI)抗体の保有状況を調
査した.表23に示すとおり,昭和46年度は各年令区分とも高い保有率であったが,同 47年度の保有率
はきわめて低 く, とくに16～30才区分が低率であった.

(細菌課 課長 大塚 悟,専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,
技師 乙藤武志,技師 鶴  純明 ;衛生生物課 技師 佐藤ハルエ)

205 風しん流行予測調査  厚生省委託による風しん流行予測事業は前年に引き続き行なわれた。
昭和46年は県下12地区に在住の妊婦 (20～ 25才)277名 と妊娠可能年令層 (15～ 18才)49名の326名 に

ついて風しん HI抗体の保有状況を調査した.表24に示すとおり抗体保有率は地域差が若干みられる
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5。 23

6.13

8。 22
8。 24
8。 29

9。  5
9e12
9.19

1。 16

2.13

3.12

計

22  昭和47年度福岡県におけるブタ血清の日脳 HI抗体の分布状況
二  日  市  と  畜  場

HI抗 体 価
陽性率
(%)

4.8

0
0
0

0
0
5
4.3
0
0

0
0
0
0
5
10
0
75

80.9
100
100

19。 0

40

10

採血月日 姿 豪
２０

２０

２０

２０

２０

２０

１９

２２

２０

２０

２０

２０

２０

２０

１９

１８

１７

５

４

　

　

１７

１２

１８

９１

２．

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２２

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

１７

２０

２．

２０

２０

２１

２０

２０

８３

く:〔10    10    20    40    80   160   320   640  1,280  >2,560

1

1     6     9     34      27

表 23 住 民 の 日 本 脳 炎 抗 体 保 有 率

年度  地 区  試 験
年    令 区 分  (才 )

0～ 5     61～ 15    16^v30    31^v40    41^v59    60⌒ v
平 均

糸  島

八 女

r NT
t HI

` NTl HI

73。 3

53。 3

91。 9

83.8

70e3

71.3

92。 9

78。 6

38。 5

30。 8

86.4

79。 5

45。 8

37.5

95。 5

83。 0

50.9

45.6

96。 2

92。 5

71。 4

75。 5

92。 1

82。 5

57。 7

55。 0 ,

が一般に高率であ り,田川地区は前年同様抗体価の高い例が多かった

(細菌課 課長 大塚 悟,技師 乙藤武志 ;衛生生物課 技師 佐藤ハルエ)

昭和47年は県下11地区の妊婦 (20～ 25才)111名 と妊娠可能年令層166名 について同様調査 した.表

25に示すとお り妊婦の抗体保有率が高かった .

(専門研究員 武原雄平,研究員 長谷川孝志,技師 鶴 純明)

206 厚生省委託特別調査研究 (日本脳炎流行ウイルス株の抗原分析)

昭和45年度から47年度まで,厚生省委託特別調査研究として, 日本脳炎ウイルス株の抗原分析に関

する研究を実施した.その結果を表26,27,ぉよび28に示す.

これらの表から,つ ぎのようにまとめることができるであろう。 (1)新鮮分離株はたがいによく

類似した抗原構造をもっている.(2)中 山予研株と新鮮分離株の間には共通抗原があるが,中山予研

株独自の抗原もかなり存在する.(3)JaGAr 01株 と新鮮分離株とは,かなり隔たった関係にある。

3



表 Z 昭和46年度風しん HI抗体保有状況

地  区
20～25才 (妊婦)  15～ 18才 (未婚)

検査数 陽性数 陽性率 検査数 陽性数 陽性率
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表 25 昭和47年度風しん HI抗体保有状況

20～25才 (妊婦)  15～ 18才 (未婚 )
地  区
検査数 陽性数 陽性率 検査数 陽性数 陽性率

岡

米

女

門

羽

隈

倉

川

島

都

木

留

福

久

八

山

浮

大

朝

田

糸

京

黒

計

岡

米

女

門

羽

隈

倉

川

島

良

都

木

留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

福

久

八

山

浮

大

朝

田

糸

早

京

黒

80

90

52

95。 2

96.6

85.9

85。 9

96.7

79.3

70

61.5

100

86.2

116

50

8    72.7

16   100

11    84.6

7    87。 5

10    76.9

7    70

4   40

17    85

9    90

89   80.2   166 91    54。 6

60

31

53.2

62

33。 3

66.6

68。 7

83。 3

65。 3 *18～22才の年令層を対象とした

表 26  各種日本脳炎ウイルス株間の中和抗体吸収試験成績  (昭和45年度)

吸  収  ウ  イ  ル  ス  株
免疫ウイルス株

中山予研株    JaGAr 01株    JaFAr 10∞ 969株  JaHAr 24825669株

中山予研株

JaGAr 01株

JaFA、r1009969株

JaHAr 24825669株

2,560/ 20

1,280/640
320/ 10

640/ 20
640/ 20

640/ 10
320/<(10

2,560/640
160/′ 10

1,280/ 40

640/ 80
320/ 20

640/ 80
320/ 20

2,560/320
320/ 10

1,280/640
160// 10

640/ 10

640/ 10
320/‐ 10

2,560/640
320/ 20

1,280/640
160/( 10

640/ 20
320/ 10

640// 10

注 :吸収前抗体価/吸収後抗体価

上段 :免疫ウイルス株に対する抗体価

下段 :吸収ウイルス株に対する抗体価

表 27  各種日本脳炎ウイルス株間の中和抗体吸収試験成績  (昭和46年度)

吸  収  ウ  イ  ル  ス  株
免疫ウイルス株

中山予研株   JaGAr 01株    IMie 44-1株   JaFAr 19770株   Oita 207株

中山予研株

JaGAr 01株

Mie 44-1株

JaFAr 19770株

Oita 207株

1     1,280ノ

′ 10

1     1,280/640
1      320/ 10

f     l.280/ 40
1   
´
640ア<10

f      640/ 20
1      640/ 10

f      640/ 20
1       640;/ 10

1,280/320
160/ 10

1,280/160
160/<〔 10

1,280/320
160/<f10

1,280/ 10

640/ 20
320/<(10

640/ 40
320/ 20

1,280/160
160/′ 10

1,280/320
160// 10

1,280/ 80
640/ 10

1,280/320
320/ 20

1,280/320
320/ 20

注 :表26参照
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(4)中 山予研株 とJaGAr 01株は,明 らかにそれぞれ特異の抗原構造をもっている.
(細菌課 課長 大塚 悟,研究員 長谷川孝志,技師 乙藤武志,

技師 鶴 純明 ;衛生生物課 技師 佐藤ハルエ)

表 28  各種日本脳炎ウイルス株間の中和抗体吸収試験成績  (昭和47年度)

吸  収  ウ  イ  ル  ス  株
免疫ウイルス株

中山予研株 JaGAr 01株  Mie 44-1株: JaOAr 22471株  G71073株  JaFAr 52171株

中山予研株

JaGAr 01株

Mie 44-1株

1,280/ 10

1,280/640
320/ 10

1,280/ 40
640/<〔 10

1,280/320
160/ 10

1,280/ 20

1,280/ 80
320/ 10

1,280/160
160/<(10

1,280/320
160/′くくf10

1,280/′  10

280/160
320/く |〔10

280/320
80/<10

1,280/ 40
640/<〔 10

1,280/ 80
320/く |(10

1,280/320
160/<10

1,280/ 40
640/<〔 10

280 /80
320/<|(10

280/320
160//<「 10

1,280/ 20
640/<〔 10

1,

1,

1,

1,

注 :表26参照

研 究 業 務

昭和46,47年当課で計画または実施した研究事項はつぎのとおりである。

昭和46年 :

1)増加の傾向にある不明熱疾患の病因究明とその実態調査
2)ソ ンネ赤痢菌のコリシン型別の疫学的応用
3)イ ンフルエンザの疫学的調査研究

昭和47年 :

1)サルモネラの環境汚染調査に関する研究
2)食品中の残留抗生物質調査
3)日本脳炎ウイルスの生態学的研究,特に越冬機序について

当課の研究業績のうち,昭和46,47年に学会または誌上発表したものについて以下に抄録する

1 敗血症状を呈する患者血液から分離した 4εグ%ι′οbασ′θγ属について

ディプロコッカス様の双極性の形態を有する Aα %グ″π′%sは しばしば臨床材料から検出されるが,
われわれは45年 1月から8月 までに済生会福岡病院において21例の 4。 Jωげ″グと思われるグラム陰

性菌を検出した。患者はいずれも不明熱症状を呈する5～10才の小児で, 血液中から本菌を証明し

た。まず院内感染を疑い,同病院の医師,看護婦数十名について検索したところ,主治医の血中から
本菌を検出した.しかし患者はいずれも外来患者で,採血時の汚染は否定された.一方患者2例の血

中からは ス.α%グ′γα′%sと 4.′ω″″グが同時に検出された.これらの菌種を電顕で観察すると,
1本のべん毛と多数の繊毛様のものがみられる.さ らに血清学的には 4。 α%グ′″α′%Sが きよう膜を有

するのに反し,4。 Jω″″ には認められない.したがって,本菌が 五.α %グ′πJ%sの型質転換によ
るものであることも否定できないため, この点については目下検討中である.

(常盤 寛 0井上洋子 0武吉広明 :第 45回 日本伝染病学会総会,東京都,昭和46年 4月 3日 ;医学と生物学
82(1),47-51,昭 和46年 1月 10日 )

2 コレラ菌の凍結乾燥,特に分散媒について

コレラ菌は凍結乾燥の困難な細菌として知られており,長期保存についての報告も少ない.実用上
の目的からコレラ菌の凍結乾燥特に分散媒について検討しているので報告する.

方法 :使用菌株は稲葉,小川,SE-2(エルトール型)株で,ペプトン水 37°C,20時間培養したも
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のを用いた.乾燥試料は分散媒と菌液との同量混和 (0。 5～ 0。 6mJ)し たもので,予備凍結後多岐管型
乾燥機で 5～ 6時間乾燥した.分散媒の pHは 8。 2で ,生残率の測定は普通寒天平板混釈法により行
なった.

結果 :ペプトン6%,可 溶性デンプン 0。 6%,ブ ドウ糖 1～ 2%の分散媒では 3年, グルタミン酸
ソーダ 1～ 5%,可 溶性デンプン1～ 3%では 2年保存可能で,ペプ トン水では 2年の保存は不可能
であった.ま た加熱試験,生残率の推移から長期保存可能な分散媒として,不活化ウマ血清50%,ス
キムミルク (デ ィフコ)5%の 組み合わせ,ペプ トン5%と ハチミッ5%,ス キムミルク10%,ブ ド
ウ糖 5%の組み合わせのものが適当と思われた。
(大塚 悟・武吉広明 0井上洋子・梶栗ミホ :第 24回日本細菌学会九州支部総会,宮崎市,昭和46年11月 19日 )

3 マイコバクテリオシンに関する研究

非定型抗酸菌第Ⅳ群の産生するバクテリオシンについて,バ クテリオシン産生条件とマイコバクテ

リオシン型別の2点を検討し以下の成績をえた.

供試菌は27種の非定型抗酸菌第Ⅳ群108株 とノカルジア4株である。

成績 :本菌群の産生するバクテリオシンは誘発によって培養上清中に遊離しがたい.しかし ゴИ.

メθγ′%グ′π%ATCC 1701の産生するバクテリオシンを硫安で一部濃縮した標品は 1)ト リプシン,プ
ロナーゼなどの蛋自分解酵素によって失活する, 2)熱に対して 75°C30分,56° C150分で完全に失

活する, 3)30,000rpm, 2時 間の遠心で沈殿しない活性部分を有する.ま たこのバクテリオシンを

セファデックス G200の カラムで分画すると2つの OD(280mμ )ピークが認められ,活性部分はそ
の中間部分に溶出される.このカラムクロマトグラムからバクテリオシンの分子量を推定すると約数

万の低分子であることがわかった.

非定型抗酸菌第Ⅳ群のバクテリオシン型別を試みた.その結果型別に使用する指示菌は
'ソ

1。 ググ″π‐

λθメθγグATCC 19340 Sと 19340R,■イ.Jασ′グεθJα ATCC 19980,Лイ.夕λJθグATCC l1758と 14003,

″1。 %グ%θ′′グATCC 19542ぉ ょび」ν「.αεα夕πJ“πsグs ATCC 14473の 計 7株である。型別菌株の画線

培養法によってバクテリオシンを産生させ (0。 05%ッ ィーン80加, 4%グ リセリン培地使用),7株の

指示菌に対する阻止パターンから11型のバクテリオシン型に型別できた.現在型別可能な菌種は, 1
A型 ノИ.ελθJθ%θグ系と ノИ.θ滋′αθ, lB型 ノИ。夕α響力γι%夕%%,2型 ノИ.メθγ′%グ′%π 系, 2A型
″「.υαθεαθとゴИ.α %γ%π, 3型 ″ |。 S%θgπα′グS系, 4型 ゴИ.夕λJグ, 5型 ゴИ.ググθγπ力θメθγグ,
7型 ノИ.ノαυθsθθπs, 8型 ゴИ.γ%b″%%と 9型 ゴИ.α %α bαπ′グに型別される。
本菌の産生する活性物質はファージによるものでなく,蛋自性の低分子物質であろうことが示唆さ
れた。            ´

(常盤 寛・武谷健二*:第 45回日本細菌学会総会,仙台市,昭和47年 5月 18日 )(*九州大学医学部細菌学教室)

4 食品中に含まれる抗生物質残留調査

動物性食品中に残留する恐れのある抗生物質の使用については,最近飼料添加規制,出荷規制など
によって監視されている。しかし高濃度含有飼料が一部使用されている現状から,食肉などに残留の
可能性があるため, ウシ,ブ タ臓器中の抗生物質について残留調査を実施した.

調査対象はウシ76頭 3種 (筋肉,肝臓,胆汁)と ブタ154頭 4種 (筋肉,肝臓,胆汁,腎臓)であ
る。

使用菌株は Bo s%"務 s ATCC 6633,3.θ ι″θ%s υα″%ノθθググθs ATCC l1778,ぉ ょび S.J%ιθα
ATCC 9341の 3種である。

試験方法は各臓器の 5gを緩衝液 10mJで ホモジナイズし,一夜侵出後30,60,120倍 に希釈し,
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径 8mmの ペーパーディスクに浸し,抗生物質検出用培地にそれぞれ加熱芽胞液調整菌液を重層した
平板培地上に軽 く圧し,24時間培養後ディスク周辺の阻止帯の出現によって判定した.

成績 :ウ シ76頭 228臓器中19例 (ペニシリン系 7例,ス トレプトマイシン系 6例,テ トラサイクリ

ン系 6例)の抗生物質残留が疑われた。ペニシリン系 7例は肝臓 2例,胆汁 4例,筋肉 1例でいずれ

もペニシリン注射後の臓器であったが,他は前歴不明であった.一方ブタ154頭616臓器中36例 (ス ト
レプトマイシン系16例,テ トラサイクリン系20例)の抗生物質残留が疑われた。ス トレプトマイシン

系16例は肝臓12例,胆汁 2例,筋肉 1例,腎臓 1例であった。テ トラサイクリン系20例は肝臓 3例 ,
胆汁11例,腎臓 6例で,こ のうち肝臓 3例 と腎臓 6例のうち3例はそれぞれ同一個体でテトラサイク

リン系飼料を使用していることが追跡調査から判明した。

抗生物質飼料添加について調査した結果,飼料16種のうち7種に抗生物質添加表示が認められ, う

ち 1種は 4種類 (バシトラシン,コ リスチン, ジスタマイシンA,フ ラゾリドン)の抗生物質を添加
していることがわかった。

(常盤 寛・武吉広明・古賀洋一*:第 19回福岡県公衆衛生学会, 福岡市, 昭和47年 5月 23日 ;第 31回 日本
公衆衛生学会総会,本L幌市,昭和47年10月 25日 ;医学と生物学,85(1),17-21,昭 和47年 7月 10日 )(*福岡

県筑紫保健所)

5 レプトスピラの凍結乾燥による保存

レプトスピラの凍結乾燥特に分散媒について実用上の観点から検討するとともに問題点を提起した

(大塚 悟 :「凍結・乾燥と保護物質」, 根井外喜男編, 東京大学出版会, 東京都, 昭和47年 3月 20日 ,p.
134-145)

6 最近の福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査概要

昭和30年以来福岡県におけるレプトスピラ症 (レ)の汚染状況を明らかにする目的から, ヒト,ネ
ズミ族,野 イヌ,ブ タなどについて, レの分布状況を調査してきたので,そ の概要を報告する.

方法 :血清反応は So M。 反応,抗原は Weil,カ ニコラ,秋疫 A,B,C,沖 縄株を主として用い
た。病原分離は Korthof培地による培養分離のほか,モ ルモット接種法によった。

成績 :県下各地区の一般住民 2,977例につての抗体調査では陽性 291例 (9。 7%)で,Weil菌型で
は,34%,カ ニコラ17.5%,A18。 2%,B10.3%で秋疫C,沖縄 も約 7%に認められた.地区的には
Weilは 筑豊炭坑地方と筑後平野部に陽性率が高い (50%以上).山 間部の築上,黒木,糸島J朝倉地

方では秋疫系レが多く,各種混在している.不明熱患者では血清学的に 37。 5%(18/48)と 陽性率が
高 く, 日脳疑似 (無菌性髄膜炎)患者にも3例 (Wei1 2ヵ ニコラ1)2。 8%に認められたことは,今

後レ検索の重要性を示唆するものといえる.ネ ズミ族 104/733(14。 2%),野 イヌ 85/758(1■ 2%),

ネコ 2/55(3。 6%)に保有例が認められたが,ウ シ,ウ マ,ブ タ,ヤ ギ,コ ウモリからは検出できな
かった.筑豊地方ではネズミ,イ ヌのレ保有率は36年 と46年では変わらないので,今後 も本症に対し
て注視する必要があろう.ま たイヌの抗体調査でその菌型はヒトの場合と同様の分布を示すことがみ

とめられた。

(大塚 悟・乙藤武志・真子憲治 :第 19回福岡県公衆衛生学会,福岡市,昭和47年 5月 23日 ;第29回 日本伝
染病学会西日本地方会,熊本市,昭和47年 6月 3日 )

7 レプトスピラ症における血清反応の検討 (1)

レプトスピラ症の血清学的検査には,普通 Schueffner一 Mochtar反応 (SM)が用いられているが,

補体結合反応,血球凝集反応,溶血反応なども試用されている.こ れらの方法を抗体の性状の面から

検討するため,発病53日以内の患者血清,ウ サギ血清のセファデックス G-200に よる分画を行ない,
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SM反 応,東芝製ラテックス加凝集反応 (LA),血球凝集反応 (HA),補体結合反応 (CF)の 各抗体
活性がどの部分にあるかを検討した.その結果,患者血清では各抗体活性は IgM部分にだけ認めら
れ,IgG部分には検出されなかった。免疫血清においては IgMと IgGの部分に抗体活性が認めら
れた.な お,IgM抗体は 2ME感受性であった。

各血清反応についての比較を行なった結果, LAは SMよ りやや感度が高いが非特異凝集がみら
れることがあった.HAは ゃゃ低 く,CFが もっとも感度が低かった.

(乙藤武志・大塚 悟 :第 29回 日本伝染病学会西日本地方会,熊本市,昭和47年 6月 3日 )

8 福岡県下住民の風しん HI抗体保有状況 (2)妊婦の HI抗体保有状況

福岡県における風しん流行の実態を明らかにし,本症の流行特に風しん障害児発生防止対策の資料

をうる目的から,県下の住民,特に妊婦について,風しん HI抗体の保有状況を調査している.第25

回本学会においては, 3地区の一般住民 (年令階級別)と 妊婦の抗体保有状況を報告し,20才以上で

は抗体保有率がきわめて高いが,地区によって抗体保有率に差がみとめられることをのべた.今回は,

抗体保有率の地域差を明らかにするため,県下12地区の妊婦について,そ の HI抗体保有状況を調査

したので報告する.

調査方法 :県下12地区 (京都,田川,大隈,博多,糸島,浮羽,三井,久留米,三瀦,山門,八女 ,

黒本の各保健所管内)の妊婦 (20～ 29才)を対象とし, 1地区 20名 以上で,総数 348名 について HI

抗体の有無を調査した.採血は昭和 45年 9～ 12月 に行なった。HIの術式は予研法により行ない,抗

体価 8倍以上を陽性とした。

結果 :検査した 348例中42例 (12.1%)が抗体陰性で,地区によって,抗体保有率に差が認められ

た。陰性率の側からみると,八女,大隈地区が18～21%で最 も高 く,糸島,浮羽地区は約15%,久留

米,黒木,三瀦,京都,博多,三井地区が10～14%,山門,田川地区では最 も低 く3～ 5%で あった。
つぎに抗体価分布状況をみると, 256倍以上の高い抗体価を示す例が多い地区 (田川,糸島),抗体価

128倍以下だけの地区 (大隈,浮羽)と その中間の分布を示す地区 (八女その他)がみとめられた.

田川,糸島では抗体価の高い例が多いことから最近本症の流行があったことが推察され,大隈,浮羽

地区では最近の流行はなかったものと思われる.

(大塚 悟 0乙藤武志・真子憲治・松浦公一*・ 納富徳子*:第 27回 日本伝染病学会西日本地方会,福岡市,
昭和46年 6月 4日 )(*福岡県衛生部予防課)

9 昭和45年夏田川地区に流行した無菌性髄膜炎について

昭和45年夏田川市を中心に無菌性髄膜炎の流行があり,140名 の入院患者がみられた。 5月初旬よ

り入院患者を認め, 6～ 7月 にかけて多発した.ま た, この流行期間中に手足口病の流行がかさなっ

て, 2種の疾患が同時流行となったため, 9月上旬に終息した.したがって臨床症状には無菌性髄膜

炎だけの場合,手足口病の場合および合併症の場合が含まれているので, このことを考慮しなければ
ならない。年令分布は 5才以下の乳幼児が最 も多く, 3才にピークがみられた.性別では男子が60%,

女子が40%で男子の方がやや多かった。

臨床症状については,発熱が全例にみられ 38～ 38。 9°Cの もの50%,39° C以上のもの 50%と 高熱
のものが多く, その80%が稽留型, または弛張型である.持続期間は 7日 以内のものが大多数であ
るが,10日 以上続いた例 も16%あ った.頭痛は 3才以下のもの43。 7%で あるのに対し5才以上のもの
87.5%であるが,年少児の訴えが不明確であるため正確な数ではない.I匠吐は逆に 5才以上33。 3%,
1～ 3才児42。 8%, 1才未満のもの62。 5%であった.髄膜刺激症状は頂部強直,ケ ルニッヒ徴候など
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20～30%に認められた.ま た咽頭発赤は92%に認められ,腹痛11%,下痢32%お よび耳下腺腫脹20%
であった。髄液細胞数は 500/3以下のもの72%でほとんどが軽度の細胞増多であったが,1,000/3以 上
の例 も14%で あった.入院時の血沈は促進している例が多く,自血球数,分類像ともに著変をみなか
つた。α2グ ロブリン増加をみた例が50%あ った。

ウイルス分離については,糞便から CoXSackie B3を 分離したもの20例,便 と髄液から同時に同ウ
イルスを分離した例が 1例あった.ま た髄液を用いた中和抗体の測定において COXSackie B3に 対し
て4倍以上の抗体価を示すもの40例であった。またウイルス分離陽性例の回復期血清の同ウイルスに

対する抗体価は全例64倍以上であった.Coxsackie A16に ついてはウイルス分離,血清学的検査とも
に検査中である.

退院までの病日は早いもので約 2週間,遅いものは48日 であるが,大多数のものは20～30病 日で退
院している.30病 日以上を要した例は乳児25%に対し, 5才以上では54。 5%あ り,年長児はやや長引
く傾向がみられた。また,後遺症と思われる例は特に認められず,行動異常,脱力感,易疲労性など
も退院時においては全 く認められなかった。

(武原雄平 0有吉陽一*・ 坂東文明*・ 松田静宗**。 遠山幸治**0富増邦夫*・ 伊藤正宣**:福岡の国保 No。

140,29-32,昭和46年 5月 1日 )(*田川市立病院,**長崎大学医学部)

10 昭和46年夏福岡県において流行した不明熱性疾患について

昭和46年 5月 下旬から8月 下旬にかけて,田川市を中心に不明熱性疾患の流行があった.ウ イルス

学的検査を行なったところ,ウ イルス分離と中和試験の成績からエコー11型ウイルスによることが判

明した.り 患年令は13才までの小児で,低年令のものが比較的多かった.また,患者の発生状況は 5

月下旬から8月下旬まで数名ずつがだらだらと発生し,発生のピークが認められなかった.
なお,エ コー11型ウイルスは福岡地区からも分離されている.

(武原雄平 0有吉陽一*・ 富増邦夫*:第 28回日本伝染病学会西日本地方会,高知市,昭和46年11月 10日 )
(*田川市立病院)

11 :福 岡県田川市において発生した COXSaCkie B3 1こ よる髄膜炎と Hand,Foot and Mouth

DiseaSeの 同時流行について

I 目     的
昭和45年 5月下旬から9月 上旬にかけて福岡県田川市において髄膜炎の流行があり,ま たこの流行

期間中に Hand,Foot and Mauth Disease(以 下 HFMD)の 流行 もみられた.こ れらの流行病の
病因についてウイルス学的ならびに血清学的な面から検討を加えたので報告する。

Ⅱ 実験材料および方法
検査対象は田川市立病院に来院または入院した患者177名 (患児170名 ,成人 7名 )である.ま た,
これらのうち HFMDに ついて検査を行なったものは患児25名 である.
検査材料は検査対象者の糞便, うがい液および水疱内容物である。血清は急性期,回復期のものを

集めるようにしたが,発病から入院までの経過日数がかなり長いものが多い。

ウイルス分離の方法は組織培養法と乳のみマウス接種法で行なった。組織培養法では初代または2

代目の MK細 胞を用い 3代まで盲継代を行なった.乳のみマウスは生後 2日 以内 (原則として24時

間以内)の ものを用い,各材料を脳内には 0.01mJ,腹腔内には 0。 05mJず つを接種し, 3週間観察

した.分離ウイルスの同定は予研腸内ウイルス部から分与を受けた腸内ウイルス同定用プール血清 ,

COxsackie A16標 準血清および日本生ポリオフクチン研究所製 COXSaCkie B3免 疫血清により行な

った.
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血清学的検査は微生物検査必携に準じて血清および髄液について中和抗体価を測定した.

Ⅲ 検 査 成 績
1)患者の年令構成は髄膜炎の場合15才未満であり, 3才をピークに 8才までのものが92。 4%を 占
めていた.HFMDの 場合は 7才までの患児で, 3才未満が約80%で あった .
2)101例 の糞便から CoXSaCkie B3型 22株,同定中のもの 9株および CoXSackie B3以 外の型の

ウイルス 1株を分離した.また,髄液45例か ら Coxsackie B3型 2株を分離したが, これらは同一患
児の糞便からも同型のウイルスを分離している.

HFMDの 25例では糞便19例か ら16株, うがい液15例から4株, 水疱液 8例から5株のウイルスが
それぞれ分離された。 分離ウイルスの同定は九大医学部細菌学教室と当研究所で行ない, いずれも
Coxsackie A16と 同定された.

3)髄膜炎と HFMDと にり患したものは177例中25例 (14。 1%)で ,Coxsackie A16と Cox‐
SaCkie B3の両ウイルスが分離されたもの 5例, Coxsackie A16の み分離されたもの 14例, CoX"

SaCkie B3のみ分離されたもの 1例で,残 り5例からはウイルスは分離できなかった.
4)血清学的検査では CoXSaCkie B3に 対する血清の中和抗体価は急性期の血清ですでに 1:64以
上のものが大部分であった。 髄液では 1:4以 上を示すものが,標準株を用いた場合 43/86(50%)
であり,分離株を用いた場合 52/86(60。 5%)であり,1:64以上を示すものも数例認められた.
Coxsackie A16に対する中和試験では,ペア血清 5例の検査では,いずれも抗体価の有意の上昇
が認められた.

Ⅳ 結     論
昭和45年 5月 から9月 にかけて田川市で同期間中に流行した髄膜炎と HFMDの 起因ウイルスは髄
膜炎は Coxsackie B3に より,HFMDは Coxsackie A16に よることを明らかにした.
(武原雄平・大塚 悟 0有吉陽一*:第 44回日本細菌学会総会,東京都,昭和46年 4月 4日 )(*田川市立病院)

12 昭和46年福岡県において流行したインフルエンザ

昭和46年福岡県において流行したインフルエンザはB型によるものであった。 1月下旬浮羽町大春

中学校で流行した例からはB型ウイルス 1株を分離し,血清学的検査でも3例に有意の抗体上昇を認
めた。また, 2月中旬福岡市今宿小学校における流行例からはウイルスは分離できなかったが,血清
学的検査では4例に有意の抗体上昇を認めた .

この 2か所の流行例から明らかになったことは,ワ クチンに使用されているB/鹿児島/2/69に対す

る急性期血清の抗体価が高いにもかかわらずB型の流行が認められたことである.そ こで,本流行か

ら分離した B/福岡/1/71に対する急性期血清の抗体価を調べてみると1:32以下のものが大部分であ

った。

この事実に基づいて妊婦血清および病院の一般外来患者血清について, ワクチン株と分離株とに対

する抗体保有状況を比較してみると分離株に対する抗体価の方がワクチン株に対する抗体価より低い

ことがわかった。

つぎに,過去 5年間におけるインフルエンザ流行例からA型ウイルスとB型ウイルスの分離率を比

較してみると,A型 ウイルスはニフトリ発育卵の初代培養で約80%を検出することができるが,B型
ウイルスの場合は初代ではほとんど検出されず, 2代 目で15%の分離であった.鼻腔擦過物からもウ

イルス分離率は変 らないので, うがい液の採取困難な乳児などからの検体採取も十分可能である.血

清学的検査とウイルス分離との関係はA型の場合,血清学的検査とウイルス分離とはほとんど一致す
るが,B型 の場合は血清学的検査のみで決定されることがまれに認められ,血清学的検査では62%が
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8倍以上の抗体上昇を示 しているが,ウ イルス分離率は15%程度であった .

(武原雄平・長谷川孝志 :第 27回 日本伝染病学会西日本地方会,福岡市,昭和46年 6月 4日 )

13 昭和42年から同45年における福岡県住民の日本脳炎ウイルスに対する免疫度調査

本調査は厚生省伝染病流行予測事業 として,国立予防衛生研究所による技術指導によって行なわれ

た◆

材料と方法 :昭和42年から同44年 までは,各年 2地区を選び, 1地区について, 6年令区分 (0-
5, 6-15,16-30,31-40,41-59,60才 以上)か らそれぞれ約30名 ,計約 180名 の血清を客体と

した。昭和45年は, 1地区のみで,60才以上 (高年令者層)147名 ,31-49才 (壮年令者層)165名の

血清を採取した.各血清について日本脳炎ウイルス (JaGAr 01株 )に対する中和 (NT)抗体価と血

球凝集抑制 (HI)抗体価を測定した.検査術式はすべて予研法に従った .

結果の集計と分析 :つ ぎの項目について行なった。 1)ワ クチン接種群と非接種群の平均抗体価と

抗体保有率, 2)年令区分別抗体保有率, 3)NT抗 体価と HI抗体価の関係, 4)日 本脳炎 り患率
と抗体保有率の関係,な どについて述べた.

(長谷川孝志・大塚 悟・真子憲治 :第 45回 日本伝染病学会総会,東京都,昭和46年 4月 4日 )

14 日本脳炎ウイルスの抗原分析

本研究は厚生省委託事業として,国立予防衛生研究所の手法に準拠して遂行されたものである.

目的 :コ ガタアカイエカから分離された日本脳炎ウイルス株について,中和抗体吸収試験法により,
ウイルス株間の抗原構造の異同を知ることを目的とした.

供試ウイルス株 :中山予研株, JaGAr 01株 ,JaFAr 1009969株 (福岡で分離), およびJaHAr
24825669株 (兵庫で分離)を用いた。

成績 :中山株と JaGAr株の間には著明な差異がみられた。新鮮分離株である JaFArと JaHAr
の抗原構造はよく類似していた.中山株と分離株を比較すると,前者は後者と共通な抗原部分の他に,

特異な抗原を有していることが推測された.JaGAr株 と分離株の間では,前者は中山株ほどではな
いが,後者と共通の抗原以外に異質の抗原を有しており,ま た逆に軽度ではあるが, 分離株は,Ja一
GAr株 とは異なった抗原部分を有していることが暗示された .

(長谷川孝志・大塚 悟・真子憲治 :第 28回 日本伝染病学会西日本地方会,高知市,昭和46年11月 10日 )
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衛 生 生 物 課

昭和46047両年における当課の試験,検査業務の一般的傾向としては,本来の食品細菌,寄生虫を

中心とする医動物,あ るいは梅毒反応などの業務分野には従前に比べ漸次縮少,減少の様相が伺われ ,

他方,環境公害分野に関する微生物学的,環境生物学的業務が新たに増加の兆しを示した.こ のよう
な傾向は今後急速に顕著になるものと考えられるので,そ の機能の整備,充実が必要であろう。衛生

生物課の業務 もこの見地から,公衆衛生の質的変貌に対応した再編成が要請されている。なお,衛生

生物課長を兼務していた前所長真子憲治博士は昭和47年 4月退職されたので,そ の後,現所長高橋克

己博士が衛生生物課長を兼務した。またこれにともなう課内の人員配置転換が行なわれ,業務の一部

を細菌課職員が兼務した.

(衛生生物課長事務取扱 所長 高 橋 克 己)

検 査 業 務

1 食品,食中毒,水の細菌検査

昭和46,47年における食品,食中毒および水の細菌検査は以下のとおりであった.
101 食品の細菌検査  一般食品の衛生学的検査は昭和46年492件,47年229件であった.こ れらの内
容は一般食品のほか牛乳,乳製品,清涼飲料水,は っこう乳,乳酸菌飲料などで,昭和46,47年にお
ける不適件数のほとんどは冷凍食品であった。

(技師 久 保 清 乃)
1・ 2 食中毒検査  昭和46年 1～12月 までに依頼された食中毒検査はネズミチフス菌によるもの
1,019件 ,腸炎ビブリオによるもの4件,腸炎菌によるもの18件であった.

昭和46年 3月 3日鞍手郡内の小・中学校に比較的大規模な食中毒が発生したので以下にその概要を

記す。

罹患校は鞍手北,鞍手南中学校および剣南小学校のほか患者は少数であったが,剣北,古月,西川,
室木,新延各小学校と古月中学校の9校におよんだ.原因食は学校給食センターを中心に放射状に配
送された給食の一部と推定されたが,喫食残品がなく,原因食の追求は不明に終った.起因菌はネズ

ミチフス菌で, 表 30に 3小中学校の検査結果を示した。その他の学校からは古月小学校 2件, 新延

表 29  食品 0水の細菌検査および獣疫検査一覧

年 次

検 査 項 目 計
46 47

水質細菌検査

清掃関係検査

食   中
食  品
獣    疫

1水

道

lな

し 尿
毒

細  菌

計

39( 24)

186(  0)

754(162)

86(  0)

17(  0)

1,041(160)

492( 89)

1( 0)

2,616(435)

31( 29)

194(  5)

426( 61)

270(  3)

68( 33)

84( 49)

229( 53)

1( 0)

1,303(233)

70( 53)

380(  5)

1,180(223)

356(  3)

85( 33)

1,125(209)

721(142)

2(  0)

3,919(668)

水

水

水

他

水

査

査

査

原

浄
　
　
　
　
流
　
　
検

月
、

戸

の

放

検

ガ
　
　
　
　
ー
　
　
　
検

( )内 は不適件数
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小学校 3件,西川小学校 6件および給食センター従業員14名 中 1名から本菌が検出された.な お国立
予防衛生研究所にファージ型検査を依頼した結果,本菌はファージ非感受性であることがわかった。
昭和47年 1～12月 までに依頼された食中毒検査は表31に示すとおりである。食中毒発生12例87検体
について原因食の追求を行ない, 9例の食中毒発生について起因菌を証明した。

(細菌課 専門研究員 常盤 寛,研究員 梶栗ミホ,技師 井上洋子,技師 乙藤武志 ;衛生生物課
技師 灘波豊愛)

lo3 水の細菌検査  昭和46～47年について特記する事項はなく,そ の検査成績は表29に示すとお
りである。その他の水質細菌検査は環境整備局の依頼による大腸菌群の最確数検査で,ま た清掃関係
検査, し尿放流水は浄化槽の放流水における大腸菌群最確数検査であった.

(技師 久 保 清 乃)

2獣 疫 検 査

獣疫検査の 2件は切迫牛における炭疸の診断で,い づれ も陰性であった。

(技師 久 保 清 乃)

表 30  昭和46年鞍手郡小 。中学校に発生 したネズ ミチフス菌

2 3 4 5 6

件数 陽性  件数 陽性  件数 陽性  件数 陽性  件数 陽性  件数 陽性

鞍手北中学校

鞍手南中学校

剣 南 小学 校

97   19

(19。 6)

158    23

(14.6)

56     9

(16。 1)

115    21

(18。 3)

153    18

(11。 8)

53     8

(15.1)

114    21

(18.4)

46     3

(6.5)

66     7

(10.6)

71     4

(5。 6)

84    12

(14.3)

( )内 %

表 31 昭 和 47年 食 中 毒 検 査 と 検 出 菌
No。  月日  発生地区    材 料 件数 検   出   菌

屋

島

門

賀

粕

糸

山

遠

１

２

　

３

　

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

7.12

7。 28

8.28

8.29

8.29

9。  5

8。 31

9. 6

9e14

10。  5

10.13

11.11

筑 紫 郡

粕 屋 郡
(林間学校)

糸 島 郡
(小学校)

築 上 郡

患者便

食品 (オ ムレツ他10品 目)

食品 (さ つまあげ入 りおにざり)  1

食品 (かまぼこ)

糞便

食品 (チ ーズかまぼこ)

食品 (菓子)

患者便,食品 (さ しみ)
患者便

食品 (かまぼこ)

食品 (折詰べんとう)

食品 (学校給食)

サルモネラ (S.′λο%psοπ)

黄色ブドウ球菌

黄色ブドウ球菌

腸炎ビブリオ

腸炎ビブリオ

腸炎ビブリオ

黄色ブドウ球菌

黄色ブドウ球菌

ウェルシュ菌

郡

郡

郡

郡

直 方 市

田 川 市

糸 島 郡

山 門 郡

3 寄生虫 0衛生害虫検査

当係が分掌する寄生虫,衛生害虫検査などいわゆる医学動物学的検査の分野では,最近感染症に関
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する依頼検査はいちじるしく減少し,寄生虫検査関係ではついに虫卵保有者を検出できなくなった.

衛生害虫検査関係では蚊,は え類など正統的衛生昆虫に関するものに代わり,昭和46年の行政依頼検

査にみられるように河川,公園など公共地に発生した不快不潔動物の環境生物学的な立場からの検査

依頼が登場した。このような傾向は地域保健衛生試験研究機関における衛生動物学的業務の今後の方

向を示唆するように思われる.

3ol 寄生虫検査  昭和46,47年における寄生虫卵検査の依頼者別 うちわけはつぎのとおりであっ
た.学校保健法第 6条によるもの46年172件,47年 167件 ;病院,事業所の依頼46年 142件,47年147

件 ;一般個人の依頼46年 1件,47年 2件.ま た検査法別では下記のとおりであった。なお虫卵陽性例

は表32の とおり皆無であったことを特記する.

年 次   直接塗抹法   集卵法
昭和46年           50          265
〃  47年         50         264

表 32 寄生虫卵検査一覧

(専門研究員 山本英穂,技師 永松千寿)

表 33 衛生害虫検査一覧
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3o2 衛生害虫検査  昭和46年では一般依頼10件,行政依頼 3件で,行政依頼による3件のうち2
件は養鶏場の排棄物による用水の水質汚染の結果異常発生した不潔動物の同定でセスジュスリカ幼虫

およびイトミミズモドキに近い原始貧毛目の一種であった。また他の 1件は公園の落葉上に異常発生

した昆虫の同定でトビムシモドキ科の一種であった。一般依頼によるものでは,表33に示した “その

他"7件のうち3件が日本住血吸虫中間宿主ミヤイリガイの疑いで鑑定を依頼されたが,すべてトク
サアオチョウジガイであった.こ の種の検査依頼は今回が最初であり, しかも6月～ 9月 にわたり同

種の依頼が 3件 もあったことから,当年この地方に本貝が異常に多く発生したのかもしれない。

昭和47年では,一般依頼15件,行政依頼 4件で,行政依頼による4件は漬物に発生した不快昆虫の

同定でヒメイエバエ幼虫およびチョウバエ科の幼虫,蛹であった.

(専門研究員 山 本 英 穂)
303 厚生省委託事業  昭和46,47年厚生省委託による日本脳炎ウイルス抗原分析特別調査試験の
うち,当係で行なった事業内容はつぎのとおりであった.

昭和46年 :6月 から9月 にわたる期間,福岡市西区大字金武地区の3部落において各地点ごとにラ
イトトラップによる媒介蚊の出現消長調査を行なうとともに,媒介蚊の日本脳炎ウイルス感染状況調
査を行なった。その結果 14,903個体のコガタアカイエカ (398プール)か ら12株の日本脳炎ウイルス

が分離され,保毒蚊の出現時期は7月 15日 から8月 12日 にわたる期間で,そ の間媒介蚊最高保毒率は
7月 29日 における4。 83Z´であった.なおこの年における媒介蚊出現消長のピークは7月中旬に観察さ
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れた。

昭和47年 :標記特別調査試験最終年として当係で行なった事業内容はつぎのとおりであった。当年

野外調査基地を福岡県糸島郡前原町池田に移し,同部落内に 3定点を設け前年と同様の調査を行なっ

たが,当年新設した調査基地は前年まで継続調査した基地とはかなり立地条件が異なったので,対照
として前年までの調査基地福岡市西区大字金武の一部落においても調査を行なった。これら二基地に

おける調査成績を比較すると,糸島郡前原町の基地ではコガタアカイエカ個体群密度が前年までの調
査基地に比較していちじるしく低いようで,媒介蚊保毒状況調査のための標本の確保 もときとして困

難なことがあった。 当年媒介蚊の保毒調査に供したのはコガタアカイエカ9,564個 体 (160プール)

で, うち8プールから日本脳炎ウイルスが分離され,そ の時期は 8月 24日から9月 7日 にわたる期間

であった.当年保毒蚊出現期間が短いのは, 9月上旬における媒介蚊個体群密度の自然低下にもとづ

く検査材料の不足によるものである.なお, この年の媒介蚊の最高保毒率は 9月 7日 における 11。 53

/で,出現消長のピークは 7月下旬～ 8月 上旬に観察された。

(専門研究員 山 本 英 穂)

4血 清 学 的検査

梅毒血清学的反応検査 :昭和 46年から従来の STS抗 原に よる 3法の ほか梅毒血球凝集反応
(TPHA)検査 も行なうようになった.なお螢光抗体法 (FTA)も 比較検討のため研究的に実施してい

る.検査件数および検査成績のうちわけは表34に示すとおりである.
(技師 佐 藤 ハルエ)

表 34 梅 毒 血 清 学 的 検 査 成 績

年 次
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注 :分母は検査件数,分子は陽性件数,( )内 は陽性率%

研 究 業 務

昭和46,47年に当課で企画,実施した研究事業は下記のとおりで,ま たこの期間内に学会または学
術誌上に公表した研究業績についてはその要旨を以下に抄録する.

昭和46年

厚生省委託日本脳炎ウイルス抗原分析特別調査試験関連の研究以外に該当なし.

昭和47年

前年同様日本脳炎ウイルス抗原分析特別調査試験関連の調査,研究に加え, 日本脳炎ウイルスの越

冬機序に関する研究およびサルモネラの食品および環境汚染に関する調査,研究をそれぞれ細菌課ウ

イノレス係または細菌係と共同で行なった。

1 日本脳炎ウイルス生態学の方法論一一媒介蚊について一一

標記の課題のもとでの媒介蚊研究の方法論はコガタアカイエカの動物学的研究の方法論と同じでは
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ないだろう.日 本脳炎ウイルス媒介蚊としてのコガタアカイエカの研究は,そ の基礎として分類学上

の問題や生理学など実験生物学上の問題 も不可避的に拘含しているが, とくに問題を生態学的研究に

絞った場合でも,やはりその方法論は動物学としてのコガタアカイエカの生態学研究の方法論と異な

った視点が要求される。たとえば動物学としてのコガタアカイエカの生態学ではブタは卵成熟のため

の吸血源として考えればよいが,標記の課題のもとではブタは吸血源としてのほかにウイルスの増巾

宿主としての機能を大きく考慮しなければならない。ここで方法論といったのは調査,実験の手段 ,

手技を単に問題としたのではなく,あ る問題にアプローチする方法の考えかたといった意味である.

もともと生態学のように,相互の関連性の解析を目的とする科学では,そ の系のなかから一つだけ

とり出して論議することは困難であろうが, 日本脳炎ウイルス生態系のうちでコガタアカイエカがも

っとも顕著に関与している問題を取 り出して,そ のいくつかを標題の線に沿って討議できるように心

がけた.

ウイルスー昆虫の生態学という面から考えて, 日本脳炎ウイルス生態学の場合,ウ イルスとコガタ

アカイエカがもっとも密接な生態学的関連を示すのは,大別して,媒介蚊としての保毒,媒介という

場面と, もしそうであるならば日本脳炎ウイルスの越冬に関与する場面であろう.しかし後者の場面
は媒介蚊としてではなくレゼルボアルとしてコガタアカイエカを論ずることになるし,ま たいわゆる

ブターコガタアカイエカ サイクル以前の問題はいまのところ資料不足で論議の対象にしがたい。し
たがって媒介蚊としてのコガタアカイエカに関する日本脳炎ウイルス生態学としての問題は結局その

ブターコガタアカイエカ サイクルにおける保毒,媒介のメカニズムに関する生態学に集中してくる。
1)保毒蚊の生産とその消長
保毒蚊の生産→保毒蚊生産の中止→保毒蚊の消滅 この過程はコガタアカイエカの日本脳炎ウイル
ス感染個体群の動生態学であり現時点では記載的方法による研究はおおよそ目星がついたように思わ

れ,論理的法方論が適用される段階であろう.こ のような観点から,桐谷 0中筋(1970)に よる RDV―

ツマグロヨコバイに関する一連の研究で試みた個体群生態学的な解析が導入できるかどうかその可能

性を検討することも必要であろう.

媒介蚊保毒個体群の動生態学はとうぜん媒介蚊全個体群の動態との関連で理解されなければならな

い.したがって

保毒個体群の大きさ=保毒虫率×個体群密度

と考えて,媒介蚊出現消長調査 (媒介蚊個体群密度の動態調査)と 日本脳炎ウイルス保有蚊の検出

(保毒虫率の調査)が並行的に行なわれてきたことや,ま た媒介蚊個体群のパリティの調査から生理

的年齢構成の消長が明らかにされ,媒介蚊個体群の質的遷移やさまざまな トラップに捕集される個体

群の性質が明らかにされてきたことは,調査精度や手技には多くの問題があるとしても基本的な問題

の取 り上げかたとしては誤 りではないと思 う。

2)コ ガタアカイエカによる日本脳炎ウイルス媒介の生態学
コガタアカイエカが野外において日本脳炎ウイルス散布の仲立ちをする場面だけについて考えてみ

ると,野外で,実際にはコガタアカイエカとどんな動物がどのような形で接触し,ま たそれらの動物
がさらにどのような動物と関連し合って日本脳炎ウイルスの受け渡しが成立しているのか,コ ガタア

カイエカの吸血性に関連してだけでなくもっと広い視点からアプローチすることもできる.一つの反

省として, 日本脳炎ウイルス生態学のなかで,ブ ターコガタアカイエカ サイクルにおいて日本脳炎
ウイルス自然サイクルの形があまりにも派手に顕現されたために, 日本脳炎ウイルス生態系における

他の構成員およびその生活関連の探求にやや不熱心であったように思われ, これは生態学本来の方法

論からはずれているとも思われる。この問題は日本脳炎ウイルス越冬機序研究の糸口でもあるが,コ

ガタアカイエカの媒介蚊としての生態学という面ではやや本題をはずれるので, ここではコガタアカ
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イエカの保毒個体による とくにヒト個体群への 日本脳炎ウイルス散布の 問題に絞って考え, それを
a)保毒個体と媒介可能個体の問題,b)媒 介可能蚊とヒトの接触の問題に整理してみた.現在われ
われが保毒個体として認識しているものは厳密には単に日本脳炎ウイルス保有個体であるに過ぎず,

そのすべてがただちに媒介可能な蚊ではない.コ ガタアカイエカが日本脳炎ウイルスを受け取ってか

ら媒介可能になるまで一定時間を経過したのち,ウ イルス保有個体のうち果してどの程度のものがヒ

ト吸血の機会を持つのか,あ るいはその経過期間中に保毒個体はどのような経過をたどるのかまった
く知 られていない.さ らにこの問題は必然的に媒介蚊の生産,保毒の場とヒト感染の場という時間,
空間のずれを考えねばならない。この点でとくに問題になるのはコガタアカイエカとくにその保毒個

体の分散に関する生態学であり,ま た同蚊♀成虫の全生がいを通してのハビター トに関する生態調査
を必要とするだろう。

(山本英穂 :第 7回 日本脳炎ウイルス生態学研究会,京都市,昭和46年 2月 9日 )

2 日本脳炎媒介蚊の出現消長と汚染
―
疫学的な視点から

一

昭和38年から昭和43年にわたる期間に,福岡県各地において日本脳炎媒介蚊の日本脳炎ウイルス自
然感染とそれに関連する生態学的な調査・研究の結果をとりまとめ,そ れにもとづいて日本脳炎のヒ

ト流行との関係を論じた.要旨は以下のとおりである。
1)あ る地域のヒト個体群の集団免疫度に大幅な変動がないならば, 日本脳炎ヒト流行の大きさを
支配するおもな要因は,感染機会の多少によっているらしく,それは媒介蚊汚染個体の総数 (=汚染
個体群の大きさ)によっているように考えられる。 2)あ る年の媒介蚊汚染個体群の大きさを規制す
るおもな要因は,そ の年のいっせい増幅時の媒介蚊個体群密度であるらしい.3)媒 介蚊汚染の時期
には年による変動があるために,媒介蚊出現消長のどこで汚染が起きるかによって,い っせい増幅時
の媒介蚊個体群密度の大きさには必然的に差ができる.しかし,媒介蚊個体群密度の絶対値は年によ

り,ま た地理的に異なるから,媒介蚊出現消長と汚染の時期的関係は, ヒト流行の大きさに関与する

十分条件ではないが,必要条件ではあると考えられる.

以上のような考えかたからは,あ る年の媒介蚊汚染個体群の大きさは,け っきょく,その年の媒介

蚊全個体群の大きさの絶対値に依存しているわけだから,媒介蚊個体群密度さえ高ければヒト流行が

大型化する傾向があるというそぼくな考えかたに帰ってしまう.こ こで重要なのは,汚染という現象
が起こらなければ意味のない点である.媒介蚊の生態学的な現象は日本脳炎ウイルス出現とは別に一

定の経過をたどるから,二つの現象は本質的にはそれぞれ独立であって, どこかで両者が交わったと

きに媒介蚊汚染が起きると考えたほうがよいように思われ, どこで両者が交差するかが重要なのでは

なかろうか.こ の問題を明らかにすることは,け っきょく日本脳炎ウイルスの越冬に直結するだろう。

一方,媒介蚊汚染が開始してから,媒介蚊汚染個体群の動態がどのように推移するかということは,

疫学上の重要性だけでなく, ウイルスー昆虫の生態学という立場からたいへん興味がある。しかし,

この問題の解析は,コ ガタアカイエカの生理,生態の研究が急速に進展しているにもかかわらず,な
かなか進まない.それは,汚染個体の識別ないしその証明に多大の労力と経済的負担を伴うことが作

業上大きな障害になっているからである.マ ウス脳内接種法による汚染個体の検出によっては, この

問題の解析はほとんど不可能に近い.さ きに HaSegaWa&Yamamoto(1968)が ニワトリ胎児細胞

培養によるプラーク形成法を用いて野外採集コガタアカイエカから日本脳炎ウイルス分離を試みたの

は, この点を打開したい意図からであった.

(山本英穂 :衛生動物学の進歩 第1集 ,77-103,昭和46年 3月 1日 )
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3 シナハマダラカ吸血個体を用いての日本脳炎ウイルス分離

前田ら(1969,1970)は ブタ血液を吸入したコガタアカイエカを材料として日本脳炎ウイルス (JEV)

分離を行なうことにより,そ の場所でのブタ個体群の JEV血症の状況を推定することを試みている
このような目的のためには,野外ですでに JEV感染,保毒しているおそれのない蚊種を使用するほ
うが望ましい。そこで,昭和44年 8月 上旬から中旬にかけて,特定の豚合においてシナハマダラカを
逐日採集し,材料を吸血,非吸血に分け,JEV分 離を試みたところ,非吸血材料 (2,055♀ ♀)22プー
ルはすべてウイルス陰性であったのに対し,吸血材料 (1,350♀ ♀)では 8月 10日 採集材料 (250♀ ♀)
にかざり10プール中 2プールからウイルスが分離され,そ れらの次代発症マウス脳から薦糖一アセ ト
ン抽出法によって作製した血球凝集抗原による血球凝集試験ならびに JEV中 山一予研株,JaGAr 01
株およびそれぞれの分離株に対するマウス免疫血清による同交差抑制試験では,コ ガタアカイエカか

らの他の JEV分離株と同様の成績が得 られ,JEVと 判定された.な お上記の 2株の初代発症率はい
ずれも1/6であり,シ ナハマダラカ中腸中に吸入されたブタ血液中に存在した微量の JEVが検出さ
れたようである.こ れらの JEVが由来した材料が採集された時期は同年のコガタアカイエカ JEV
いっせい感染の時期 (8月 上旬～ 9月 上旬)の初期に相当し, この JEV分離成功例は材料採集を行
なった豚舎に飼育されるブタの JEV血症によるものであろう.以上の成績は家畜の JEV血症を知
る手段としてシナハマダラカの吸血個体を利用できるということのほかに,野外における JEV感染
蚊の調査にさいし,吸血個体を材料として使用した場合,蚊組織からでなく吸入された動物血液中の
JEVを分離するおそれが十分にあることを示唆している.

(山本英穂 :第 23回 日本衛生動物学会大会,東京都,昭和46年 4月 3日 )

4 採集法別にみたコガタアカイエカからの日本脳炎ウイルス分離率の相違

コガタアカイエカの ドライアイス トラップによるサンプルと牛舎内採集によるサンプルとでは日本

脳炎ウイルス (JEV)分離率に差がみられ,それはドライアイス トラップに捕集される個体群と牛舎
内に侵入する個体群との年齢構成の差によるらしい (武衛 ら,1968)。 他の場合でも, 採集方法の異
なるサンプルごとに JEV分離率に差があるかどうかを確かめるため,畜舎内吸虫管捕虫によるサン
ルプと同じ畜舎内で運転した野沢式ライトトラップによるサンプルとの JEV分離率の比較を行なっ
た。さらに参考のため ドライアイス トラップによるサンプルについても少数例ながら比較対比した.

7回の比較を行なった結果では,畜舎内吸虫管捕虫によるサンプルに比し,畜舎内ライトトラップ

によるサンプルでは母集団感染率 (P)が低い傾向がみられた.しかし,そ れぞれの値の信頼巾が非
常に大きいものであることを考慮するとその差は明らかでない.ま た, こころみに同一サンプルか
ら別々に任意抽出した 2群の材料についての比較ではそれぞれのPはおおよそ同程度であった。

(山本英穂 :第 24回 日本衛生動物学会大会,岡山市,昭和47年 4月 3日 )
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化 学 試 験 課

当課における検査業務は年ごとに増加している.食品試験については,栄養分析,な らびに防腐剤 ,

色素などの分析が大部分を占めているが,公害が社会問題化されてきたため食品中の有害金属の窓口

分析依頼が増加した.なお製品検査の量は過去にはかなり多かったが,甘味剤については,43年にズ
ルチンの使用禁止,44年にサイクラミン酸塩の販売禁止によってすでに検査業務はなくなった。また

かんすいの検査 も47年 4月福岡市への業務移管により事実上消滅した。

水道精密検査の件数は例年と大差はないが, この検査は現在では当所の手数料による収入の主要源

となっており,当所の予算編成が手数料に依存しているためかなり多量の件数を処理する必要に迫 ら

れている.

公害に関する水質調査には,環境基準設定調査,監視測定調査および工場排水調査などがあり,昭
和46年度から47年度にかけて行なった年度業務は,響灘,関門海峡基準設定調査をはじめ17種の調査
であった.こ のほか,各地において発生した公害に関する調査を行なった.こ れら公害に関する水質

調査の業務量は年ごとに増加しつつあり,分析項目も47年には,健康阻害項目など複雑な操作を要す
るものが急激に増加した.

大気汚染関係の調査については行政依頼分として,ばい煙等影響調査,大牟田,荒尾地区ふっ素影
響調査,悪臭規制地域設定のための基礎調査など,計 6調査を実施し,市,町の依頼分として,苅田
町大気汚染調査,行橋市大気汚染調査など継続調査のほか大牟田市粉じん調査,および大牟田市依頼
による環境大気の調査測定指導を行なった.

また科学技術庁委託による放射能調査を昭和32年か ら継続実施している.

昭和47年度における特記すべき業務は PCB汚染調査で,47年 5月 から第一次調査を開始し, 8月
以降引き続き環境庁委託分を含めた第二次調査を実施した.詳細は別記のとおりである。

なお当衛生研究所は昭和48年 9月 上旬から各種施設,機器を備え,全 く新しい組織機構をもった衛
生公害センターとして発足する予定で,筑紫郡太宰府町大字向佐野字迎田39に新築された.

これに伴って本格的に開始される産業廃棄物および悪臭関係の業務に備えて現在技術的能力の完成

を急 ぐとともに,予行的に調査を実施している.

なお学会,ま たは誌上に発表した研究成果は別記のとおりで調査関係,分析化学関係のもの10報で

ある。

(化学試験課長 大 田   寿)

検 査 業 務

1 食品試験および製品検査
101 -般試験  窓口依頼試験については例年栄養分析,防腐剤,色素などの定性定量分析が大部
分を占めるが,鉛,カ ドミウム,すずなど有害金属の試験も増加した。表35中容器包装の欄には包装

紙のけい光染料の有無,合成樹脂製食器のホルマリンの検出などの試験が含まれる.な お製品検査の

量は過去にはかなり多かったが,甘味剤については検査の対象となる製品の製造が停止され,わずか

に残った「かんすい」の検査 も47年 4月福岡市への業務移管により消滅した.

(専門研究員 中村幸男,研究員 上和田幸子,技師 井手政子)
lo2 PCB試 験 47年当初より PCBによる環境汚染が全国的な問題となり,福岡県においても第
一次,第二次に分けて総合調査が実施された.こ こではおもに食品,包装紙,母乳などについて調査

結果を述べる。
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1・2ol 牛乳および乳製品については,いずれも PCBの量は少なく,許容基準の約1/50であった。
1・ 2・2 海水魚では,近海魚に PCBの量が多く (ぼ ら 0。 4ppm),遠洋魚には PCBの量が少ない
が (あ じ,さ ば,いわしなど 0.01～ 0。 02ppm),ぃ ずれも許容基準を越えるものはなかった。

1・2o3 淡水魚 (はや,ふ な)中の PCB濃度は 2ppmと 海水魚に比べかなり高い.た だし特定地
域の数少ない試料についての結果しか得 られていないので,詳しい汚染状態をは握するためにさらに

調査を続行することになった.

10204 合成樹脂製包装紙には PCBの濃度が 40ppmの ものもあったが, これは印刷インクに由来
するものと考えられる.

10205 母乳についての PC」 の濃度は 0。 02～ 0。 07ppmと 東京大阪地区に比較してかなり低かっ

た.

以上の結果からみて淡水魚を除き注目すべき数値を示したものはなかった。

(専門研究員 中村幸男,研究員 大崎靖彦,技師 飯田隆雄,技師 森田邦正)
1・ 3 残留農薬試験 試験 も軌道に乗り,年に100件以上の試料を処理できるようになった。その概
要はつぎのとおりである。

10301 野菜,果物などに残留している各種農薬の濃度を調べた結果, BHCに ついての最高濃度
は0。 018ppmで ぁったが,全般的にはほとんど検出されなくなってきた。DDT,デ ィル ドリンについ
ても同様な傾向が認められるが, 日本梨,かばちゃなどから比較的多量に検出された。

表 35食 品 試 験 年 別 件 数

有 料 無 料

区 分 年 判定を要する試験

適   不適

判定を要する試験

適   不適
総件数 総件数

魚介,肉,卵類およびその加
工品(かん詰,びん詰を除く)

乳     製     品

ア イ ス ク リ ー ム

穀類およびその加工品 (かん
詰,びん詰を除く)
野菜類およびその加工品 (か
ん詰,びん詰を除く)

菓     子     類

清 涼,保 存,酒 清 飲 料

か ん 詰,び ん 詰 食 品

そ  の 他 の 食 品

学的合成品お
びその製剤

の他の添加物

器  包  装

他

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

４６

４７

20
44

31
27

20
1

23
19

15
29

48
46

4

3
5

34
42

4
10

23
8

138
59

6

369
290

2 1

８０

８６

　

１

２７

０８

の

　

計

器

　

そ

化
よ
　
そ

物添

具,容
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10302 牛乳については暫定許容基準を越えるものはなかった。 47年度の平均値を基準値と比較す

ると β―BHC約 1/2,DDT約 1/5,デ ィル ドリン約3/5で , しだいに減少しつつある.
10303 母乳についての各種農薬の残留平均濃度は,BHCで 0。 419ppm,DDTで 0。 135ppm,デ ィ
ル ドリンで 0。 009ppmで,他の食品についての濃度に比べてかなり高い値であった.
10304 表39に野菜果物を除く他の食品 (牛乳は加工乳 2件のみ)についての結果を示した.比較
的高濃度を示したものは,ぼ ら,はや,ふ な,母乳などである.

(研究員 大崎靖彦,技師 飯田隆雄,技師 森田邦正)

表 36 製品検査年別件数           表 38 PCB試 験 結 果

年 かんすぃ サィ々 リン   タールナ トリウム製斉」 色素製斉」 計 試  料  名 試料数
定量値 (ppm)

脂肪中   全検体中

物

　

類

果

　

一豆

米

　

茶

表 37 残留農薬試験年別件数

試 料  年  件数  試 料  年  件数

野  菜 乳製品

廃 類

魚 類

母 乳

士 壌

計予L

牛     乳
アイスクリーム

牛     肉
牛     脂
豚     月旨
鶏     肉
あ      じ
さ        |ゴ

い  わ  し
ぼ        ら
は      や
ふ      な
合成樹脂包装紙

母     乳

0。 06^vO.07

0.4ハvO.6

0。 6

0。 8

0。 6

0.1^▼ 0.7

0e l

O.4

0。 3

8

110

180

0。 6⌒v2

0.002′、ン0.003

0。 05^vO。 07

0。 07

0。 02～ 0。 03

0。 01

0。 01

0。 02

0。 4

2

1

40

0。 02′、ノ0.07

牛

表 39残 留 農 薬 試 験 結 果

試   料   名  試料数 総 BHC(ppm)    総 DDT(ppm)  ディルドリン(ppm)

ア イ ス ク リ ム

肉

肉

乳

じ

ば

ら

や

な

乳

牛

鶏

牛

あ

さ

ぼ

は

ふ

母

0.221^v2。 924
0.031～ 0。 338

0.971
0。 055

0.262^vO.747
0.036^vO.051

0.483^vO。 595
0.016^vO。 022

0。 622
0。 066

0。 523
0.017

2。 089
0。 106

8。 657
0。 119

13.39
0.107

2.421^v27.27
0。 235^vO。 756

0。 02^vO.221
0。 003′、ノ0。 025

0。 24～ 1。 065
0.045^vO.052

0.069^vO.112
0.004

0.726
0.076

1.141
0.037

5.269
0.284

9.

0.

526
127

19.127
0。 153

1.917ハvll.76
0。 109′、ノ0。 334

0.015^vO.098
0。 002^ψ C).011

0.036
0。 00'2

0.041～ 0.291
0.008^vO.014

0.038′、′0。 043
0.002

0.028
0..003

ne d.

0.218
0。 011

0。 726
0.010

1.322
0.011

0。 198⌒vO.236
0.007^vO.011

注 :各試料の上欄は脂肪中,下欄は全検体中の濃度
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2薬 品 試 験

各年ごとの検査件数は表40の とおりである.行政依頼のうち医薬品など一せい取締収去試験は表41
のとおりで,そ の他のなかでおもなものは硫酸銅比重測定であった。

一せい取締収去試験による不適品は ドリンク剤 2件で, ビタミンC不足によるものであった.

(専門研究員 森  彬,研究員 石飛昭汎)

表 41 医薬品等一せい取締収去試験件数

年次   品    名       件数 葎豪
表 40検 査 件 数

年   次

日 本 薬 局 方

ド リ ン ク 剤

解 熱 鎮 痛 剤

錠 剤 崩壊 試験

ヘアースプレー

日 本 薬 局 方

総合ビタミン錠

感  冒  斉」
ヘアースプレー

クレゾール石けん液  2
ビタミンB1      9
ビタミンB2     12
ビタミンC     3
アセチルサルチル酸  6

20

メタノール     36
塩酸 クロルプロマジ 19
ン

ビタミンBl     ll
ビタミンC     13
ア ミノピリン    1
メタノール     20

依   頼   者
46     47 46

47

行政依頼

一般依頼

医薬品等一せい取締によ
るもの
その他

|

1

3水 質 検 査

昭和46年の 1, 2, 3月 ,46年度および47年度に行なった水質業務について項目別の処理件数を調
べたところ表42の とおりであった.

昭和46年度には飲料適否検査および水道精密検査の依頼が例年より多く,食品関係職員 2名の協力
を得て検査を行なった。

公害関係の業務は年ごとに増加し,環境水域の基準設定および上乗せ基準設定調査,基準監視測定
調査,工場排水調査ならびに公害防止のための諸事業に係る底質,水質の分析調査を行なった .
昭和46年度に行なったおもな調査は,1)響灘 0関門海峡環境基準設定調査,2)筑後川水系環境基準設

定調査,3)大牟田水域保全調査,4)有明海保全調査,5)工場排水調査,6)北九州市内河川調査,7)洞

海湾水域に流出する工場排水調査,8)畜舎排水調査,9)海水浴場調査で,そ の他突発事例処理調査の

おもなものとして,河川投棄物 (色素)の分析,遠賀川水系河川水中のカドミウム調査,および鎌倉
池における魚類死亡に関する調査があった。

また47年度には,1)周防灘流入河川調査,2)瀬戸内海水質汚濁調査,3)大牟田水域保全調査,4)県

内河川調査,5)有明海保全調査,6)博多湾流入河川調査,7)特定施設排出水の実態調査,8)PCB汚
染調査を行なった.その他突発事例および公害防止事業に関するものとして,五楽および虫生津工場
団地におけるカドミウム汚染調査,大牟田港しゆんせつに伴 う底質の重金属その他成分の分析調査お
よび大牟田地区住民の尿中の力 1ド ミウムの定量分析による疫学調査を行なった.

特に,46年度後半から47年度にかけて PCB問題がクローズアップされ,県,環境庁からの依頼調
査を行なった.こ の調査の分析対象は多種にわたったため,水質関係と食品関係の職員が協力して業
務を遂行した.表 42中の PCB処理件数は水質関係のもののみである.
なお公害関係の分析項目については46年度では比較的簡易なものが多かったが,47年度には健康阻
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害項目などの極めて複雑な操作を要するものが46年度のそれに比べて 2～ 3倍に増加 した.そ のため

47年度は極めて多忙であった .

(専門研究員 森 本 昌 宏)

表 42 水 質 試 験 項 目 別 全 成 分 数

46 年  46年 度  47年 度
46  年    46年 度    47年 度

項 目  1.2。 3月 項 目  1。 2。 3月

定性 定量  定性 定量  定性 定量 定性 定量  定性 定量  定性 定量

色     度
濁     度
透  視  度
蒸 発 残 留 物

溶 解 性 物 質

懸 濁 物 質

強 熱 減 量

pH

酸度,アルカリ度
電 気 伝 導 度

総  窒  素
アンモニア,ア
ルブミノイド窒
素合併量

アルブミノイド
窒素

アンモニア窒素

亜 硝 酸 窒 素

硝 酸 窒 素

COD
BOD
DO

ル シ ウ
グ ネ シ ウ

鉄

マ ン ガ ン

アル ミニ ウム

銅

亜     鉛
す     ず
モ リ ブ デ ン

87    0

カ ド ミ ウ ム

水     銀
ア ル キ ル 水銀

ひ     素
ク   ロ   ム
シ  ア  ン
鉛

四 エ チ ル 鉛

農薬 (有機 りん)

農薬 (有機塩素)

PCB
A.BS

オルソニ トロト
ルエン

トリウム

残 留 塩 素

フ ェ ノ ー ル類
7 1,559    96 1,131

1,652    19 1,131

102 1,0721   618   684

569    0 2,048    1 1,

204    -   679    -

77     0   335     0

381     0 1,595     0 1,

24     0   184     0

580

604

407

617

15

531

14

326

162

53

37

96 0

375

462

362

0

0

0

0
ウ

ウ

硬

ナ
カ

カ
マ

度

ム

ム

ム

ム
31     0   238

π一ヘ キ サ ン  A
抽 出 物 質  V
硫  化  物   0
塩 素 イ オ ン  0
ふ っ素 イオン  0
硫 酸 イ ォ ン  0
りん酸 イオン  3
けい酸 イオン  0
ヒドロ炭酸イオン  0
固 形 分 率  ―
色     素  0
プ ラン ク トン  0
そ  の  他  16
百+       1,528

16     0    55

2,036     1 1,238

594     0   447

124     0    84

16     7    61

40     0    21

34     0    14

22    -    48

3     0     0

8     0     1

1     0     0

4,326
22,954      20,322

100

0

0

0

6,218

面+      7,157      29,172      24,648

301 飲料適否検査  昭和46年 1～ 3月 ,昭和46,47年度に実施した飲料適否検査件数および不適
内容は表43,44に 示すとおりである。検査の結果,総件数のうち47～54%が不適であった.不適内容
については,外観異常が最 も多く,ついで鉄過量,ア ンモニア性窒素,亜硝酸性窒素同時検出がこれ

についでいる.

3e2 上水道水精密検査  新設 (増設を含む)および既設の水道について試験を行なった。年度別
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検査件数および不適内容は表45,46に示すとおりである.不適内容について水道法の水質基準を適用
して考察すると,原水では濁度過量が最 も多く,ついで鉄過量,ア ンモニア性窒素 0亜硝酸性窒素同

時検出がこれについでいる.給水では原水と同様濁度過量による外観異常が最 も多く,ろ過処理がじ
ゆうぶんでないものと思われる.つ ぎに鉄過量による不適が多いが,除鉄処理の不備や配水管の鉄溶
出に起因している.

(専門研究員 高尾真一,研究員 石飛昭汎,石究員 小河 章,研究員 大崎真紗子,技師 小串寿明,
技師 中川礼子,技師 松枝隆彦)

表 43 年度別飲料適否検査件数 表 44 年度別飲料適否検査不適件数分類

46年    年   度
項 目 項 目

1.2。 3月    46   47 1。 2.3月    46   47

件

件

適

査

適

検

不

不

数 (件 )

数 (件 )

率(%)

275

132

48.0

977

465

47.6

683

370

54.2

外  観  異
異 臭・味 有
pH   異

常

り

常

亜

64

6

9

52

11

27

13

65

333

20

47

84

41

76

38

211

アンモニア
硝酸性窒素

性窒素・
同時検出

塩 素 イ オ ン 過 量

過マンガン酸カリウム

消費量過量

表 45 水 道 水 精 密 検 査 件 数

量

量

過度

過

硬総

鉄

項 目

46年 (1～ 3月 ) 46 年  度 47 年  度

原 水  給 水   原 水  給 水   原 水  給 水

検

不

不

件

件

査

適

数 (件 )

数 (件 )

率 (%)

56

44

78.6

41

12

29。 3

321

301

93.8

253

95

37。 6

262

235

89。 7

174

52

29.9適

表 46 水 道 水 精 密 検 査 不 適 内 容 と 件 数

不 適 理 由

46年 (1～ 3月 ) 46 年  度 47 年  度

原 水  給 水   原 水  給 水   原 水  給 水
３

４５

２

４

　

３

　

２

０

２

１

２６

１

１

０

０

０

５４

３０

１９

３

００

１

６

１４

４

９６

２７

９

３

１

０

５６

９６

２２

２

１８

１

５

２９

６

２２

２９

８

４

２

１

量

量

物

常

過

過

残

異

留

酸 性 窒 素 過 量

素 イ ォ ン 過 量

マンガン酸カリ消費量過量

度

ン  ガ

色   度
濁   度
蒸  発
pH
アンモニア
窒素同時検

亜硝酸性性窒
出
素 ,

量

量

量

量

量

量

量

邑

邑

　

　

、
ス

、ス
　

過

剤

過

　

ン

過

　

性

過

　

　

素

活

過

鉛

イ オ ン

硝

塩

過

硬

鉄

マ
亜

フ
陰

銅

46年    年   度
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303 その他の水質検査  飲料水および上水関係の特記すべき事例はつぎのようであった.
3・301 昭和46年 2月 ,八女郡広川町の民家の井戸水に石油臭が著しいために付近の民家 19戸の井
戸水を検査した結果, 1戸の井戸水から石油臭,%―ヘキサン抽出物,け い光が検出された。またこれ

と同一の水質様相を呈する6戸の井戸水から石油臭が認められたが,他の井戸水については異常は認
められなかった.石油臭が発生した原因については明らかでなかった.

(専門研究員 高尾真一。研究員 石飛昭汎)
30302 昭和46年 4月から5月 にかけて,貯水池を水源とする各地の上水道から悪臭が出て住民か ら

苦情があいついだ.そ の中で筑紫野市および宗像町のダムの水を検査した結果,プ ランクトンがそれ
ぞれ lmJ中7503こ ,10436こ 検出された。プランクトンは主として 4s′″″οπι′Jα で他に CノεJθ JθJ滋 ,
効 ノJα″α,Gθη″ oπθπα,ノン御s″αが検出された。悪臭発生の原因はプランクトンの異常発生に

あると思われる.

(専門研究員 高尾真―,研究員 石飛昭汎)
30303 昭和46年 7月 筑後川流域の養魚池で魚のへい死が起こりその原因として農薬投入の疑いが

もたれたので,池の水について有機塩素系農薬の検査を行なったところ,エ ンドリンが 14.93ppb検

出された.

(専門研究員 高尾真-0研究員 石飛昭汎)
303o4 昭和46年 8月 直方市で井戸水を飲料としている民家で下痢,腹痛などを訴える者が出たた
め,井戸水について農薬除草剤の検査を行なったところ, 塩素酸ナトリウム 0。 988ppmが検出され
た。これは休耕田に散布した除草剤が地下浸透し付近の井戸水に混入したためと思われる.

(専門研究員 高尾真一,研究員 石飛昭汎)
30305 昭和46年 9月 築城町西瀬戸内ポー トリー養鶏場の鶏ふんが雨水により流下して付近の池に

流入し,池の水が浸透して近 くの民家の井戸水を汚染しているとの地元の苦情に基づき調査を行なっ
た結果,池の水と井戸水との因果関係の有無について明確な結論を得ることはできなかったが,当該
地域の井戸水は概して悪く,外部の影響を受け易い欠陥を有していることが認められた.

(専門研究員 森本昌宏,専門研究員 高尾真一,研究員 石飛昭汎)
303・6 昭和48年 2月 筑豊地区 I町の上水道取水国の上流で し尿処理場からの放流水が流入してお
り渇水期と重なったために水道原水の汚染が著しく,ア ンモニア性窒素が 8。 35ppmと 高 く,かなり
の塩素が注入されたが,ア ンモニウムイオンと反応してクロラミンとなり,鉄,マ ンガンを完全に除

去し得ず,給水中に移行し,鉄,マ ンガンによる着色を生じた.
303o7 以上のほか, 2年間を通じてつぎのような事例がみられた。 1)給水管の亜鉛メッキ鋼管
か ら亜鉛が溶出し,給水が自濁する事例が各所でみられたが,そ の中で二,三の事業所では塩化ビニ

ール管との取 り替えにより亜鉛の溶出がなくなり問題は解決された。 2)山陽新幹線工事に伴 う井戸
水汚染の例がいくつかみられた。 3)水中の残留農薬試験は前年に引き続いて多かった.試験の結果
をみると,総 BHCの濃度は河川水で数 ppb,井戸水で lppb以下であった.

(専門研究員 高尾真一,研究員 石飛昭汎,研究員 小河 章,研究員 大崎真紗子,技師 中川礼子,
技師 松枝隆彦)
304 鉱泉分析

昭和46,47年に実施した鉱泉分析の数は,中分析ではそれぞれ, 4お よび6件であり,小分析では

それぞれ,12お よび 5件であり,ラ ジウムエマナチオン試験ではそれぞれ, 2お よび 3件であった.

また 2年間での中分析の結果,判明したものの泉質と数は,含塩化土類食塩泉 5,単純温泉 2,放射

能泉 1,単純炭酸鉄泉 1であった。昭和46,47年におけ.る 小分析の結果推定された泉質と数は,温泉
法にいう温泉 4,食塩化土類食塩泉 1,重曹泉 1と 推定されるものがあった。
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昭和46,47年におけるラジウムエマナチオン試験の結果は,温泉法にいう温泉 1,放射能泉 1であ
った。

(専門研究員 中村俊夫,専門研究員 高尾真一,研究員 石飛昭汎,研究員 小河 章,研究員 大崎
真紗子,技師 中川礼子,技師 松枝隆彦)
3o5 環境水質調査

305ol 響灘・関門海峡環境基準設定調査  県公害課の依頼により,昭和46年10月 と47年 1月 に,
響灘および関門海峡について環境基準類型あてはめのための調査を行なった.採水点は響灘が11か所 ,

関門海峡が 4か所で,各採水点の表層水と T5m層の水を満潮時と干潮時の 2回採水して分析を行な
った.ま た 1月 の採水時に,主要採水ポイントの底質を採取し, これについても分析を行なった。

その結果のおもなものについて表47に示す。 これによると響灘, 関門海峡ともに環境基準の類型

「海域 A」 に相当する水質であった.

表 47 響 :;:難・関 門 海 峡 水 質 分 析 結 果

分 析 項 目
門司港沖

I)-1

洞海入口
D-10

三井コークス沖
I)-11

白州あい島間
I)-15

坂
Ｄ．

赤 沖

pH

DO

COD

SS

全 シ ア ン

総  水  銀

アルキル水銀

カ ド ミウ ム

鉛

6価 ク ロ ム

ヒ    素

大 腸

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

菌 群
(MPN/100m′ )

8。 1ハv8。 3

(8.2)

5。 9⌒v9。 1

(7。 7)

0.8^vl.9
(1.3)

2.7^v16。 1

(8.2)

0。 00^vO。 00

(0。 00)

0。 00^▼0.00
(0。 00)

0.000⌒ vO.000

(0。 000)

0。 000～0.000
(0。 000)

0.00⌒vO.00

(0。 00)

0.00^vO。 00

(0.00)

0.002⌒vO.010

(0。 005)

9.2^v400
(67.7)

8e2^v8。 3

(8.2)

6.0^v8。 5

(7.2)

1.0^vl。 8

(1.4)

0。 0⌒v21.4

(8。 4)

0.00^vO。 00

(0.00)

0.00^vO。 00

(0.00)

0。 000⌒vO.000

(0。 000)

0。 000^vO.000
(0。 000)

0。 00^vO.00
(0。 00)

0。 00^ッ 0。 00

(0。 00)

0.003^vO。 008
(0.005)

0^v280
(80。 4)

8。 1^‐ 8。 3

(8。 2)

5.9^v8.7
(7。 2)

1。 2～1.5
(1.4)

4.0ハψ21.5
(10.0)

0。 00～0.00
(0.00)

0。 00^vO。 00

(0.00)

0.000～ 0。 000
(0。 000)

0。 000ハvO.000

(0。 000)

0.00^vO。 00

(0。 00)

0。 00⌒ vO。 00

(0.00)

0.000′ ノヽ0.006
(0.003)

4～540
(150。 5)

8.1ハ v8。 4

(8.3)

5。 5^v7。 9

(7.0)

1。 2^vl.7
(1。 4)

0。 0^v34。 1

(7。 0)

0。 00⌒vO。 00

(0.00)

0。 00^vO.00
(0。 00)

0。 000^vO.002
(0.000)

0.000^vO。 00

(0。 000)

0.00^vO。 00

(0.00)

0。 00ハvO。 00

(0.00)

0.000^ψ O.005
(0。 002)

0。 8～130
(25.8)

8。 2～8.4
(8.3)

6。 5^v8.0
(7。 4)

0。 8^vl。 5

(1。 1)

0。 0～ 8。 6
(2.4)

0.00^vO.00
(0.00)

0.00^vO.00
(0.00)

0。 000^vO。 002
(0.000)

00。 000^vO。 000
(0。 000)

0.00^vO.00
(0。 00)

0.00^vO。 00

(0。 00)

0.000^vO.003
(0。 002)

0。 0^v4
(1)

注 :( )内 は平均値

30502 筑後川水系環境基準設定調査  県公害課の依頼により,筑後川水系の水,底質および周辺
工場の排水について調査を行なった.調査期日は,河川水については46年 11月 と47年 2月 ,底質につ

ぃては46年 11月 ,工場排水については47年 1月 であった.

主要測点における結果は表48に示すとおりである.こ の結果によれば筑後川本川については上中流

部において環境基準Aに相当する水質を示し,下流部においても大腸菌群数と感潮区間の SSを除き
おおむね環境基準の類型 B～Cに相当する水質を示していた.支派川では金丸川,広川で環境基準に
全く当てはまらない数値を示すなど,部分的には著しく汚濁されているところもあった.一部の測定
点において鉛およびひ素がわずかに検出されたが環境基準を越えるものはなかった.
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花宗橋,六五郎橋,大善寺橋,金丸川河口など水質汚濁区間や流水が停滞する感潮区間の底質は,
COD,強熱減量,硫化物などが高かった。アルキル水銀, シアンなどについては全 く検出されないか ,
また,検出されてもごく微量であった.
また,関連工場排水については,22工場のうち,排水基準 (pH:5.8～ 8.6,BOD:16oppm,SS:200
ppm)を 越えたものが pHについて5,BODに ついて 5,SSに ついて 3あ った.

表 48 筑 後 川 水 系 河 川 水 質 分 析 結 果

河  り|1 名 DO
(ppm)

BOD
(ppm)

COD
(ppm) (ppm)

tF^ilr^
(ppm) (ppm)

ひ素
(ppln)

SS

筑
後

流

　

流

　

流

下

　

中

　

上

花 宗

の井

本
流

山

　

広

f フk
t底質

fフk
lビ質
F ァk
l属質
rフk
t底質

fフk
l画質

fフk
t底質

rフk
lビ質
Fァk
l画質

チ水
t底質

∫水
t底質

f フk
t底質

5.9^v9。 5

1.4^vll.1

7.7^v12.2

5。 4^v12.0

3.9^vll.7

0.0ハvll.1

0.2～ 1。 0

3.9^v10。 8

7.5^v7。 6

6.6～ 11。 2

8。 4～11。 5

1。 2^v3。 5

0。 4～ 1。 6

0.8～ 1.0

0.9^v6。 6

0。 7ハv7.6

0.9^v40。 1

54。 8⌒v61.5

0。 0^v9.6

2.3^v3。 6

0。 6^vl。 9

0。 1^vl.3

0。 00～0.01
9。 6ハv26.4

0。 00
6。 6

0.00^vO.10
53。 6

0.00^vO.20
12。 5

0。 01
64.6

0。 00^vO。 01
78.8

0.01
35.5

0.01
14.3

0.00^vO。 01
7.8

0.00
5。 5

0。 00
0。 18^▼ 2。 87

0.00^vO。 01
0.00

0。 00
0.00

0.00
1。 04

0.00^vO.01
2。 27

0。 00^vO。 01
0。 00

0.00
1。 38

2。 3^v29.9   0.3^v870
0。 1^v30。 1

1。 1ハ▼2.9    0.0ハ▼78.4
6.6^v34。 5

1.6^vl.8    0。 6^v18.6
0。 0

1。 6^▼ 53。 7   1。 5^v2110
27.2

1。 0ハ▼12。 8   1.5^v53.2
1.8

1。 7⌒vl12    6。 1^v51。 0
25.1

27。 2^v41。 6  66。 9^v159
32。 8

0.4⌒ v6。 0   0.0^v30.8
15。 3

3。 6^v4。 6   11。 1^v53.0
6。 4

0.7^v3.0  0。 0^v46。 5
1.0

0。 9^vl。 6   0.3^v4。 3
1。 1

0.000^vO。 001
0。 00^v2.06

0。 000
0.00^vO.21

0。 000
0。 00

0。 000⌒ vO。 007
2。 36

0.000
0。 00

0。 000
1.53

0.000
0.52

0.000
0。 22

0.000
0.00

0.000
0。 00

0。 000
0。 00

0。 00^vO.05  0.00^vO。 03
6.6^▼ 47.4  1.42⌒ v2。 17

川

注 :底質についての単位はμg/g乾泥

30503 大牟田水域保全調査  県公害課の依頼により,昭和46年度には大牟田川について46年 9月
から47年 3月 まで毎月採水し,ま た昭和47年度には大牟田川のほか諏訪川,堂面川など大牟田市内 5

河川について47年 7月 から48年 3月 までに 6回採水して分析を行なった。

その結果,表49,50の とおりであった.ま た大牟田川については昭和45年度の結果などからみると,

表 49 大 牟 田 市 内 河 川 の 分 析 結 果

分 析 項 目 大 牟 田 川 諏 訪 川 堂 面 川 自 銀 川  隈 川

金 丸 リ

高 良

大刀洗

巨 瀬

原小石

pH
DO
BOD
SS

全 シ ア ン

カ ドミウム

鉛

全 ク ロ ム

6価 クロム

ひ   素
全 水 銀

6。 6^v8.3

0。 1⌒v13.7

1.0^v174

0。 0^v207

0。 00^vO。 55

0.000′、′0.020

0。 00^vO.15

0。 00^▼0.31

0。 002^vO。 020

0。 000^vO.020

6。 5^v8。 1

3。 3^v15。 2

0。 4^v8。 7

0.0^▼ 53。 2

0。 00

0.000^vO。 001

0。 00

0。 000

0.000^vO。 004

0.000

6.6^v8。 8

4.1^v13.0

1.2⌒vll。 2

0。 1^v479

0.00^vO.12

0.000^vO.002

0.00^vO。 04

0。 000

0.000^vO.009

0.000

6。 1^v8.4

3。 6^v13.2

0.4^v9。 2

0。 3～ 95.0

0.00

0。 000

0。 00

0.000

0.000⌒vO.006

0。 000

6。 4^v9。 1

3。 6^v14.2

0。 9^v5。 4

0。 0ハv75.2

0.00

0。 000

0.00^vO.01

0。 000

0.000⌒ vO。 003

0.000

(ppm)

(ppm)
(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)

(ppm)
(ppm)
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表 50 大 牟 田 川 お よ び 諏 訪 川 の 調 査 結 果

年度  河 月1名  採水場所 フぅ生ャ類等ぶ直彪yヽν■■■ノ      (ppln)

SSDO
(ppm)

BOD
(ppm)

COD
(ppm) (ppm)
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大牟田川

0。 4^v8.1
(4.91)

0.2^v6。 7

(2。 81)

338^v9。 6

(7。 05)

0.6^v13.7
(4。 25)

0.1^v6。 5

(3。 21)

3。 5⌒v15.2

(8。 88)

6。 6⌒vl16

(31。 39)

5。 4^v362.0
(83.40)

5。 8ハv101

(27.65)

7.7^v207
(75。 34)

0^v202
(68。 79)

1。 9^v53。 2

(22。 22)

0。 03⌒vl.96

(0.46)

5.06^vll。 23
(4.59)

0.00^vO.03
(0。 01)

0。 00⌒ vO。 98

(0。 27)

0。 65^v7.80
(3.30)

trace～ 7。 5
(3.07)

trace^v27。 8

(9.23)

trace⌒v5e3

(1。 77)

0。 00^v3.1
(0。 55)

0。 00⌒v7.6

(2。 02)

口

月 橋

月 橋

口諏 訪 リ

f河

t五

0。 6^v139   5.3⌒ v130。 5
(24。 41)     (34。 25)

5.2ハv496  84。 0^▼563.7
(254。 24)    (312。 83)

0。 7^v13.9  1.3^v28.8
(3。 70)     (12。 35)

1。 0⌒v42.6  4.3^v75.0

(8。 17)     (23.49)

15。 0^v174  191^v358
(100.16)   (259。 22)

0。 7^v8。 7

(2.60)
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注 :( )内 は平均値

その汚濁度は年々滅少する傾向がみられたが,河 口および五月橋においてはシアン,カ ドミウム,鉛 ,

総水銀などについてまだ基準値を越えるものがあった。

305・4 有明海保全調査  県公害課の依頼により,46年 9月 から47年 4月 まで 4測点 (表層水およ
び底層水)について 7回 ,昭和47年 6月 か ら48年 3月 まで 9測点 (表層水のみ)について 6回 (1回
の調査において満潮前の水と満潮後の水を採水)調査を行なった.

46年度に行なった調査の項目は 一般項目のほか %一ヘキサン可溶性物質とフェノール類で,47年度
に行なった調査の項目は,健康阻害項目, π―ヘキサン可溶性物質, フェノール類,亜鉛,大腸菌群最

確数である.

46年度の結果はつぎのとおりであった.

pH:表層水-7。 3～ 8。 2,底層水-7.6～ 9。 3,底質-7。 7～8.0
DO:表層水-2。 5～9.3ppm,底 層水-3。 8～ 9。 Oppm
COD:表層水-0。 7～ 2。 2ppm,底層水-0。 7～ 3。 8ppm,底質-1.4～ 20。 8ppm
フェノール類 :0。 00～Oe18ppm

π―ヘキサン可溶性物質 :表層水-0。 0～ 3。 lppm,底質-0。 28～ 2。 25ppm

また47年度の調査結果はつぎのとおりであった.

全シアン :0。 00～ 0。 01ppm

カドミウム :0。 000～ 0。 005 ppn・1

鉛 :0。 00～ 0.01ppm

総水銀 :0。 000

塩化メチル水銀:ND
ひ素 :0。 000～ 0。 004 ppm

亜鉛 :0。 000～0.009 ppm

フェノール類 :0。 00

%―ヘキサン抽出物質 :0。 0

大腸菌群最確数 :表層水-0。 0～49MPN/mJ,底層水-0。 0～ 4。 5MPN/mJ

以上一般項目については大腸菌群数を除いていずれの測定点においても環境基準を満足していた.

また健康阻害物質については,カ ドミウム,鉛,ひ素,および全シアンがわずかに検出されたが,い
ずれも環境基準の範囲内であり,そ のほかの物質については亜鉛がわずか検出されたのみであった.
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30505 工場排水調査  昭和47年 3月 ,県内
の特定施設の排出水について,そ の実態調査を

行なった.そ の結果,表51に示すように,BOD
の平均値 408ppm,浮遊物質の平均値 118ppm,

全シアンの平均値 15。 4ppmな ど,かなりわる
かった.

3o5o6 ゴL九州市内河川調査  水質汚濁に係
る環境基準の水域類型の指定のため,県公害課
の依頼により,昭和46年 8月 24日 および同年12

月 7日 の 2回にわたり,北九州市内 2級河川の

水質汚濁調査を行なった.そ の結果,清滝川 ,

大川,村中川,神嶽川,紫川の下流,板櫃川の

中・下流,撥川,割子川下流は著しく汚濁され

表 51工 場 排 水 分 析 結 果

分 析 項 目  平 均  最 小  最 大

浮 遊 物 質 118.9

408.7

11。 3

15。 41

5。 67

0.00

25。 5

検出せず

0.0

3。 0

13.96

5。 0以下

1。 9

492。 4

3,620BOD
COD

全 シ ア ン

フ ェ ノ ー ル類

ひ     素
ふ  っ  素
有 機 り ん

6価 ク ロ ム
全  ク ロ ム

亜     鉛

0。 00

0。 03

0。 00

141。 4

11.5

0。 00

0.0

2。 62

10。 1

33。 4

ており,竹馬川,金山川,紫川の上流,板櫃川上流も汚濁されつつあるものと考えられる。また, 8
測定点で採取した水について,健康阻害物質の分析を行なったが,すべて環境基準値に合致するもの
であった.

これらの汚濁は都市排水の流入によるものと考えられ,近年の宅地開発の進行に伴い,ますます汚
濁が著しくなることが予測されるため,公共下水道の整備を急 ぐ必要があろう.

表 52 北 九 州 市 内 河 川 調 査 結 果

河川名
水
名所

採
場

pH DO(ppm) BOD(ppm) SS (ppΠ l)

最小 最大 平均  最小 最大 平均  最小 最大 平均  最小 最大 平均

奥畑川

清滝川

大 川
村中川

竹馬川

板櫃川

板櫃川

割子川

紫 川
紫 川
金山川

神嶽川

携 川

7。 5

7。 4

7.3

6。 3

7。 3

6.8

7.0

7。 4

7。 2

8。 0

7.2

7。 6

7.2

7.9

7。 9

7。 6

7。 6

7.6

7.9

7。 8

8。 4

7。 4

8。 1

7。 5

7。 9

8。 1

7。 7

7。 6

7.4

7.3

7.4

7。 4

7。 6

7.7

7。 3

8。 0

7。 3

7.7

7.6

8。 2

8.2

6.8

7.3

7.2

4。 5

6.6

5。 5

3.1

9。 4

4。 1

8。 8

6。 5

2。 5

9.0

2.9

4.0

3。 5

2。 9

3.5

18.4

14。 0

1.2

3。 2

16。 2

36.2

14e3

52。 0

45.3

17.8

4.6

49.8

11。 7

76。 2

22。 3

5。 8

15。 0

52.0

54。 3

5.9

30.0

21.6

9。 1

4。 0

17.4

7.3

32.8

18。 1

3.4

8。 6

37.1

42.8

14。 6

17。 0

5。 2

19。 3

1.2

6。 0

4e2

12。 6

11。 6

9。 6

13。 0

22。 6

58.0

407

81。 5

52.4

90。 0

54.6

98。 0

68。 4

243

33.6

15。 3

84.6

81.5

257

117

42。 9

26◆ 7

43。 8

24。 1

28.7

16.7

66.8

19.0

13.2

40。 4

51。 5
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川
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１

井

籠

１９

水

取

過

渠

．
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道

　

鉄

道

　

松

宮

暗

大

村

新

国

坂

国

国

取

則

旦

6。 5 10。 0

6。 7  9.6

4。 4  8.6

5。 1  11。 0

4.8  9。 9

1。 2  7.0

5.0  7.8

0.8  10.1

2。 5  4.1

8.5  10。 2

3.1  6.5

7.8  9。 6

5.9  7.6三菱化成入口

30507 洞海湾水域に流出する工場排水調査  昭和46年 5月 26日から同年6月 4日 にかけて,洞海
湾水域に流出する工場排水の調査を行なった。その結果,表53に示すように16工場29排水国のうち,
排水基準に合致したものは,わずか 7排水口で,不適率76%であった.pH異常であったものは,化
学工業と窯業の排水に多く,COD,SSが 不適であったものは窯業,鉄鋼業の排水に多く,π―ヘキサ
ン可溶性物質が不適であったものは化学工業,コ ークス業の排水に多くみられた。

30508 畜舎排水調査  畜舎排水については未規制であるが,ぶ たのふん尿など BOD源を多く含
んでいるので,そ の排水の実態をは握しておく必要がある.県公害課の依頼に基づき,昭和47年 1月



- 49 -

か ら3月 まで,月 1回 ,県内の 8か所の畜舎に
ついて,そ の排水の調査を行なった.その結果

表54に示すように, BOD値,全窒素,浮遊物
質の濃度などかなり高かった.

30509 海水浴場調査  昭和46年 7月 に県内
の 8海水浴場について,水質調査を行なった.
その結果は表55の とおりで,名島,津屋崎,浜
の宮,長重の 4か所が海水浴場として不適であ
った.こ のうち,津屋崎海水浴場の調査は,採
水日の前日の降雨により,土砂を含む河川水が

多量に流入している異常状況下で行なったもの

である.

表 53 洞海湾水域に流出する工場排水
分析結果

分 析 項 目  最小  最大
排水基

平均 準水適
率 (%)

pH
COD   (ppm)
SS      (ppnl)

κ―ヘキサン可溶性
物質    (ppm)
フェノール類 (ppm)

全 シ ア ン (ppm)

全 ク ロ ム (ppm)
6ィ面クロム  (ppm)

2e l     12◆ 2

0。 0    606

0。 6  5,132

0.0     23。 8

7。 6    32

46.8   32

264      32

4。 5    36

3。 4   100

0.01     0

28.2    80

21。 0   80

0。 00

0。 6

0。 0

0。 04

91.4

87。 5

表 54畜 舎 排 水 実 態 調 査

試料 No. pH SS(ppm)   総窒素(ppm)  BOD(ppm)

E-1

E-2

E-3

E-4

E-5

E-6

E-7

E-8

f平、  均
1最小～最天

f平. J勿
1最小～最天
「平・  均
1最小～最天

f平. 均
1最小～最天

f.平、  」勿
1最小～最天

F平・  均
l最小～最天

f平・  均
1最小～最天

|:輩小～最実

8.2
8。 1^v8。 4

7.4
7。 3^v7.7

7.5
7.2^v7.7

8。 1
7.8^v8。 3

7。 4
7.1^v7.7

7。 8
7。 0^v8.5

7.4
7.0^v8。 1

8。 1

7.7^‐ 8。 8

359
124^v815

75。 7

1⌒v159

94.7
19^v213

346
34^v952

5.3
3^v9

368
98^v569

381
311^v498

672
409^v982

78.5
34.0ハv107

14.7
7。 8^v25。 1

19。 4
7.3⌒v35.2

75。 9
38.0～ 123

7.4
6.4^v9。 0

127
58。 2ハv189

151
100⌒v242

204
176^v223

245
114^v480

58.3
5。 9^v92.5

121
12。 9^v288

237
75。 5^v511

4。 4
3。 6^v5.3

324
178^v539  _|

418
238^v727

579
471～678

表 55海 水 浴 場 調 査 結 果

pH COD (ppm)
海 水 浴 場 名

最 小   最 大   平 均   最 小   最 大   平 均

島

崎

宮

原

重

原

道

島

松

　
　
の

屋

の

の
　
　
古

名

津

浜

大

長

生

百

能

7.18

7.22

7。 42

8.20

7.60

8。 10

7。 60

8.20

8.05

8。 16

8.00

8。 20

7。 70

8.10

8。 20

8.20

7。 69

7.96

7。 75

8。 20

7.69

8.10

8。 08

8。 20

3.8

2。 1

1。 4

0。 1

3.3

0.4

0。 8

1.0

12。 4

4。 5

3。 7

0.2

3。 5

0。 7

1。 6

1.1

6。 0

3。 1

2.4

0。 1

3。 4

0.5

1.0

1。 1

注 :許容基準 pH 7。 8～8.3 COD2。 Oppm以下

305010 周防灘流入河川調査 県公害課の依頼により,周防灘に流入する県内河川 (18河川,40採
水点)について,昭和47年 7月か ら昭和48年 2月 までに4回調査を行なった.そ の結果;表 56に示す
ように BOD値は一般に低 く,清澄な河川であった.
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表

“

 周 防 灘 流 入 河 川 調 査 結 果

河 川1名  採水場所
SS  (pprn) BOD (ppm)

最 小   最 大   平 均   最 小   最 大   平 均

黒  川
佐 井 川

岩 岳 川

中  JH
城 井 川

小山田川

岩 丸 川

祓  川
今  り||
長 峡 川

橋

橋

口

口

橋

橋

橋

橋

川
剤
　
　
宮
の
石
尾

新

佐

河

河

浜

西

滝

沓

0.0

0。 0

0.0

0。 0

0.0

0。 0

0。 0

0.0

0。 0

4。 0

790

2。 5

4.4

20。 5

10.0

29。 2

4。 3

15.2

7。 1

113

104

0.8

2.4

3.8

3。 4

8。 3

le 2

5.9

3.6

36。 5

0.0

0。 4

0.5

0。 5

0.2

0.4

0.0

0。 6

0.3

0.7

1.2

1。 1

2。 2

1.2

0。 8

1.0

le l

l.1

1.3

2.4

0.6

0.8

0。 9

0.8

0.5

0.8

0.4

0.8

0。 8

1。 1

汐 止 堰

河  口

305011 瀬戸内海水質汚濁調査 環境庁の依頼により,瀬戸内海関連11府県 6市でいっせいに瀬戸
内海水質汚濁調査を行なったが,そ のうち,当所においては周防灘に流入する河川 (7河川)につい

て調査した.そ の結果,表57に示すとおりで,長峡川河国が最 も汚濁されており, りん酸イオンやア
ンモニア窒素が多かった。

表 57瀬 戸 内 海 調 査 結 果

河川名  採水場所名
COD(ppm)  P043-(ppm) NH3~N(ppm) N02~N(ppm) N03~N(ppm)

最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均

佐井川

岩岳川

中 川
城井川

祓 川
今 川
長峡川

佐 井 川 橋

岩岳川汐止堰

中 川 河 口

浜  宮  橋
沓  尾  橋
今川 汐 止 堰

長 峡 川 河 口

2.2 1。 5

3。 2 2。 0

3。 8 2。 6

3.3 2.1

3。 1 2.3

2.5 1。 3

6.5 3.3

1.0

1。 1

1.6

1.4

1。 7

0。 7

1.4

0。 01 0。 12 0.07

0。 05 0。 13 0。 09

0。 02 0。 06 0.04

0。 03 0.11 0.07

0.05 0.12 0.08

0.00 0。 06 0.03

0.21 0.41 0.29

0.09 0。 13

0.07 0。 11

0.06 0.11

0.10 0.15

0。 08 0。 21

0。 01 0.14

0.07 1。 11

0.00 0。 11 0。 04

0。 00 0。 15 0。 05

0.00 0。 01 0。 00

0。 00 0。 04 0。 02

0。 00 0。 02 0.01

0。 00 0.10 0。 05

0。 00 0。 16 0。 07

1。 06 0。 76

0.91 0。 59

0.12 0。 06

0.22 0.14

0。 24 0。 14

0。 39 0.30

0。 63 0.34

0.11

0。 08

0。 09

0.12

0.14

0。 08

0。 43

0.51

0.20

0.01

0。 04

0。 09

0.17

0。 15

305012 遠賀,宗像,粕屋,糸島地区の県内河川水質汚濁調査 昭和47年 8月 か ら昭和48年 2月 に
かけて,県公害課の依頼により遠賀,宗像,粕屋,糸島地区の県内河川 (14河川,32採水点)につい

て,水質汚濁調査を行なった。この調査の結果,花鶴川の花鶴橋,湊川の湊橋 と3号線橋,釣川の稲

元橋 と鍵橋と宗像町上水道取水口,矢矧川の海老津と矢矧橋,西郷川の浜田橋,桜井川の汐井橋 と未

松橋,初川の大石橋における各採取水の BOD値は一般にやや高 く,採取時期によって値のばらつき
がみられた.こ のような傾向は人為的汚染の影響によって生じたものと考えられる.そ のほかの採取

水については,BOD値 が lppm前後か,そ れ以下であり,清澄な河川であると考えられる.
305013 博多湾流入河川水質汚濁調査 昭和47年 9月 か ら昭和48年 3月 にかけて,県公害課の依頼
により,博多湾に流入する河川のうち,採水場所が福岡市以外の地点であるものについて,水質汚濁

調査を行なった.そ の結果,表59に示すように,宇美川と須恵川の汚濁が著しく,そ の他の河川につ

いては清澄な河川であった。

305o14 特定施設排出水の実態調査 県公害課の依頼により,昭和47年 5月か ら昭和48年 2月 まで
の間に,309施設 (排水口311)について排出水の水質試験を行なった.そ の結果,表60に示すとおり
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表 58 遠賀,宗像,粕屋,糸島地区
の県内河川調査結果

浮 遊 物 質   BOD
調  査 嘉 レ 担 証 __壺 堅 登 ______壺 型 ⊇ __

河 川1名  不小勿〃1最
小 最大 平均 最小 最大 平均

表 59 博多湾流入河川調査結果

採 水 河 川 名

浮 遊 物 質
(ppΠl)

BOD
(ppΠl)

最小 最大 平均 最小 最大 平均

矢 矧 川

汐 入 川

釣   川

6。 0 20。 0

0。 0 9。 8

4。 1 25。 2

2。 9 14.2

5。 4 16.5

8。 6  278

0。 0 12.9

1。 7 20.2

0。 6 16。 3

0。 0 23.3

0。 0 22。 6

0.0 12。 6

2。 5 18。 7

2。 8 26。 9

3。 1 1.6

3.2 1.2

1。 3 0.9

5。 0 2.3

4.4 2.5

4。 7 1.7

8。 8 4.3

5。 9 3.7

2.9 1.5

1.0 0。 8

1.4 0。 7

1.8 0.6

1.1 0。 7

1。 4 0.7

瑞梅寺川

天 神 橋

池 田 橋

大  門

0。 8 16.3  7.3

0.4 2。 8 1.8

2。 5 4。 1 3。 4

0。 1  323 87.7

3。 9 20。 3 13.3

8.9 74.6 25。 4

1。 5 4。 5 2。 8

2.1 21.2  9。 2

2.2 65.0 18el

0。 3 1。 9

0。 5 1。 8

0.4 1.8

1。 0 7。 3

2。 2 3。 9

2。 4 3.2

0。 9 3.1

0.6 2.0

0。 7 3.1

橋

口

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

矧

　

月

　

元

田

鶴

　

井

天

丼

波

板

吉

矢

河

皐

鍵

稲

浜

花

湊

汐

弁

深

佐

赤

福

9。 3

5。 7

13.7

7。 9

9.8

61。 1

5.6

8。 9

8.1

9。 8

12.6

4。 7

8。 8

8.4

0。 8

0。 4

0.3

0.8

1。 7

0.6

0.8

2.0

0。 7

0。 6

0.3

0.0

0。 5

0。 3

|

t

1.2

1。 1

1。 3

4.2

3。 0

2.7

1。 6

1.4

1。 9

堂 釜 |ll f吉
原大橋

● ノヽ ′:it亀
山新橋

須 恵 川 酒 殿 橋

猪 野 川 岩 鼻 橋

多々良川 大 隅 橋
久 原 川 深 井 橋

西 郷 川

花 鶴 川

湊  川
桜 井 川

雷 山 川

一黄山川

加 茂 川

長 野 川

福 吉 川 表 61 PcB都 道府県別出荷量

表 60 47年度特定施設排出水の調査結果 探 ミ首 膚 旧 夕  44 年   45 年   46 年   △uP坦′!U小個 (ト ン) (ト ン) (ト ン) 口

分 析 項 目 件数  最小  最大  平 均 180

370

160

160

680

1,180

110

200

610

550

1,220

920

340

1,630

1,130

110

50

120

5.03

0.2

計

浮 遊

可 溶

BOD
COD
pH

フ ェ ノ ー ル類

全 シ ア ン
ひ    素
カ ド ミ ウ ム

鉛

全 ク ロ ム

六 価 ク ロ ム

亜     鉛
マ ン ガ ン

銅

192    0.0

46    0.0

149*   0。 4

5,948    177.0

74。 2    9.3

3,566    308.0

77。 7

7。 20   6.13

0.00

20.0    1.15

0.12   0.01

0。 019  0。 003

0.6    0.06

4。 68   1。 17

4。 37   0.12

112     ]_5。 49

0.00

3。 41

66     11.5

1.06

質

ン
質

物

サ
物
キ
性

島

木

葉

玉

京

川

山

井

岡

知

重

賀

都

阪

庫

島

岡

本

人ホ

福

茨

千

埼

東

神

富

福

静

愛

三

滋

京

大

兵

広

福

熊

・０

　

２０

　

１０

　

２０

　

８０

　

００

　

４０

　

４０

　

９０

　

２０

　

８０

　

４０

　

４０

　

５０

　

９０

　

５０

　

０

　

０

0。 00

0。 00

0。 00

0。 0

0。 00

0。 00

0.02

全     鉄
可 溶 性 鉄

注 :*測定不能のサンプルを1件含む
環境庁企画調整局公害保健課 :生物汚染調査懇談

会資料 No.1.生 物汚染47。 3.22に よる.

であった.こ れによると,シ アンや重金属を排出する工場については排水基準を越えるものは少なか

ったが,有機物質を含む水を排出するため BODで規制されている工場については基準を越えたもの
が多く,BOD値 の平均は 308ppmであった.
305015 福岡県における PCB汚染調査 現在 PCB汚染が社会問題化されている.過去数年間に

消費された PCB量 (昭和43～46年, 3か年の合計)を主要な18都道府県別にみると表61に示すとお

りで,最 も多いのは大阪の4,340ト ンで,ついで二重,神奈川,滋賀,静岡,東京,京都の順である。
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全国の消費量の約半分が近畿地方で,ま た 1/4が関東地方で消費されている。これらに比べて,福岡

県での消費量は 130ト ンで18都道府県についての消費量ランクからみると当県は最下位である。しか

し,当県においても PCBの汚染状況をは握する必要が生じ,昭和47年 5月～ 7月 に第一次 PCB調
査を実施し, これに引き続いて環境庁委託調査を含めた第二次 PCB調査を実施した.その結果,汚
染状況はつぎのとお りであった.

1)下水処理場, し尿処理場およびごみ焼却場についての調査 調査の結果は表62か らみられるよ
うに飯塚市ごみ焼却場の底質からわずかではあるが Oe lppmの PCBが検出された.

表 62  下水処理場,し尿処理場およびごみ焼却場についてのPCB調査結果

調 査 場 所   対  象  採取月日
定 量 値 (ppm)

水   質    底質 (乾泥)
パターン (KC)

東 郷 下 水 処 理 場

中間市外 4町環境衛
生組合し尿処理場

飯 塚 市 ごみ焼却場

古 賀 町 ごみ焼却場

一　

一
　

一　

一　

〇０

　

一

ず
ず
れ
れ

さ

さ

さ

さ

さ

出
出

出
出

出

検
検

検
検

検

水
水

水
水

水

水

入
出

出
出

煙

煙

流
流

流
排

洗

洗

8。  7
8。  7

8. 7
9。 18

9.19

9。 18

れず
れず

れず

検出されず

0。 1

検出されず

2)地先海域調査 調査結果は表63の とお りで,水質についてはいずれの試料からも検出されなか
ったが,底質からは伊川地先を除いて,わずかではあるが 0。 02～lppmの PCBが検出された。

表 63 地 先 海 域 PCB調 査 結 果

海 域 名 調 査 場 所
定量値 (ppm)

水 質  底質 (乾泥)
パターン (KC)  参   考採取

月日

大牟田地先海域

有  明  海
大牟田川河口沖
1,500m

5。 18 検出されず

8。 10 流出されず

8.10 検出されず
8.10 検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

1

0。 03

0.05

0。 05

検出されず

検出されず

0.06

検出されず

検出されず

検出されず

0.1

検出されず

検出されず

400:300(3 : 1)

400

400

400

海域の底質

広島県大野地先海

域  30pprn二 月1 坑 沖
初  島  沖

沖

沖

沖

沖

沖

沖

野
　
　
　
　
　
田

島

　

自

先

川

香

　

　

　

吉

名

名

和

部

伊

下

博多湾東部海域

400:500(1 : 1)

伊 川地 先海域

豊前 地 先 海域

PCB lppmは有明海の底質 (大牟田川河日から 300m沖の地点)か ら検出された値で, これを除
いた場合の最高値は 0。 lppmで,豊前地先海域の底質についての分析結果である。

3)港湾調査 調査結果は表64に示すとおりで,水質についてはいずれの港湾からも検出されなか
ったが,底質からは 0.00～9ppmの PCBが検出された.洞海湾の底質が最も高い濃度を示し,つ
いで大牟田港,小倉港,門司港および博多港の底質の順に PCBの濃度が少なくなっていた.ただし,
静岡県田子の浦の底質についての 144ppm,香川県高松港の底質についての 33ppmと 比較すると,

当県調査港湾底質の PCB濃度はかなり低かった。

沖

沖

沖

田

島

島

椎

宇

宇

一　
∞

　

一
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表 64 港 湾 調 査 PCB結 果

港  湾  名 採水点 督晋
定量値 (ppm)

水 質   底質 (乾泥)
パターン (KC)

他|

値
港湾の底質の検出

(ppΠl)

大 牟 田 港

洞  海  港

港

港

一　

３〇

　

一

倉
　
　
　
司
　
　
　
多

小
　
　
　
門
　
　
　
博

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

1。 0

1。 0

0。 9

0.1

0。 1

9.0

0。 1

0.1

0.6

0.3

0.1

0。 1

検出されず

0。 4

検出されず

400:500(1

400:500(1

400:500(1

300

300:500(1

300

400:500(1

400

500:600(1

600

600

300:500(1

静岡県田子の浦

(中央)  144
香川県高松港  33

:1)
:1)
:1)

:1)

:1)

:1)

:1)

港

検出されず

4)工場排水関連水域調査 調査結果は表65に示すとおりで,水質については大分製紙の工場排水
路の採取水から 0。 01ppmの PCBを検出した.

その他の地点については 0。 000～ 0。 009ppmで, 三西化学排水口下流の採取水の O。 009ppmが最

高検出値であった。

また底質については三西化学排水口下流で最高 100ppmを 検出した。 これは, 環境庁ほかによる

“PCB汚染実態調査結果に基づく対策 "の 2-ィ (下記 10)の 参考資料,PCB汚染実態調査結果に基
づく対策)に該当する。なお念のため三西化学排水口下流周辺の井戸水について調査した結果,PCB
はいずれも検出されなかった.検出されないとは 0.5ppb以下の場合をいう.

表 65 ェ 場 排 水 関 連 水 域 PCB調 査 結 果

調 査 水 域  調 査 地 点
定量値 (ppm)

水 質  底質 (乾泥)
採取
月日

パターン

(KC) 参 考

中 の 井 川

久留米市用水路

高  良  川

大 牟 田 川

有  明  海
筑 後 川 水 系
ク リ ー ク
嘉  麻  川
犬  鳴  川
工 場 排 水 路

宇  美  川
井  戸  水
井  戸  水

福陽製紙 (津の江)

三西化学排水口下
流

日 本 特 殊 塗 料

三井東圧化学排水
口50m下流
三 井 ア ル ミ

九 州 塗  料

九  州 指  月
ゴ ー ル ド製 紙

大 分 製 紙

ビーオーケミカル

久留米市荒木 (1)

久留米市荒木 (2)

0。 003        -

0。 005      37^v100
0.009        75

検出されず    0。 06

他県の工場近接水域
の検出値 (ppm)

水質

大阪府豊中市
(松下電機)0.29
滋賀県農業用水路
(日本コンデンサー)

0.021

底質

大阪府豊中市
(松下電機)2,666
滋賀県農業用水路
(日 本コンデンサー)

1,448

大分県庄手川
(日 田製紙) 150

{

8。  4

12.14
8. 4

8. 4

8.10

8。  4

8。  7

8。  7

8。  1

8。  7

12。 14

12。 14

検出されず

検出されず

0.002

検出されず

0。 01

検出されず

検出されず

検出されず

0.1

検出されず

1

9

0.7

3

0.07

０

　

０

０

　

〇

　

一　

５０

１

０

０

０

〇

　

一

３０

　

４０

６０

４〇

　

一

‥

‥

３０

３０

３０

３〇

一

8。 10      0.001

400
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なお,汚染防止対策として, 1)工場排水規制の強化 2)三 西化学については事業者負担による
しゆんせつ,周辺井戸水の調査および水田土壌の調査が考えられている。
5)発生源調査 調査結果は表66の とおりで, 排水中の PCB濃度は 0.5～5ppbの範囲にあり,
低い値を示したが,底質については,成田興業排水ピット中のヘ ドロから乾泥として 300ppm,三笠
化学のヘ ドロから乾泥として 120ppmの PCBが検出された。
対策として,工場内堆積スラッジの管理強化を行なう必要があろう.

表 66 PCB発 生 源 調 査 結 果

調  査  場  所  採取月日   対 象    定量値 (ppm)  パ タ ン

三井東圧化学

三 笠 化 学

成 田 興 業

吉 富 製 薬

八 女 製 紙

(大牟田市)

(甘 本 市)

(八 女 市)

(豊 前 市)

(八 女 市)

一

〇〇

〇〇

〇〇

3泥

泥

泥

泥

乾

乾

乾

乾

水
泥

水
泥

水
泥

水
泥

水

下
　
の
　
の
　
底

直

　

　

　

　

　

　

・

町
　
ト
　
ト
　
路

水

　

ツ
　

ツ
　

水

排
排

排
ピ

排
ピ

排
排

排

0。 0005

120

300

0.0004
1

0。 002
18農業用水路底泥 (湿泥)

6)河川調査 県内 8河川についての調査結果は表67の とおりで,水質では花宗川高塚井堰で “対
策 "1(下記 10)の参考資料,PCB汚 染実態調査結果に基づく対策)に該当する 0。 01ppmが検出さ
れた.ま た中の井川で 0。 007ppmが 検出された。

底質については, 花宗川大福寺橋において採取したものから 100ppm,高塚井堰のものから 120
ppm,中の井川 3号線橋のものから 110 ppmと ``対策"2-ィ (下記 10)の参考資料, PCB汚染対
策実態調査結果に基づく対策)に該当するものが検出された.

表 67 河 川 PCB調 査 結 果

水 域 名  調 査 場 所
定量値 (ppm)

水 質  底質 (乾泥)
パターン (KC)  参 考

採取
月日

中の井川

花 宗 川

矢 部 川

筑 後 川 {

諏 訪 川

今  川

遠賀川
{

上妻小学校南の橋

南 大 野 井 手 橋

南 大 野 井 手 橋

前

橋

橋

堰

橋

閣

線

寺

井

郷

安

号

福

塚

の

平

３

大

高

宮

流

点

堰

堰

瀬

堰

堰

橋

堰

水

　

　

座

流

田

口

　

取

止

島
生

場

　

　

准

中

合

大

坂

荒

馬

汐

川

伊

山の井リ

12.14

12.14

12。 14

12.14

12.14

12。 14

8。  4

12。 14

12.14

12。 14

0。 007

0。 01

′
 0。 001

62

65

110

100

120

56

4

69

13

0.8

検 出 されず

検 出されず

0。 03    400:500(1 : 1)

検出されず     一
検出されず     一
検出されず     一

他県水域の検出値
(ppnl)

水質

山梨県富士川
関連用水路 0。 90

大分川
大分市長浜町地先

0。 024

底質

大分川
大分市長浜町地先

150

静岡県田子の浦港
中央     144

０

０

‐０

０

０

０

０

‐
０

１

１〇

一

一

３０
３０
３０
３０
３０
３０
３０
３０
に
、
３０

．
．

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず
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なお,花宗川については, 流域の井戸について水質調査をした結果, いずれの井戸水からも PCB
は検出されなかった (0。 5ppb以下).

また,花宗川流域の水田土壌および玄米について調査した結果,工場排水が流入していると考えら
れる水を農業用水としている水田土壌については,水国の表土から 9。 Oppmの PCBを検出したが,
非汚染水を使用していると考えられ水田土壌については PCBは検出されなかった.ま た,当該水田
の玄米からはいずれも検出されなかった (0。 006ppm以下).
なお,米の PCB汚染について観察すると,,
第一次調査において分析した八女地区および糸

島地区の46年度保有米中から, いずれも PCB
は検出されなかった.ま た,環境庁委託分の大
牟田地区の46年度保有米からも PCBは検出さ
れなかった.

当県で調査した玄米中の PCB濃度は,草津
の玄米中 PCB濃度 1。 33ppmと比較すると極

表 68 井戸水の PCB分析結果

調 査 場 所

めて低濃度であった.これは, 滋賀県草津市日コン周辺土壌から 1,200ppmの PCBが検出されて
おり,地域的な汚染度の違いによる影響を反映した当然の結果と考えられる。

表 69 水 田 土 壌 お よ び 玄 米 の PCB分 析 結 果

採取  定 量 値
月日   (ppm)

パターン

(KC)

八女市大福寺

八女 市 稲 富

八女市下稲富

筑 後 市 長浜

筑 後 市 長浜

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず

8. 4

8。  4

水 田 土 壌 (乾泥) 玄 米
調査  調査
区分  場所 試料 対象

個 所
定量値  パ
(ppm)

定量値  パターン
(ppm)  (KC)

参 考

汚
　
染
　
田

八

女

市

馬

場

第
　
　
一一　
　
次 土

土

表

心

染
田
非
汚

表  土

心  土
0.02

検出されず

検出されず

検出されず

検出されず
(0。 005)

検出されず
(0.006)

|

1
t

{

口

央

口

央

央

央

水

中

水

中

中

中

４０

１

４０

１

００

１

００

１

０〇

　

一

300

300

玄米

草津  1。 33ppm

土壌

滋賀県草津市 日コン
周辺  1,200pprn

神奈川県湘南地区
173ppIIl

郡
　
　
郡

八
女
　
糸
島

第

一
次

検出されず   ИAn
(0.005)     ・

Vυ

検出されず   Иnn
(0。 003)     

牡VV

大 田
第

一

一

有
ド

一

柄

一

一次
一

検出されず 検出されず

当県の対策として, 1)工場排水規制の強化 (上乗せ排水基準の設定,監視の強化) 2)ェ 場内
堆積スラッジの管理強化 3)事 業者負担によるしゅんせつの実施 4)周 辺井戸水の調査 5)水
田土壌調査などが考えられている。

7)ノ ンカーボン紙調査 ノンカーボン紙については, PCBが混入していると考えられる昭和46
年 3月 以前納入のもの 2検体および47年 1月 以降納入のもの 2検体,計 4検体を第二次調査対象とし
て分析した。その結果は表70に示すとおりで,46年度公立学校共済組合決算付属明細表 (公立学校共

済組合本部・東京から47年 2月 に送付されたもの)か ら 24,000ppmの PCBが検出されたが, これ
は現在,使用されていない.

なお,第一次調査において,成田興業使用原料故紙 3検体,庁内使用感圧紙 4検体について分析し

― ン



―-56-―

たが,PCB濃 度の範囲は 2～1lppmで あった.
ノンカーボン紙の購入にあたっては, PCBを 使用していない旨の証明書の添付を義務づけられて
いるが,なお,念のため,最近納入されたノンカーボン紙について調査を行なう予定である。

表  70  ノ ン カ ボ ン 紙 PCB調 査 結 果

区 分 検 体 名 使用部 (庁 )課名    分析値(ppm)  備考

昭和46年 3月 以前
納入のもの

昭和47年 1月 以降
納入のもの

書 台 帳 A
圧 ガ ス 販 売 許 可 書

算  執  行  伺
算 付 属 明 細 表

文化会館・資料課

商工水産部・工業課

企業局総務課

公立学校共済組合

第
二
次
調
査

図

高

予

決

22,000

16,000

540

24,000

成原 fく
田料 l圭
興古 1円
業紙 k自

感

圧

紙

f清算事業年度予納申請書

1料 理 飲 食 等 領 収 書

l法 人 税 調査一括決議書

t財 政 課 領 収済 通 知 書

紙

紙

紙

ず

色

色
第

一
次
調
査

8)食品等の調査第一次調査において,ぼ ら,べいがい,なす,い ちごについて分析を行なった.

その結果は表71の とお りで,生試料としての PCB濃度である.

ぼら (3試料 :全肉部)についての PCB検出濃度は 0.1,0.2,0.4ppmで , べぃがいについての

分析結果は 0.09ppmで あり,いずれも暫定基準を越えたものはなかった.

また,なすでは,0。 006ppm,ぃ ちごでは 0。 005ppmで あった.

イ)ぼ らについては, 東京湾の調査結果である 1.65～ 19。 l ppm(平均 5.49 ppm), イ山台湾で の

0。 69ppm,瀬戸内海での 2。 09ppm,10。 9ppm(た だし腹肉)に比べると当県の分析結果は低 く,宮

崎県での 0。 04～ 0。 49ppm,愛媛大学調査 (3試料)のO.31ppm,0.31ppm,1。 06ppm(背肉)に比
べると,上限値を除いて,ほ ぼ等しい値を示した。

また,ぼ らは肉部中腹部に PCBの畜積量が多く,愛媛大学で行なったぼら3試料についての分析
では,そ れぞれ,腹部中の PCB濃度は3.88ppm,10。 9ppm,2。 07ppmで あった。

なお,当県のぼらについての分析値は東京湾内外の あいなめ, はぜ, あじ,わかしなどの分析値

0。 1～0.5ppmに 相当するようである.

口)当県で分析したべいがいの PCB分析値は東京都衛生研究所調査による,か き,ほたてがい,あ

さり, しじみの PCB分析値 0。 00～ 0。 33ppmに比べてはるかに低かった.以上,魚貝類について暫

定基準値を越えたものはなかった.

ハ)い ちごについては当県の分析値は大阪での分析値 0。 5～ 1。 Oppmに 比べてはるかに低かった.
二)なすについては,他県での調査が行なわれていないので,大阪で分析した各種野菜についての

分析値 0。 1～ 0。 9ppm(40件 )について比較した結果, 当県のなすの分析値が明らかに低いことが認

められた。

なお,第二次調査における食品の PCB分析は,当所の食品関係職員が行なっており,そ の内容に
つぃては 1・ 2において述べられている.

9)県の PCB汚染に対する主要対策 第一次,第二次 PCB汚染調査の結果,県はつぎのような
対策を計画している.
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71表  食 品 等 の PCB調 査 結 果

試   料   採  取  場  所    採取月日    定量値(ppm)   パ タ

0。 2

0。 4

0.1

0.009

0.006

0。 005

5。 24

5.25

6。  1

5。 25

5。 23

5.24

田

前

牟大

豊

海

灘

明

防

有

周

島

田牟

糸

大

灘

海

海

明

玄

有

か
りlざ

´ヾ い が い

な   す
い ち ご

山門郡瀬高町大字東山

三 猪 郡 三 猪 町 王満

積スラッジの管理強化を指導, 3)事業者負担        にふ:‐十ユ、一寺   幸さ:  孫 収 場 明 ま 丁こは    _三 倍 /偽n_ヽ
によるしゅんせつの実施, 4)周辺井戸水調査,   諷 付  調 査 機 関  ん里1鳳Ψν■■■ノ

5)水田土壌調査, 6)関 連河川の水質等の調
査, 7)関連河川の魚類の調査, 8)採捕等の

1。 65～ 19。 1  (5.49)*

河川対策 :1)工場排水の規制強化 (上乗せ

排水基準の設定,監視の強化), 2)工場内堆

禁止・                    ぼ  ら
PCB汚泥 (産業廃棄物)処分暫定方針 :1)

恒久対策 (技術開発を待って専焼炉による焼却

を実施すること),2)暫定措置 (事業所内の適
正保管・埋立地の地盤改良による隔離埋め立て

:地盤の地質および地形によっては,コ ークス,

砂等を布敷し,地盤の改良をする。埋め立て後
は地下水などの検査を実施し,環境管理をする。

層状埋め立てを実施し,降雨時の汚泥の流出を

防止する).

大分県の PCB汚染に対する関連対策 :1)

大分県日田製紙と八女市故紙再製等の関連河川

表 72 他の都道府県における魚貝類
のPCB調 査結果

京 湾

仙 台 湾     0。 69

瀬戸内海 (腹肉)2。 07,10。 9
宮  崎 (4件) 0.04～ 0。 49
感腫+彰 ∫背肉 1。 06,0。 31,0。 31兵坂ノヽす 腹ヽ肉 3。 88,10。 9,0。 31

たいなユ1東京湾内
Vよ     巳 ノ

なかじl東京湾外
か  き 東京 (20件 )
ほたてがい 東京 (1件 )
あ さ り 東京 (3件 )
し じ み 東京 (3件 )
い ち ご 大阪
その他の
野菜,果 大阪
物

0.1^v6。 5

0。 00′ ′ヽ0.33

0.08

+
0.00^▼.0。 19

0。 5～ 1。 0

0.1⌒ vO。 9

の魚類調査実施。 2)花宗川の魚については,   注:*()内 は平均値
漁業として採捕されていないが,今後とも採捕せず,食用に供しないよう指導する.

10)PCB汚染に関する参考資料 環境庁ほかによる “PCB汚染実態調査結果に基づく対策"およ
び “PCB暫定基準値等"をつぎに掲げる.
PCB汚染実態調査結果に基づく対策
昭和47年12月 21日 環境庁,通産省,運輸省,建設省 .
1.PCBに より水質が汚染されている公共用水域について
昭和47年度の一斉点検によって 0。 01ppmを越える PCBの汚染が認められる公共用水域について
は, これに流入する PCB取扱い工場および故紙再生工場の排出水の再点検を実施し,必要に応じ工
場内排水溝等の清掃,PCB使用機器の転換,故紙の選別の徹底等の措置を講ずるものとする。
2。 PCBに より底質が汚染されている公共用水域について
イ)昭和47年度の一斉点検によって 100ppm(乾燥固形物重量)以上の PCB汚染が認められる
底質 (ヘ ドロ)については,ただちに比染範囲等を明らかにするための詳細調査を行ない,早
急にしゅんせつ (封じ込めを含む)な どの除去対策を講ずるものとする.この場合あらかじめ
関係行政機関からなる対策会議を設け,処理方法などについて協議し,円滑な実施を図るもの
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とする.

１
だ
―
Ｉ
Ｉ
電
１
′
■
月
切
Ｈ

口)PCB濃 度 100ppm未満の汚染底質について昭和48年度詳細調査を実施 し,別途に実施中の

底質中の PCBが生物におよぼす影響に関する調査研究の結果をまって除去の必要性を検討す
る.

ハ)PCB汚 染底質除去対策については, 緊急的に関係各省よ りなる技術検討会を設け, しゅん
せつなどにおいて, 2次公害を発生 させないよう,統一的な処理固定方法を確立 し,万全を図

る.

PCB暫定基準値等

表 73 食 品 の PCB暫 定 基 準 値

目 暫定基準 (ppm) 適 要 検出限界(ppm)

魚 介 類 ∫遠洋,沖合い
(可食部)1内海,内湾,内水面

人体の1日 摂取許容量 5μg/蛇/日

(暫定)を算出,こ れに食品の PCB
汚染の実態を勘案して決定.

0.5
3

0.1

1

0。 2

0。 5

0.2

5

0。 01

粉
　
　
　
包

製

用児
　
　
　
器

牛

乳

育

肉

卵

容

乳 (全量 )

品 (全量 )

乳 (全量 )

類 (全量 )

類 (全量 )

装 (全量 )

表 74 ェ 場 排 水 の PCB排 出 限 界

区 分 排 出 限 界 (ppm) 検出限界 (ppm)

工  場  排  水    (特 定事業場排出濃度)一 (処理原水濃度)≦ 0。 01

表 75 焼 去 処 分 の PCB排 出 限 界

区  分  排出限界(曜/ポ)   適 要 (限界の算出根拠) 検出限界

排 ガ ス

最高値 0.25

(液状 0。 15)

平均値 0.15

(液状 0。 1)

暫定総摂取許容量 250μg/人/日 (食品衛生調査会),

呼吸量10ポ/人 /日 ,吸収率50%(ト リクロルエチレン
30%).1日 総摂取許容量に対する無影響域 2.5μ g/日

(250μg× 1/100)

2。 5μg=0。 5μg/ゴ (大気中限度)× 10r× 50%

0.5μg/ポ ×1000(拡散)=500μ g/ポ

500μg/ポ ×%(安全率)=250μg/r

表 76  環 境 (公共用水域,農用土壌)に お け る PCB対 策

区 分   要対策値(ppm)   対 策 措 置 検出限界

公共用水域の水質

公共用水域の底質

農  用 土 壌

0。 01以上

100以上

10 以上

∫工場排水の再点検,排水溝の清掃, PCB使 用
t機器の転換,故紙選別の徹底.

∫浚渫 (封 じ込めを含む)除去。未満についても
148年度詳細調査。

{彎F習守墨覆鸞
,必要に応じ対策検討.未満に

0。 5 ppb

O。 01 pprn

O。 01 pprn

(専門研究員 森本昌宏,研究員 平古場朗,研究員 深町和美,技師 森木弘樹,技師 柳川正男,技師
徳永隆司, 技師 重江伸也, 技師 山内一夫, 技師 自川妙子, 技師 古田直子,技師 佐々木早知子,
技師 岸川昭夫,技師 北喜代志 )

0.01
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3o6 その他の水質試験
3o6・ 1 河川投棄物 (色素)の分析  昭和46年 6月 に薬院新川の河川水が深紅色を呈する事例が発
生した。環境整備局公害課の調査により,河川付近に放置してあった石油かん中の使い残された色素
らしいものが薬院新川に投棄されたものと判明した。

当所は公害課の依頼により,同物質の内容を調べるため光電分光光度計による可視部,紫外部の吸
収スペクトルおよび赤外吸収スペクトルの測定ならびにペーパークラマトグラフ法により試験を行な

った.

その結果,同物質は食用赤色102号 [1-(4′―スルホー1′―ナフチルアゾ)-2ナ フトールー6,8-ジ スルホン

酸ナトリウム]約90%,食用赤色 3号 E9-(0-カ ルボキシフェニル)-6-ヒ ドロキシ…2,4,5,7-テ トラヨ
ー ドー3-ィ ソキサントンニナトリウム]約 7%,食 用赤色103号 [9-(0-カ ルボキシルフェニル)-6-ヒ
ドロキシ‐2,4,5,7-テ トラブロムー3-イ ソキサントンニナトリウム]約 2%の混合物らしいと推定され
た。

(専門研究員 森本昌宏,研究員 平古場朗,技師 深町和美,:専門研究員 中村幸男)
3o602 遠賀川水系河川水のカドミウム調査  環境整備局は九州分析研究会に遠賀川の水質調査を
依頼したところ調査の結果カドミウムが検出されたとの報告を受けた.

当所は昭和46年 8月環境整備局から依頼されてその追跡調査を行なった.

試料は遠賀川水系の嘉麻川 (嘉麻川橋),穂波川 (飯塚橋,島田電機排水口,楽市橋),遠賀川 (川
島橋下流鯰田堰),飯塚川 (片島水門),建花寺川 (後牟田団地排水口, ごみ処理場沈でん池温流水口,

水江橋)の 9か所において 8月 12日 に 1回ないし3回採取した水20検体である。なお比較試料として
三井東圧第 1排水国の水を採取した。

表 77 遠 賀 川 水 系 河 川 水 の カ ド ミ ウ ム 調 査

河  川  名  採 水 場 所 採水年月日 時分  透 視 度   pH   Cd(ppm)採取回
数/日

嘉 麻 川 嘉 麻 川 橋

穂 波 川 飯 塚 橋

建 花 寺 川 水 江 橋

賀  り|1  川島橋下流鯰田堰■塁

飯

穂

建 花

建 花

穂

大 牟

波  川
寺 川

寺 川

波  川
田 り||

46。  8。 12

46. 8。 12

46. 8。 12

46。  8。 12

46. 8.12

46. 8。 12

46。  8.12

46. 8.12

46。  8.12

46. 8。 11

10。 00

15.00

20.20

10。 10

15。 15

20.35

10.10

15.15

20。 32

10。 00

15.00

20.20

11.00

16.00

20.50

15.30

15。 15

16。 45

5。 5

7.7

22.5

20.8

17.4

10。 8

17

12

0。 8

2.4

7。 75

7.8

8.8

7。 5

7。 65

7。 7

7。 4

7。 72

7.85

7。 45

7.6

7。 92

7。 22

7。 25

7.8

7.6

7。 31

6。 29

7。 75

0。 000

0.000

0。 000

0。 000

0.000

0。 000

0。 001

0.000

0.000

0。 000

0。 000

0.000

0。 000

0.000

0。 000

0。 000

0。 000

00092

00004

0。 001

塚  月1 片 島 水 門

楽  市  橋
後牟田団地排水口

ご み 処 理 場
(沈でん池温流水)

島田電機排水口

三井東圧第 1排水口

15.55
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分析の結果,建花寺川 (水江橋)の 3試料中,10時 10分の採取試料か ら 0。 001mg/J,同河川に放流
されているごみ処理場の沈でん池溢流水から0。 092mg/J,穂波川に放流されている島田電機排水から
0.004mg/J,お よび三井東圧第 1排水口排水から0。 001mg/Jの カドミウムが検出された.水質汚濁に
係る環境基準は,カ ドミウム 0。 01ppm以下となっているが, ごみ処理場からの放流水から今回の調
査結果の最高量である 0。 092mg/Jの カドミウムが検出された事実から, びみ処理場をカドミウム発
生源のひとつとして,考慮する必要があると考える.
なお 9月に再調査を行なった結果,いずれも検出されなかった (0.000ppm以下).

(技師 深町和美,技師 徳永隆司,技師 山内一夫,研究員 平古場 朗,専門研究員 森本昌宏)
30603 鎌倉池水質調査  昭和46年 7月 初旬,粕屋郡にある鎌倉池において,魚 (ふ な)が多数死
亡した。その原因究明のため,水質調査を行なったところ,BOD値 が高 く, 池はかなり富栄養化さ
れており,″%知げ s′グs αθ″%gグ%ο sα が多量に発生し,いわゆる水の華を形成していた.こ のことか
ら夜間において溶存酸素不足となり,魚が死亡したものと考えられた.

(研究員 平古場 朗,技師 柳川正男)
30604 五楽 および虫生津工場団地における

カドミウム汚染調査 県公害課の依頼により,
昭和47年 10月 28日から同年11月 16日 にかけて,

中間市の五楽および虫生津工場団地のカドミウ

ム汚染調査を行なった.その結果,カ ドミウム

排出工場は三基琺瑯閉であり, 13.3ppmの カ

ドミウムを排出していた.ま た,工場団地周辺
における汚染状況は局部的であり,排水管のマ

ンホール周辺部に限られていた.

(研究員 平古場 朗,技師 徳永隆司,技師
山内一夫,技師 古田直子,専門研究員 森本昌
宏)

30605 大牟田港しゆんせつに関する底質の

調査 ヘ ドロの堆積による船舶の出入や停泊の
困難性の排除および公害防止の面から,大牟田
川および河国のヘ ドロのしゅんせつが必要とな

り, しゆんせつに要する費用の算定,し ゆんせ

つ作業計画樹立のため,ヘ ドロ中の有害,有毒

試  料  名

成分を主とする各成分の分布状態をは握することが必要となり,当所は昭和48年 1月 にヘ ドロの分析
を行なった.そ の結果は表79の とお りで, 8測定点中,牛島橋付近,大牟田港および大牟田港泊地の
ヘ ドロ中に水銀,カ ドミウムなどが多量に含まれていることが認められた。また垂直濃度分布状態を

観察すると,かなり深部にも水銀,カ ドミウムなどが含まれていることが判明した。

さらに詳細な調査を48年度に行なうことになっている.

(技師 森木弘樹,技師 徳永隆司,技師 山内一夫,技師 古田直子,研究員 平古場 朗,専門研究員
森本昌宏)

30606 大牟田地区住民の尿中カドミウム 農政部によって県下の米中カドミウムの含量調査が行
なわれており, 昭和47年大牟田東部地区の米に比較的多量のカドミウム (最高濃度 0。 77ppm)が含

有されていることが判明した。県衛生部はカドミウム汚染対策として疫学調査を開始し,大牟田地区

住民中,東部在住者を主とした 102名 について尿中たん自質の検査を行なったところ,た ん自陽性者

魔

表 78 五楽および虫生津工場団地
カドミウム調査結果

カ ド ミ ウ ム

琲詳′き(品)語島)
安 川1 電 機 (株 )
日本 フ ェロー(株 )

深 江 工 作 所

三 基 琺 瑯 (株 )

No。 23マ ンホール横
No。 29マ ンホール横

0。 17

3。 87

834

42。 6

1100

0。 00

15.3

0。 54

3.35

0.73

0。 24

0.54

0.000

0。 000

0。 003

13.3

0.000

0.003

0.000

0.002

0。 006

流

流

上

下

西

西

山 田 川1 上 流
山 田 川1 下 流

・２９つ
田
田

Ｎ
ル

池

．
ホ
洲
ン
浮
マ

水

水

0。 49

0.14
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表 79 大 牟 田 川 (港)底 質 分 析 結 果

採 取 場 所
女
ドミウ 総 水 銀 強熱減量
μg/g乾土 μg/g乾土 g/g乾土

り含碁'置 ひ 素 全いおう*_固 形分萱些生__

惚尾 乾土 μ
g/g乾土 曜/」 乾土 晃

空脱水 湿 泥*地点名 棄唇
か
an)

圧
橋
東
上
井
門
三
正

ｒ

ｌ

ノ

、

―

、

　

ｒ

ｌ

Ｊ

、

ｌ

ｔ

　

ｒ

ｌ

ノ

、

―

ミ

／

１

１

１

Ｊ

く

―

―

―

―

、

ｒ

ｌ

ノ

ヽ

ｉ

ｔ

　

ｒ

ｌ

ノ

ヽ

ｉ

ｔ

　

ｒ

ｌ

り

ヽ

ｌ

ｔ

　

ｒ

ｉ

′

ヽ

ｌ

ｔ

0.0

1。 2

1。 2ハvl。 5

0。 0

1。 0

1。 5

0。 0

1.0

1.5

0。 0

1。 0

1。 5

2.0

5.0

0。 0

1。 0

1.5

0。 0

1。 0

2。 5

0。 0

1。 0

1。 5

0.0

1。 0

1.5

12。 7

0.0

0。 0

13。 2

6.8

16。 4

77.1

385.5

609。 0

828。 1

150.6

121.0

284.0

459。 7

230。 9

243.6

114e l

503.6

479。 7

464。 7

14.0

11.2

14.5

13。 6

2.0

0.1*

22。 75

0。 20

0。 16

18。 26

9。 75

2.98

8.28

22.40

34。 95

32.18

7.84

6.19

47.75

50。 71

24.12

19。 54

36。 06

27。 34

44.91

49.70

0.71

0。 56

0。 50

0.46

0。 31

0。 06

0。 287

0。 075

0.086

0。 137

0.063

0。 219

0e122

0.231

0.239

0。 182

0。 370

0.271

0。 192

0。 208

0.161

0.196

0.145

0.202

0.202

0。 196

0。 140

0.088

0e lll

O。 135

0.111

0。 056

4.94

2。 06

0.27

2.03

1.57

19.37

3。 16

11。 85

10。 89

3。 89

15。 97

11.94

5。 81

7。 83

2.25

5.53

2。 74

5.08

6.56

7.39

0。 78

0。 10

0.73

0。 98

0。 51

0。 00

118

6。 7

4.6

51。 2

38。 9

216

105

569

692

495

1390

896

129

614

185

252

197

386

470

406

13。 3

11.7

34.3

9.6

9。 9

5。 5

1。 3

1.1

0。 7

0.3

0。 1

9。 0

1。 3

8.9

10。 5

6。 5

4。 3

6.2

5。 5

5.9

4.9

6。 1

4.3

5.4

5.6

5。 3

1.5

0。 5

1。 2

1.0

0。 1

0.0

55。 9

83。 0

59.6

66.6

85.4

83。 5

71.5

63.3

60。 8

53.7

60.8

59。 4

54。 5

58。 0

57。 8

55.1

56.3

53.2

52。 6

54。 3

66。 8

169。 5

58.8

69。 4

55。 5

73.5

33。 9

65.7

53.3

62。 1

73。 6

54.8

63.0

51.9

54.2

35.7

46.2

42。 5

43。 7

48。 0

40。 1

45.3

44。 8

37.8

40。 7

39。 6

52。 2

61。 7

49.5

60。 8

59.0

61.3

五 月 橋

中 島 橋

港
　
　
　
　
川
口

田
　
　
　
　
田

牟
　
　
　
　
牟

大

　
　
　
　
大
河

田港
地

大牟
γ白

地
域訓海

諏
先

川
口
訪諏
河

注 :1)*印以外は真空脱水したものを Wh01e baSeと した。*印のものは採取したままの試料を Whole base
とした.ただし上部にたまっている水分は除いた.
2)全いおうは富山哲夫,神崎嘉瑞夫 :底土に含まれる硫化物の少量定量法, 日水会誌,17,9598(1951),
によって分析した.

が11名 あった。

当所はこの11名 と,昭和45年度か ら46年度にかけて大牟田地区について疫学調査が行なわれた際 ,

要観察者とみなされた 2名 を加えた計13名 を第二次検診者として尿中カドミウムの分析を行なった。

また,13名 中 3名が第二次検診者となったため, この 3名について再び尿カドミウムの分析を行なっ

た.

その結果は表80に示すとお りで,かなり高い値が認められた.第二次検診結果の平均値と標準偏差
は 13± 14ppbで , こころみに最低値と最高値を除いたときの平均値と標準偏差を算出したところ 11

±7(ppb)で あった.

なお昭和45年度か ら46年度にかけて行なわれた疫学調査の際,対照として福岡市在住者39名 につい

て尿中カドミウムの分析が行なわれたが,そ の結果の平均値と標準偏差は 2± 1(ppb)で あった.

(研究員 平古場 朗,技師 山内一夫,技師 古田直子)
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表 80 大牟田地区住民のカドミウム汚染
検診結果 (尿カドミウム濃度測定値)

表 81 大気汚染関係件数および成分数

区分   項 目

件数

行 政

降 下 ば い じん
(金属類 )

浮 遊 粉 じ ん

ふ  つ  素
悪     臭
其の他の有害物

降 下 ば い じん

い お う酸 化物
(Pb02法 )

浮 遊 粉 じ ん

其の他の有害物

計

依頼

977  3938  1191  4304

年 年

数

分析           ~~
型象 年令

二
盗.惨1詮

二次検診 ,PL_

石     μ
g/ι   μg/J 瑚区 件 数

成分
数

成 分
校    区

Ｅ

Ｎ

Ｙ

Ｉ

Ｋ

Ｋ

Ｙ

Ｍ

Ｙ

Ｔ

Ｒ

Ｈ

Ｋ

不詳

75

75

49

不詳

78

82

不詳

東部

南部

東部

三池 (冷水 1)
〃 (大間第 2)

今山(乙宮上)

草木中 3

立花 (尾尻)

草木中3

三池 (冷水 1)

藤田

諏訪

立花 (尾尻)

２４

５８

０６

０

９３

９２

・０

９１

３

4環 境 衛 生 調査

4・1 大気汚染調査  大気汚染関係の調査研究はつぎのとおりである。また行政,依頼別の検査件
数は表81の とお りである。

40101 苅田町大気汚染調査  苅田町の依頼により,継続調査中のものである。昭和46年度は12測
点における降下ばいじん量およびいおう酸化物 (Pb02法)量を,47年度は15測点における降下ばい

じん量およびいおう酸化物量を調査した。汚染の程度は年ごとに減少の傾向にある。

401o2 行橋市大気汚染調査  行橋市の依頼により継続調査中のものである.降下ばいじん量およ
びいおう酸化物量を15測定点について調査を行なっている。40101に述べた苅田町大気汚染調査およ

び本調査についての各年次の測定結果 (苅田町の降下ばいじん量 :12測点における測定値の平均,苅

表 82  46,47年苅田,行橋大気汚染調査結果

年 47    1年

月
t

降 い ん い お う 降 下 ば い じ ん
(t/h2/月 )

苅田町   行橋市   苅田町   行橋市   苅田町   行橋市

い お う 酸 化 物
(曜/日 /100m2)

苅田町   行橋市
日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

平均

16。 81

18。 30

17.37

19.14

31。 40

25。 14

20。 62

32。 81

15。 38

11.64

7.08

13.47

19.09

7。 14

7。 70

9.33

5.18

6。 98

5.94

7。 10

12。 80

5。 82

4.20

1。 59

4。 58

6.57

0。 43

0。 53

0。 65

0。 76

0.62

0.66

0。 43

0.51

0.52

0.52

0.57

0.49

0。 55

0.35

0。 29

0。 32

0。 58

0.48

0.42

0.24

0。 29

0。 43

0.33

0。 48

0.21

0.37

6。 55

14.45

17.21

14.93

13。 17

12.40

36。 21

6。 27

8。 20

5.70

7。 06

10.02

10。 66

7。 14

7.70

9。 33

6。 25

8.29

5.91

5.22

5.13

5.53

4。 60

3e94

5。 32

6.18

0。 40

0.41

0。 37

0。 37

0。 40

0。 40

0。 26

0.32

0。 34

0.24

0。 16

0.32

0.33

0。 35

0。 31

0。 33

0.18

0.33

0。 35

0。 20

0。 27

0.26

0。 17

0.14

0.13

0.25
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田町のいおう酸化物量 :13測点における測定値の平均,行橋市の降下ばいじん量およびいおう酸化物
量 :15測点における測定値の平均)を概括すると表82の とお りである.

(研究員 石橋龍吾,研究員 大崎真紗子,技師 舛田光枝,化学試験課長 大田 寿)
4・ 103 大牟田・荒尾地区ふっ素影響調査 大牟田市内におけるアル ミエ場の新設に先だち,昭和44
年か ら福岡県,熊本県合同で,ふ っ素の事前調査を行なってきたが,同工場が46年 3月 に操業を開始
したので,以後ふっ素影響調査と名称をあらた   表 83 降下ばいじん中の水溶性ふつ素量
めて継続調査を行なっているもので,降下ばい           (地 /h2/月 )
じん中のふっ素濃度 (水溶性),アルカリろ紙法

による環境大気中の濃度を毎月市内約 8測定点

について測定している.また植物影響調査とし

て農作物,果樹類の葉中のふっ素濃度を定量し
ている。47年 2月および 5月 に,後述するよう
に, 工場周辺の住宅地域に植物被害が発生し

た.調査のうち,降下ばいじん中のふっ素濃度
の測定結果 (8測点における測定値の平均)を

表83に示した.二,三の測定点で 100kg/km2/

月を越えるものがあり,そ のために平均値が比

較的高値である。

(化学試験課長 大田 寿,技師 中村又善)
401・ 4 ばぃ煙など影響調査  環境庁の委託
により県の行政事業として昭和45年か ら5か年

46年 47年月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

平均

7.3

19。 8

30。 8

25.6

80.1

81。 2

89。 2

25。 9

76。 4

20。 2

12。 5

11。 8

39.9

66。 7

30.4

15。 5

22.1

13.2

23。 7

12.5

45。 9

6.3

16。 8

13。 5

13.5

23。 6

計画で継続調査中のものである.当課ではこの総合調査のなかで環境大気調査として浮遊粉じんの分

析を担当している.こ の測定場所は,大牟田 2地点,福岡市 1地点(対照)で,毎月 1回の測定である.

浮遊粉じんの調査項目は粉じん量,有害金属類,硫酸塩,硝酸塩,ベ ンゼン抽出物など16項目であ
る。46年,47年の調査のうち有害金属類の測定結果 (年平均)を概括すると表84の とお りである。

なお46年度は同測定点について降下ばいじん中の水溶性,水不溶性の有害金属類の調査 も行なった.
(研究員 石橋龍吾,技師 永淵義孝,技師 中村又善,化学試験課長 大田 寿)

表 84  ばい煙等影響調査における浮遊粉じんの分析結果 (μg/m3)

46 年 47 年

項   目 大 牟 田 市 福 岡 市 大 牟 田 市 福 岡 市

新地アパート 屠 畜 場   西  保  新地アパート 屠 畜 場   西  保

量総 506。 9

10。 09

0。 11

0。 06>
1.86

0。 27

0.27

6。 15

0.04>
0。 03>
0。 002〕>

0。 05〕>

430。 6

15。 06

0。 05

0。 08

0.52

0。 61

0.27

3。 10

0.06

0。 03〕>

0。 002>
0。 05>

169.8

4.86

0。 02〕>

0。 06〕>

0。 20

0。 09

0。 19

0.13

0。 04〕>

0.03>
0。 002>
0.05〕>

269。 2

5.41

0。 05

0.06>
0。 89

0。 12

0。 26

3e59

0。 03〕>

0.06〕>

407。 9

12.02

0。 09

0.08〕 >

1。 36
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40105 田川,苅田地区粉じん調査 セメントエ場による粉じん汚染の影響調査で,昭和 46年度は9
月,12月 の 2回 ,47年度は 6月 , 8月 , 3月 の 3回調査を行なった.測定数は46年34件,47年 33件で,

粉じん量,セ メント成分,有害金属類の分析を行なった。
(研究員 石橋龍吾,技師 永淵義孝,化学試験課長 大田 寿)

401o6 大牟田地域のカドミウム汚染に関する調査  昭和46年 12月大牟田要観察地域内住民の健康
調査のうち尿中カドミウムの測定を行なった.対象者は継続調査中の第二次検診37名 ,第二次検診 8

名である。また47年 2月 に県農政部の依頼により同地域における南部地区の農家保有米についてカド

ミウム濃度の分析を行なった。30検体の分析値の平均は 0。 23ppmで , 最高値は 1.94ppmで あり,
0。 4ppmを越えるものが 9例あった.

(研究員 石橋龍吾,研究員 大崎真紗子,化学試験課長 大田 寿)
401・ 7 悪臭規制地域設定のための基礎調査 昭和47年 5月 悪臭防止法による規制基準が,ア ンモニ

ア, トリメチルアミン,メ チルメルカプタン,硫化水素,硫化メチルの 5成分について測定法と同時
に決まり,47年 2月から県内の養鶏場,養豚場,化成場などの事業所を対象に調査を開始した.47年

度に約10か所の事業所について, 5成分全部の環境濃度の測定を行なった。

(化学試験課長 大田 寿,技師 永瀬 誠)
401o8 ふっ素による植物被害調査  昭和47年にふっ素排出工場による植物被害の事例が 2件あっ
た。47年 2月および 5月 にアル ミエ場周辺の住宅地における植物被害が起こり,ま た47年 8月 フリッ

ト製造工場周辺において 5ヘ クタールの地域に煙害が生じ,稲が被害を受けた.調査として発生源工

場のふっ素排出量,被煙害植物の葉中ふっ素濃度,環境大気中のふっ素濃度の測定を行なった.そ の

結果,稲および植物から高濃度のふっ素を検出した.
(化学試験課長 大田 寿,技師 中村又善)

40109 大牟田市粉じん調査  大牟田市の依頼により昭和46年から継続調査中のもので,毎月大牟
田市内約 8測定点から採取された浮遊粉じんについて有害金属類の分析を行なっている.

(化学試験課長 大田 寿,技師 中村又善)
401o10 大牟田市依頼による調査指導 昭和47年11月現地において,同市の住民の尿中ふつ素排せ
つ量の調査測定の指導を行なった。調査人員211名 でふつ素の平均0。 49μg/mJ,範囲Ob 16～ 2。 69μg/mJ

であった.また 48年 2月現地において, 健康
被害救済地域指定のための基礎調査中,環境大

気の調査測定の指導を行なった.調査内容はい

おう酸化物,窒素酸化物,浮遊粉じん (金属成

分)な どであった。

以上が大気汚染調査の お もな るも、のである

が,そ のほかに46年に依頼検査として駐車場内

における環境大気測定,47年に行政検査として

福岡県内 132事業場の重油中いおう量の測定な

どがあった.

(化学試験課長 大田 寿,技師 中村又善)
402 放射能調査  科学技術庁の委託によっ
て当所において測定したもの,お よび核種分析

用試料として日本分析化学研究所に送付したも

のは表85の とお りである.ま た44年から現在ま

でモニタリングポストによる空間線量の測定を

表 85放 射 能 調 査 件 数

業 務 区 分  試   料   46年   47年
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送 付 試 料

1131の 測定

空間線量測定

３４

１０

８

２８

２

８

一

１２

４

８

１６

２

１０

６

１２

１８

１０

８

２８

２

８

１

・２

４

８

１４

２

８

１１

１２

り

水

水

品

壌

土

液

り

水

水

品

壌

土

乳

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち

底
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
底
　
　
一

水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

雨

陸

海

食

土

海

血

雨

陸

海

食

土

海

原



403 産業廃棄物調査  昭和47年 10月 から県
企画課の行政依頼により,産業廃棄物の性状調
査を行なった。対象は主として有害物を排出す

ると想定される県内の49事業場で,風乾試料 ,
溶出試料について,水銀,鉛,カ ドミウム,ひ
素,ク ロム,シ アン,PCBを 分析した.風 乾
試料については高い濃度を示す ものが多かった
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当所屋上において連続して行なっている。調査期間中 (昭和46年度)に中国の核実験が行なわれ,雨
水から平常値より高い値の放射能が検出されたが, 日常の生活に関係する環境試料 (食品,飲料水な

ど)には異常な値の放射能は検出されなかった.

(専門研究員 森  彬,研究員 石飛昭汎)

表 86 産業廃棄物関係試料数および成分数

試 料 数  成 分 数

が,溶出試料については一部を除いてほとんど検出限界以下であった。試料数 と成分数は表86の とお

りである.

(研究員 石橋龍吾,技師 永淵義孝,技師 舛田光枝,技師 岩本真二, 化学試験課長 大田 寿)

研 究 業 務

昭和46年から47年 までに当課で実施した研究事項はつぎのとおりである。

昭和46年

1)置換反応を利用した水銀の間接原子吸光分析
2)貯水池の水質の季節的変動 (I)一福岡県筑紫郡春日町上水道貯水池一
3)貯水池の水質の季節的変動 (Ⅱ )一福岡県鞍手町上水道小牧クリークー
4)大牟田地先海域における水産物中の重金属分析結果について
5)福岡県における放射能調査
昭和47年

1)第 4級アンモニウム塩によるクロム(Ⅵ )の溶媒抽出を利用する微量クロム(Ⅵ)の原子吸光分
析法

2)ク ロム(Ⅲ )― ジフェニルカルバゾン錯体の溶媒抽出を利用するクロム(Ⅵ)の原子吸光分析法

3)ク ロム(Ⅲ )― ジェチルジチオカルバミン酸錯体の溶媒抽出を利用する微量クロム(Ⅵ)の 原子

吸光分析法

4)水中の微量アンモニア窒素の吸光光度定量
5)福岡県における放射能調査

1 置換反応を利用した水銀の間接原子吸光分析

酢酸ブチル中のカドミウム(Ⅱ )一DDTC錯体は非常に安定で, この錯体中のカドミウムと水銀との
置換反応は定量的に進む.こ れを利用して微量有機および無機水銀の原子吸光分析法を検討した.

pH 5.5～ 9。 5で水銀を含む水溶液とカドミウム(Ⅱ )一DDTC錯体の酢酸ブチル溶液とを振り混ぜ
てカドミウムと水銀を置換させ有機相のカドミウム量を空気―アセチレンフレームの原子吸光で定量

することにより相当する水銀の定量が可能である。 0。 5μgカ ドミウム/mJカ ドミウム(Ⅱ )一DDTC
錯体の酢酸ブチル溶液 10。 OmJを用いた場合, 検量線は 0～ 5。 Oμg水銀(Ⅱ )(有機水銀 :0～ 10。 Oμg

９６

４

００

計 画 調 査

そ  の  他
計
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水銀)の範囲で直線となり,そ の傾きは有機水銀 1に対して無機水銀 (Ⅱ )は 2であった。 1%吸収
の水銀濃度は有機水銀で 0。 05μg水銀/mJ(有機相),無機水銀 (Ⅱ )で 0。 025μg水銀/mJ(有機相)
である.ま た,く りかえし定量における標準偏差パーセントは有機水銀で1。 4%,無機水銀 (Ⅱ )で 3。 0
%で あった.Cd(DDTC)2錯 体中のカドミウムと水銀との置換反応を利用して, 連続変化法により
水銀 (Ⅱ )一DDTC,メ チル水銀―DDTC錯 体の組成を検討した.その結果,水銀 (Ⅱ )と DDTCお ょ
びメチル水銀と DDTCの 結合モル比はそれぞれ 1:2お よび1:1で あった。
(深町和美 0森本昌宏・徳永隆司 :日本化学会日本分析化学会九州・中国四国支部合同熊本大会,熊本市,

昭和46年10月 22日 ;分析化学,21(9),1173-1178,昭和47年 9月 5日 )

2 貯水池の水質の季節的変動 (I)一福岡県筑紫郡春日町上水道貯水池一

春日町上水道は牛頸川を水源とするが,渇水期にそなえて貯水池をもっている.

貯水池は,表流水と違って水が停滞することとあいまって成層現象 (春から秋にかけて,池水に垂

直的水温差が生ずるために水が混合循環しなくなる現象)を起こすことに特色があり,気温の上昇す
る春頃から種々の障害が起こる.た とえばプランクトンの異常発生により水は異味,異臭,着色,濁
りを生じた.ま た下層では溶存酸素が少ないため,底質中の鉄,マ ンガンは可溶状態となり,水中に

おけるこれらの量は増加した.

当貯水池においては河川水の流入のない春から夏にかけて水は着色し,濁度の上昇に伴い,ろ過池

閉そくの障害が発生した.

本調査は牛頸川に隣接した沈砂池で採取した水および貯水池内の取水塔の取水口で採取した水の変

動をは握し,ろ過池閉そくなどの障害に対処するために行なった。

本調査の結果,つ ぎの諸事項が判明した.

1)貯水池ではけい酸,硝酸性窒素,溶存酸素, BODは減少し,濁度,色度,過マンガン酸カリ
ウム消費量は増加する。またプランクトンは増殖する.

2)貯水池底質浸出水は色度,濁度,過マンガン酸カリウム消費量が大きく,ア ンモニア性窒素 ,
鉄およびマンガンの濃度が高かった.ま た底質と接した下層水の蒸発残留物および濁度は上層水のそ

れらに比べ高かった.水温が上昇する春から夏にかけて下層の溶存酸素は特に低かった.

3)貯水池に河川水の流人のない時期に減少した成分は溶存酸素,け い酸,亜硝酸性窒素,硝酸性
窒素で BOD値 も減少した.溶存酸素と水温の間には負の相関,け い酸と硝酸性窒素の間には正の相
関があった。

4)貯水池に河川水の流入のない時期に増加したものは,濁度,色度,過マンガン酸カリウム消費
量,全鉄,溶解鉄,マ ンガンおよびアンモニア性窒素で,いずれも底質成分の溶解,池水の蒸発によ
る各種物質の濃縮および成層現象による影響が大きいと考えられる.各種測定結果の関係について検

討した結果,濁度と鉄,色度と鉄,色度と過マンガン酸カリウム消費量,過マンガン酸カリウム消費
量と全鉄,濁度およびアンモニア性窒素の間にはいずれも正の相関があり,ま た溶存酸素と鉄の間に

は負の相関があった.溶存酸素と鉄との間の負の相関関係は池水の酸素不足により鉄が増加するため

と思われる。

5)貯水池に河川水の流入がない夏季になると下層水の色度,濁度が大きく,鉄,マ ンガンおよび
アンモニア性窒素量が多くなり,上層水では季節による水質の変動が小さい.したがって給水として

取水するについては季節による水質の変動と取水位置 (上層,下層)の関係についてじゅうぶん考慮
しなければならない。

(石飛昭汎・小串寿明・庄籠徹也 :水道協会雑誌,443,17-34,昭和46年 8月 1日 )
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3 貯水池の水質の季節的変動 (Ⅱ )一福岡県鞍手町上水道小牧クリークー

貯水池は河川とちがって水が停滞すること,ま た一般に水深が大きいために成層現象を起こすこと

に特色があり,気温の上昇する夏期に種々の障害が起こる.た とえばプランクトンの異常発生により,
水は異味,異臭,着色,濁 りを生じ,ま た下層では溶存酸素が少ないため,底質中の鉄,マ ンガンは
可溶状態となり,水中におけるこれらの量は増加した.

当貯水池においても,気温の上昇する夏期に水は異味,異臭,着色,濁 りを生じ,水質が悪化した.
本調査はこれらの障害に対処するために貯水池の水質の変動をは握することを目的とした.

本調査の結果,つ ぎの諸事項が判明した.
1)底質と接した下層水の色度,濁度,全鉄およびマンガンの量は上層水のそれらに比べ高 く,各
測定値の平均値を比較した結果 5%の危険率で有意の差がみられた.
2)貯水池に用水路水や雨水の流入する時期に増加したものは BOD値,過マンガン酸カリウム消
費量,色度,け い酸,M―アルカリ度,ア ンモニア性窒素および pHで あった。このうちアンモニア
性窒素,色度および過マンガン酸カリウム消費量は流入水がない場合でも夏期には増加する傾向があ
る.

3)貯水池に用水路水や雨水の流入する時期に減少したものは塩素イオン,濁度,溶存酸素,硝酸
性窒素,亜硝酸性窒素,全鉄,溶解鉄,マ ンガンおよびプランクトンであった.

溶存酸素と水温の間には負の相関,濁度と過マンガン酸カリウム消費量,濁度と全鉄,および色度
と全鉄の間にはいずれも正の相関があった.

4)夏期に泥臭が発生したが,底質の性状変化に原因するのではないかと思われる.
5)上層水の成分量の変動については下層水の成分量とそれに比べ季節的な変動が少なかった.下
層水の水質は底質の影響をうけるので,季節の影響を受けることが少ない上層からの取水が望ましい.

(石飛昭汎・小串寿明・庄籠徹也 :水道協会雑誌,455,10-23,昭和46年10月 1日 )

4 大牟田地先海域における水産物中の重金属分析結果について

大牟田地先海域の汚染状況を知るため,非汚染域と考えられる大村湾,響灘などを対照域として,
水産物中のカドミウム,亜鉛および鉛の分析を行なった.

大牟田地先海域で採取したあさりがいおよびもがいからそれぞれ 0。 53～ 1。 88ppm,2。 11～ 3。 55ppm

のカドミウムが検出され,いずれも対照域のもののカドミウム検出量を上回っていた.ま た大牟田地

先海域における貝類および採取場所の泥土中のカドミウム量は,いずれも大牟田川河口付近のものに

多かった.

また貝類中のカドミウム含有量は,か き (1試料 :3。 56ppm)も がい (6試料 :2.11～ 3。 55ppm)

に多く,あ さりがい (7試料 :0.47～ 1。 88ppm)およびたいらぎ (1試料 :0。 14ppm)に少なかった

ただし,員の種類によるカドミウムの取込み量に関する特徴的傾向について,今回の調査では貝の種

類によって分析試料数が異なるため考察することはできなかった:な おかきの亜鉛含有濃度 は 950。 6

ppmでほかの貝類のそれに比べ17～48倍であった.

魚類については,肉からカドミウムはほとんど検出されず,亜鉛,鉛についても貝類に比べてその検

出量は少なく,対照域である大村湾のものとの間にほとんど差がみられなかった.しかし大牟田地先海

域で採取したたこからはわずかではあるがカドミウムが検出された。なおぼらの試料のみについて肉

のほか内臓,骨に分けてカドミウムを定量したところ内臓からのみ 0.4ppmが 検出された.の りにつ

いては大牟田地先海域で採取したものから平均 0。 77ppmの カドミウムが検出され,非汚染海域のも

のに比べて高かった.
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(平古場 朗・深町和美・森木弘樹 。柳川正男・徳永隆司・森本昌宏 :第 30回 日本公衆衛生学会総会,東京
都,昭和46年 10月 30日 )

5 福岡県における放射能調査

昭和45年 4月から同46年 3月 まで科学技術庁の委託業務として県内の雨水,陸水,土壌,食品中の

全 β放射能,牛乳中の 1131の分析およびサーベイメータ,モ ニタリングポストによる空間線量の測
定を行なった.

本調査期間中に中国の第11回核実験 (昭和45年 10月 14日 )が行なわれたが影響は認められなかった

(森  彬 :第 13回放射能調査研究成果発表会,千葉市,昭和46年11月 25日 )

6 第 4級アンモニウム塩によるクロム(Ⅵ)の溶媒抽出を利用する微量クロム(Ⅵ)の原子吸光分析
法

有機溶媒抽出を併用した原子吸光分析は非常に有効で,本報では第 4級アンモニウム塩によるクロ

ム酸のイオン会合体を MIBKに抽出する方法を試み,ク ロム(Ⅵ)の原子吸光分析への応用を検討し
た。

使用した第 4級アンモニウム塩はテトラデシルジメチルベンジルアンモニウムクロライド (ゼフィ

ラミン)を使用した。

ゼフィラミンとクロム酸とのイオン会合体が MIBKへ抽出される最適 pHは 2。 5～ 4であった。
ゼフィラミン濃度を 4。 0× 10-4M以上にしたとき一定吸光度が得 られた.塩析剤として添加する塩化

カリウムの濃度範囲を 5.0× 10-2～ 6。 OMと し,ク ロムの吸光度に対する影響を調べた結果,吸光度
の変化は認められなかった。検量線はクロム濃度 2.5μg/mJ(有機相)以下において直線となり, 1

%吸収を示すクロム濃度は 0。 04μg/mJ(有機相)であった.抽 出されたイオン会合体は安定で,抽
出後48時間経過してもクロムの吸光度に変化はみられなかった.ま た,塩素イオン,臭素イオン,硝

酸イオン,硫酸イオン, りん酸イオン,マ ンガン(Ⅱ ),ニ ッケル(Ⅱ ),鉄 (Ⅲ )を 5。 Omg共存させ,
クロムの定量に対する影響を調べた結果,妨害は認められなかった.しかし,よ う素イオン,過塩素

酸イオン,過マンガン酸イオンなどは妨害することが認められた。
pH 3。 0におけるクロム酸 (主 としてとして HCr04~と して存在する)と ゼフィラミンとのイオン

会合体の組成 も検討した。その結果,HCr04~と ゼフィラミンとの結合比は 1:1で あった.
(深町和美。柳川正男・古田直子・森本昌宏 :第 9回化学関連支部合同九州大会,福岡市,昭和47年 7月 15日 )

7 クロム(Ⅲ )―ジフェニルカルバゾン錯体の溶媒抽出を利用するクロム(Ⅵ)の原子吸光分析

本報ではドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム (DBS)ゃ ジォクチルスルホコハク酸ナトリウム

などの陰イオン界面活性剤を用いて,水溶性クロム(Ⅲ )―ジフェニルカルバゾン錯体を有機溶媒に抽出

する方法を試み, クロム(Ⅵ)の原子吸光分析あるいは吸光光度分析への応用を検討した.

クロム(Ⅲ )―ジフェニルカルバゾン陽イオン錯体とDBSと のイオン会合体は MIBKゃ酢酸ブチル

などに定量的に抽出されるが,MIBKを用いる場合は塩析剤である塩化カリウムの添加により抽出
が妨害されるので,酢酸ブチルを用いることにした.抽出に対する最適 pHは 1。 5～ 3。 2で,DBS濃
度を 1。 5× 10-4M以上にしたとき,一定最大の吸光度が得られた。検量線はクロム濃度 2。 5μg/mJ(有

機相)以下において直線となる.酢酸ブチル中の錯体は安定で48時間経過してもクロムの吸光度に変

化はみられなかった。また,亜鉛(Ⅱ ),カ ドミウム(Ⅱ ),水銀(Ⅱ ),銅 (Ⅱ )による妨害は認められな

かった。 pH 2。 5におけるクロム(Ⅲ )と ジフェニルカルバゾンの組成およびクロム(Ⅲ )―ジフェニル

カルバゾン陽イオン錯体と DBSと のイオン会合体の組成も検討した.
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(深町和美・山内一夫・佐々木早知子 :日 本化学会・ 日本分析化学会中国四国・九州支部合同宇部大会,宇
部市,昭和47年 10月 29日 )

8 クロム(Ⅲ )― ジェチルジチオカルバミン酸錯体の溶媒抽出を利用する微量クロム(Ⅵ)の原子吸光
分析法

原子吸光分析法によってクロムを分析する際に, 空気―アセチレンフレームを多燃料, すなわち,

還元フレームにすれば水溶液でもかなりの感度が得られるが,鉄,ニ ッケルなどの干渉が強 く現われ

る.一方少燃料フレームにすると鉄などの干渉は少なくなるが,感度が著しく減少する.こ の鉄など
の干渉を除去し, しか も,高感度に分析する方法として,溶媒抽出法の併用が考えられる。従来, こ
の溶媒抽出法としては,ク ロム(Ⅵ )を塩酸溶液から直接メチルイソブチルケ トン(MIBK)に抽出する

方法や, クロム(Ⅲ)の定量については, クロム(Ⅲ)を ジチゾンあるいはピロリジンジチオカルバ ミン

酸アンモニウム(APDC), アセチルアセ トン(AA)な どと反応させ,生成錯体をMIBKに抽出する方
法がある.しかし, クロム(Ⅲ )イ オンとキレー ト剤との反応は室温では非常におそく,加熱などを行
なう必要があった.

したがって,本法ではジェチルジチオカルバ ミン酸ナトリウム (DDTC― Na)と クロム(Ⅵ)と を反

応させた。この反応は室温で数分以内に平衡状態に達し,生成錯体は MIBKに 定量的に抽出され ,
少燃料フレームによりに 3579Aお ける吸光度を測定すれば鉄の干渉が少なく,5。 Omg共存しても
0～30μgの クロム(Ⅵ)の定量が可能である。

試料中のクロム(Ⅲ)は クロム(Ⅵ )と 同量程度共存しても,DDTC添 加後 15分以内に抽出操作を行
なぇば MIBKに 抽出されない.し たがって, 適当な酸化剤で共存するクロム(Ⅲ)を クロム(Ⅵ)に
酸化しておけば,全クロムが定量でき,ク ロム(VI)と クロム(Ⅲ )の分別定量が可能である。

(深町和美・森本昌宏・柳川正男 :分析化学,21(1),26-31,昭 和47年 1月 5日 )

9 水中の微量アンモニア窒素の吸光光度定量

Zitomerら は,ア ンモニアと次亜塩素酸との反応生成物であるクロラミン化合物を測定することに

よリアンモニアを間接的に定量する方法を報告しているが, この方法は感度がよい反面,再現性がわ

るい.

再現性に乏しいのは,次亜塩素酸の添加量やアンモニアとの反応時間がこ
｀
くわずか変わっただけで

も,定量値にかなりの変動が生じるからである.

この欠点を除くために,ア ンモニアと次亜塩素酸との反応条件について検討したところ,次亜塩素

酸の濃度を低 くし,反応時間を4分から20分に延長することにより,感度を低下させることなく,再

現性のある方法を得た.また,Zitomerら はクロラミン生成反応を最適状態で停止させる必要がある

ため過剰の次亜塩素酸を分解するのに亜硝酸塩を使用し,生成クロラミン化合物の検出試薬によう化
カドミウムとでんぶんを用いているが,前者には硫酸第一鉄を,後者にはよう化カリウムとでんぶん

を用いても定量可能であり,良好な結果が得られた。

定量操作の概要はつぎのとおりである.

検水 25mJを 50mJ有栓試験管にとり,酢酸緩衝液 lmJ(pH 5.4)と 0。 010%次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液 lmJを加えて,よ く振 り混ぜ,25° Cの水浴中に静置する。20分後, これにO。 1%硫酸第一
鉄溶液 lmJを 加えて約10秒間振 り混ぜたのち,よ う化カリウム・でんぷん溶液 lmJを 加えて振 り混

ぜ,静置する.20分後,10mmの 吸収セルにとり,波長 570nmで吸光度を測定する.
この方法では, アンモニア濃度 0。 02～ 0。 4ppmの 範囲でベールの法則に従い, 検出限界は 0。 02
ppmであった.な お,常法として用いられるネスラー法では 0.3ppmで ある.
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共存物質の定量に及ぼす影響について調べた結果, 2価の鉄イオンとシアンイオン各 l ppm以

下,ア ニリン0.lppm以下,フ ェノール 0。 05ppm以下であれば妨害はない。なお, 3価の銅イオン

は 0。 01ppmで もかなりの負の妨害を与える.

(平古場朗・森木弘樹・石橋龍吾・森本昌宏 :衛生化学,18(5),342-346,昭 和47年 8月 31日 )

10 福岡県における放射能調査

放射性降下物などによる環境放射能の水準をは握するため,雨水・ ちりなどの放射能調査を行なっ

た.過去数十回の核実験により,雨水から平常値より高い値の放射能が検出され,ま た強放射能粒子

が発見されたこともあったが, 日常の一般生活に関係する環境試料には異常な値の放射能は検出され

なかった.

本調査期間中 (昭和46年 4月から同47年 3月 まで)に,中国の核実験が 3回行なわれたが,第 12回

および第13回の核実験時に 5～ 6日 後の雨水に 1。 OpCi/mJを 越える放射能が検出された.しかし牛

乳その他の各種食品への影響はみられなかった.また強放射能粒子 も発見されなかった。

(森  彬 :第 14回放射能調査研究成果発表会,千葉市,昭和47年11月 24日 )
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学術 関係事跡総覧

1研 究 業 績 (昭和46年 1月 ～47年 12月 )

101 学  会  発  表

10101 医学生物学関係
(昭和46年 1月～12月 )

1)敗血症状を呈する患者血液から分離した Genns∠εグ%ι′θbασ′θ″について.常盤 寛・井上洋
子・武吉宏明 :第45回 日本伝染病学会総会,東京都,昭和46年 4月 3日 。
2)コ レラ菌の凍結乾燥,特に分散媒について.大塚 悟・武吉宏明・井上洋子 。梶栗 ミホ :第24
回日本細菌学会九州支部総会,宮崎市,昭和46年 11月 19日 .

3)1971年夏福岡県において流行した不明熱性疾患について。武原雄平 0有吉陽一・富増邦夫 :第

28回 日本伝染病学会西日本地方会,高知市,昭和46年 11月 10日 .

4)福岡県下住民の風疹 HI抗体保有状況 (2)妊婦の HI抗体保有状況.大塚 悟 0乙藤武志 0

真子憲治・松浦公一・納富徳子 :第27回 日本伝染病学会西日本地方会,福岡市,昭和46年 6月 4日 .
5)福岡県田川市において発生した COXSaCkie B3に よる髄膜炎と Hand,Foot and Mouth Di‐
seaseの 同時流行について.武原雄平 。大塚 悟 0有吉陽一 :第44回 日本細菌学会総会,東京都,昭
和46年 4月 4日 .

6)1971年福岡県において流行したインフルエンザについて.武原雄平 。長谷川孝志 :第27回 日本
伝染病学会西日本地方会,福岡市,昭和46年 6月 4日 .

7)1967年から1970年 における福岡県住民の日本脳炎ウイルスに対する免疫度調査.長谷川孝志 0

大塚 悟 0真子憲治 :第 45回 日本伝染病学会総会,東京都,昭和46年 4月 4日。
8)日本脳炎ウイルスの抗原分析.長谷川孝志 。大塚 悟・真子憲治 :第28回 日本伝染病学会西日
本地方会,高知市,昭和46年11月 10日 .

9)シナハマダラカ吸血個体を用いての日本脳炎ウイルス分離.山本英穂 :第23回 日本衛生動物学
会大会,東京都,昭和46年 4月 3日 。

(昭和47年 1月～12月 )

1)レ プトスピラ症における血清反応の検討.乙藤武志・大塚 悟 :第29回 日本伝染病学会西日本
地方会,熊本市,昭和47年 6月 3日 .
2)最近の福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査概要.大塚 悟 0乙藤武志 0真子憲治 :第 19
回福岡県公衆衛生学会,福岡市,昭和47年 5月 23日 ;第29回 日本伝染病学会西日本地方会,熊本市 ,
昭和47年 6月 3日 .

3)マ イコバクテリオシンに関する研究.常盤 寛・武谷健二 :第45回 日本細菌学会総会,仙台市 ,
昭和47年 5月 18日 .

4)食品中に含まれる抗生物質残留調査.常盤 寛・武吉宏明 0古賀洋一 :第19回福岡県公衆衛生
学会,福岡市,昭和47年 5月 23日 ;第31回 日本公衆衛生学会総会,本L幌市,昭和47年 10月 25日 .―

5)採集法別にみたコガタアカイエカからの日本脳炎ウイルス分離率の相違.山本英穂 :第24回 日
本衛生動物学会大会,岡山市,昭和47年 4月 3日 .
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10102 衛生工学 0衛生化学関係

(昭和46年 1月～12月 )

1)有機および無機水銀の異種光源による原子吸光分析法.深町和美 0森本昌宏・徳永隆司 :日本
化学会 。日本分析化学会九州・中国 0四国支部合同熊本大会,熊本市,昭和46年 10月 22日 .
2)大牟田地先海域における水産物中の重金属分析結果について.平古場 朗・深町和美・森木弘
樹・柳川正男・徳永隆司・森本昌宏 :第30回 日本公衆衛生学会総会。東京都,昭和46年 10月 30日 .

(昭和47年 1月～12月 )

1)第 4級アンモニウム塩によるクロム (Ⅵ)の溶媒抽出を利用する微量クロム (Ⅵ)の原子吸光
分析法.深町和美・柳川正男・古田直子・森本昌宏 :第 9回化学関連支部合同九州大会,福岡市,昭
和47年 7月 15日 .

2)ク ロム (Ⅲ )―ジフェニルカルバゾン錯体の溶媒抽出を利用するクロム (Ⅵ)の原子吸光分析 .

深町和美・山内一夫・佐々木早知子 :日 本化学会中国・四国・九州支部合同宇部大会,宇部市,昭和
47年 10月 29日 .

102誌 上 発 表

102・1 医学生物学関係

(昭和46年 1月～12月 )

1)敗血症状を呈する患者血液から分離した Gёnus∠σグπθ′οbαθ′θγについて.常盤 寛・井上洋
子・武吉宏明 :医学と生物学,82(1),47-51,昭和46年 1月 10日 .

2)昭和45年夏田川地区に流行した無菌性髄膜炎について.武原雄平 0有吉陽一・坂東文明・松田
静宗 0遠山幸治 0富増邦夫・伊藤正宣 :福岡の国保,140,29-32,昭 和46年 5月 1日 .

(昭和47年 1月～12月 )

1)レ プトスピラの凍結乾燥による保存。大塚 悟 :根井外喜男編, 凍結・乾燥 と保護物質, 176
p.;東京,東京大学出版会 (134-145),昭 和47年 3月 20日 .            _
2)食品中に含まれる抗生物質残留調査.常盤 寛・武吉宏明 0古賀洋一 :医学と生物学,85(1),
17-21,昭 和47年 7月 10日 .

3)日本脳炎媒介蚊の出現消長と汚染一疫学的な視点から一.山本英穂 :佐  々 学編」衛生動物学
の進歩 第 1集,250p.;東京,学術出版会 (77-103),昭和46年 3月 1日 .

10202 衛生工学 0衛生化学関係

(昭和46年 1月 ～12月 )

1)貯水池の水質の季節変動 (I)福岡県筑紫郡春 日町上水道貯水池.石飛昭汎・小串寿明 0庄籠
徹也 :水道協会雑誌,443,17-34,昭 和46年 8月 1日 .

2)貯水池の水質の季節的変動 (Ⅱ )福岡県鞍手町上水道小牧クリーク.石飛昭汎・小串寿明・庄

籠徹也 :水道協会雑誌,445,10-23,昭 和46年 10月 1日 .

(昭和47年 1月～12月 )

1)ク ロム (Ⅲ )―ジェチルジチオカルバ ミン酸酷体の溶媒抽出を利用する微量クロム (Ⅵ)の原子
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吸光分析法.深町和美・森本昌宏・柳川正男 :分析化学,21(1),26-31,昭和47年 1月 5日 .
2)メ チルイソブチルケ トンによるオスミウムーチオ尿素錯体の抽出.林 謙次郎・佐々木義明・
舛田光枝 :分析化学,21(6),7%-798,昭和47年 6月 5日 .
3)水中の微量アンモニア窒素の吸光光度定量.平古場 朗・森木弘樹・石橋龍吾・森本昌宏 :衛
生化学,18(4),342-346,昭 和47年 8月 31日 .

4)置換反応を利用した水銀の間接原子吸光分析。深町和美 0森本昌宏・徳永隆司 :分析化学,21
(9),1173-1178,昭 和47年 9月 5日 .

103 各種研究会などにおける発表

10301 医学生物学関係

(昭和46年 1月～12月 )

1)日 本脳炎ウイルス生態学の方法論一媒介蚊について一.山本英穂 :第 7回 日本脳炎ウイルス生
態学研究会,京都市,昭和46年 2月 9日 .

(昭和47年 1月～12月 )

該当なし.

103・2 衛生工学・衛生化学関係

昭和46年,47年 とも該当なし.
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2講  自雨  派  遣

昭和46年 1月 から同47年 12月 にわたる期間に,依頼により表87,88に示したとおりに各種の指導講

習会,講話などに当所の職員を講師として派遣した.

表 87  講  師  派  遣  1(昭和46年 1月～47年 5月 )

年次 日付  場 所  派遣職員職氏名 種 別   講習会名・演題名   対  象  依 頼 者

6.11 久 留米 市 公民館 専門研究員   一 般 消費者講座 (食品衛生)一 般 消 費者 福岡県商工水
(久留米市)   中 村 幸 男 講 習                   産部

46

47

6。 18筑 紫 保 健 所
～19  (筑紫野市)

r
!

j

く
|

ヒ

細
尋 ri長  悟 墓 書  と畜検査員技術研修会  と畜 検 査 員 福岡県衛生部

専門研究員    〃       〃        〃      〃

常 盤  寛
10。 12  国
ハv13

2.18 福
^v23

2。 25
ハΨ29

岡 大 学
(福岡市)

貝

昭 汎

専門研究員
山 本 英

専門研究員
森 本 昌

穂

宏

専門研究員
高 尾 真 一

研 究 員
平古場  朗
研 究 員
小 河  章

民 宿舎 千石荘 研 究
(早良町)   石 飛

水道技術者研修会   保健所,市町 福岡県水道協
(水質管理)     村水道担当者 会

11。 三 輪 町 公 民 館 専門研究員   一 般 消費者講座      ^丘 乃拙 弟率 福岡県商工水上.上フ  (三 輪町)   中 村 幸 男 講 習  (食品公害)    ~収 網貝個 産部

化学試験課長  資格認 獲参凩暑奨衛生管理技 建築物環境衛 ビル管理教育
大 田  寿 定講習 γlt塁閃暴裏測定)   生管理技術者 センター

孝

　

善

師
義

師
又

淵

　

村

永

　

中

技

　

技

〃

　

　

　

〃

　

　

　

〃

〃

　

　

　

〃

　

　

　

〃

″

″

〃

　

〃

〃

〃

〃

〃

(ビルの衛生害虫)

上
理賄

〃
　

〃
　

〃
　

〃

同
水

″

〃

〃

〃

″

話講
穂

員
英

蹴
本
門
山
専所修研

Ｄ
員
轄
職
砺
都
Ｃ
一示東

技   師
徳 永 隆 司

3。 7国 民 宿 舎 芥 屋 研 究 員   指 導
～8  (志 摩町)   平古場  朗 講 習

E ll 甘 本 市 公 民 館 専門研究員   一 般υ°~   (甘
本市)   中 村 幸 男 講 習

民17 福岡県環境衛生セ 研 究 員   指 導υ・工̀  ンター (福岡市) 平古場  朗 講 習

昭和46年度そ族衛生害
虫駆除研究協議会   都道府県そ族 直ル少堪接各
(日本脳炎の発生に関 ・衛生害虫関 鸞晋口界例躙
与するコガタアカイエ 係職員    工′円
力の生態)

基
「 震彗備糟

傷兼喜書 境賃
所環境監
 得冒
県環境整

一日消費
裏贅藷衛生)  般 消 費 者 握黒

県商工水

浄化槽採水員認定講習 浄化槽技術管 福岡県環境衛
会 (採水要領)    理者     生センター
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表 88講 師 派 遣 2 (昭和47年 6月～12月 )

日 付   場 所 種 別   講習会名・演題名   対  象   依 頼 者

化学試験課長  指 導 撃窒惣褒境衛生管理技術 建築物環境衛 ビル管理教育
大 田  寿 講 習 長璧呂環境測定)    生管理技術者 センター

47。 6■4福 岡 大 学
～16  (福 岡市)

47。  6。 29

47. 7。 15

47. 8。 19

技   師    〃
永 淵 義 孝

技   師
中 村 又 善

技

徳 永

県立高等学校
事務職員協会

福岡県環境衛
生センター

福岡県水道協

福岡県環境整
備局

筑紫野市中央公民 所   長   一 般 生活学校講義  (食品公      輌 筑紫野市教育
館
~(筑
紫野市)  高 橋 克 己 講 習 害と私達の課願)    ~    収 委員会

吉 富 町 公 民 館 専門研究員   一 般 消費者講座  (食品添加 _m油 弗 事 福岡県商工水
(吉富町)   中 村 幸 男 講 習 物と食品公害)      収 fH貝 徊 産部

久 留米 市 公民館 専門研究員    〃  一日消費者教室       〃      ″
(久留米市)   中 村 幸 男     (食 品公害)               

・・

研

|

究 員   指 導 裏蜃童曇菫襲術管理者資 し尿浄化槽清 日本浄化槽教
育場  朗 講 習 4叉泉貨替量デ      掃技術者   育センター

師    〃
隆 司

47.9。 6町 村 会 館
～7  (福 岡市)

平

′7 007  博  多 会 館 専門研究員   肛 た 県立高等学校事務職員研 県立高等学校仕̀
・
フ°4J   (福

岡市)   中 村 幸 男 ツl 啄 修会 (食品衛生)    事務職員

/7 097  九 電  ビ ル 研 究 員   指 導 浄化槽管理者講習会   浄化槽技術管
・ `・

J・ ″「   (福 県市)   平古場  朗 講 習  (水質試験)      理者

47。 10。 3  国民 宿舎 あしや 専門研究員    〃  福岡県水道協会実務研修 市町村水道関
～4  (芦 屋町)   高 尾 真 一     会 (水質管理)     係者

47.11。 8 大 牟 田市 保健所 技   師    〃  大牟田市地域住民尿中ふ 大牟田保健技
～14  (大牟田市)   中 村 又 善     っ素測定技術指導    術職員



- 76 -―

修

表 89 職 員 技 術 研 修 1(昭和46年 1月～12月 )

日 付    場    所   派遣職員職氏名 講 習 会 名 称 主  催

46. 4。  3
^v5

46. 7。 21
^v23

46. 9。 17
^v18

46. 9.21
⌒v22

46。 10。 27
^v28

46.11。  9
^v12.11

46.11。 18
^v20

46.12。 13
⌒v18

第 一 薬 科 大 学
(福岡市)

九 州 電 カ ホール
(福岡市)

熊本県衛生研究所
(熊本市)

愛 知 県 文 化会館
(名 古屋市)

国立公 衆衛生院
(東京都)

国立衛 生 試験所
(東京都)

放射線医学総合研
究所 (千葉市)

国立 公 衆 衛生院  専門研究員
(東京都)    中 村 幸 男 アフトラキシン講習会 厚  生 省

分析化学講習会

カドミウム中毒に関する学術研究会
財団法人日本
公衆衛生協会

工場排水試験方法の改正 JIS説 明会   日本規格協会

究 員
石 橋 龍

技 師
淵 義水

師
正

専門研究員
化学試験課長
大 田

専門研究員 0化学試験課長
大 田   寿

専門研究員
森     彬

研 究 員
石 飛 昭 汎

技   師
深 町 和 美

技   師
飯 田 隆 雄

技   師
永 淵 義 孝

研 究 員
平古場

専門研究員
中 村

専門研究員
森

朗

幸  男

残留農薬講習会 (九州ブロック)

第12回大気汚染研究全国協議会大会

特別課程公害衛生学科 (水質汚濁部門)

食品化学特殊技術講習会

波高分析器技術研修会

日本分析化学
会

日

タ

２８

”

ンセ
ハリ
生
調齢簾

食本

一

厚  生  省

大気汚染研究
全国協議会

国立公衆衛生
院

厚  生  省

彬
科学 技 術 庁

3研

昭和46年 1月から47年 12月 にわたる期間に,研修のため表89,90,91の とお り各種講習会に当所職
員を派遣した.

真 一
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表 90 職 員 技 術 研 修 2(昭和47年 1月～11月 )

日 付 場 所    派遣職員職氏名 講 習 会 名 称 主   催

上

” 5

47. 3.21
^v27

47。  5.25
⌒v26

47. 5.25
⌒v26

47。  6。  7

47. 7。 20
⌒v21

47. 8.11

47. 8。 18
ハ▼22

47。 11。 14
ハ▼15

47。 11.16
ハv18

国 立 公 衆 衛生院
(東京都 )

博 多 保 健 所
(福岡市)

(東京都)

放射線医学総合研
究所  (千葉市)

国立 衛 生 試験所
(東京都)

日本都市センター
(東京都)

第 一 薬 科 大 学
(福岡市)

都 道 府 県 会 館
(東京都)

国立 公 衆衛生院
(東京都)

虎門共済会館,日
本分析化学研究所
(東京都)

国立 衛 生 試験所
(東京都)

専門研究員
武 原 雄

研 究 員
石 飛 昭

技
乙 藤
師
武 志  特別課程微生物検査学科研修

技   師
灘 波 豊 愛

技   師
武 吉 広 明

細菌検査講習会 福岡県衛生部

省生厚

|

l

平

汎

防疫関係検査技術講習会

放射能調査委託技術講習会

PCBの分析方法に関する講習会

水質汚濁研究に関するシンポジウム

分析化学講習会

PCBによる環境汚染実態調査に係る
打合せ会

厚  生  省

科学 技 術 庁

厚生省環境衛
生局

日本水質汚濁
研究会

日本分析化学

環  境  庁

厚  生  省

財団法人, 日
本分析化学研
究所

技   師
重 江 伸 也

研 究 員
深 町 和 美

研 究 員
小 河   章

師
肥 山 俊一郎

師
自 月1 妙 子

師
古 田 直 子

師
中 月| ネL 子

師
佐々木 早知子

技

技

技

技

技

技   師
鶴

専門研究員
森 本

技   師
森 田 邦 正

研 究 員
深 町 和 美

技   師
徳 永 隆 司

技   師
森 田 邦 正

技
増
師
田 昭 子

純 明  血清検査技術研修会

昌 宏  PCB分 析研究会

47。 11.29   九 州ヽ1 大
(福岡市)

学

食品化学特殊技術講習会 厚  生  省

環境改善に対する生物制御と薬剤利用  九州大学農学
の諸問題i               部

厚  生  省
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表 91  職 員 技 術 研 修 2(つ づき)(昭和47年12月 )

日 付    場    所   派遣職員職氏名 講 習 会 名 称 主  催

47。 12。  2
⌒v6

47。 12.11
^v14

47.12。 12

47。 12.13

47。 12。 14
^v15

47。 12。 16
^v17

島津製作所福岡支
店  (福岡市)

島津製作所福岡
店  (福岡市)

博 多 保 健
(福岡市)

所

員
昭 汎

研 究 員
深 町 禾日 美

技   師
飯 田 隆 雄

技   師
重 江 伸 也

技   師
佐々木 早知子

技   師
岸 川1 昭 夫

専門研究員
高 尾 真 一

研 究 員
石 橋 龍 吾

研 究 員
深 町 和 美

技   師
森 木 弘 樹

技   師
永 淵 義 孝

技   師
柳 月1 正 男

徳 隆  司

技   師
古 田 直 子

技   師
升 田 光 枝

技   師
永 瀬   誠

技 師
久 保 清 乃

日本都市センター  技
別館  (東京都)

放射線医学総合研  研
究所 (千葉市)

第 4回水質汚濁研究シンポジウ

波高分析器技術講習会

PCB分 析法の問題点

悪臭分析法

薬事講習会

衛生検査技師技術研修会

日本水道協会

科学 技 術 庁

島津 製 作所

島津 製 作所

森 木

究
石 飛

師
弘

支

技

技
灘
師
波 豊 愛

厚  生  省

福岡県衛生部
技   師
佐 藤 ハルヱ

技   師
武 吉 広 明

国立 衛 生 試験所  専門研究員
(東京都)    中 村 幸 男
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所 内 人 事 異 動

日 付 事年度 職  名   氏   名

真

由

研
　
技 河   章

串 寿 明

内 一 夫

田 光 枝

川 ネL 子

村 俊 夫

渡 爆 子

後 八重子

山 俊一郎

川

古 田

佐々木

永 松 千 寿

竹 森 洋 子

梶 栗 ミ ホ

重 江 伸 也

武 吉 広 明

鶴   純 明

永 瀬

岸 川

松 枝

真 子

高 橋

小 河

森 田

ゴヒ

的 場

原 田

増 田

黒 木

田 中

化学試験課

庶 務 課

化学試験課

衛生生物課

細 菌 課

誠  化学試験課

46。 11.16

46。 11。 30

47. 1.31

47. 3。 16化学試験課

細 菌 課  47.4.1

専門研究員に補職発令

嘉穂病院から転入

遠賀病院へ転出

新規採用

筑紫保健所へ転出

計量検定所へ転出

那珂土木事務所から転入

環境整備局公害課から転入

精神衛生センターから転入

退 職 (旧性井上)

新規採用

技師に補職発令

新規採用

退 職

医務課から転入

研究員に補職発令

新規採用

予防課から転入

医務課から転入

環境整備局整備課から転入

新規採用

主事に補職発令

環境整備局整備課から転入

46. 4. 1

46。  5.21

46。  6。  1

46。  8。  2

46。  8.20

46。  9。 13

専門研究員

主 任 主 事

技   師

技 師 補

技   師

小
　
山
　
升
　
中
　
中
　
猿
　
肥
　
肥
　
自

46。 11. 1

子
　
子

妙
　
直

早知子

員
　
師

究研
　
技

〃
　
　
　
〃

夫

彦

治

巳

章

昭

隆

憲

克

邦 正

喜代志

寿 郎

克 彦

昭 子

重 則

勤

庶 務 課

衛生生物課

庶 務 課

化学試験課

47。  4e10

47. 4。 11

47. 5。 11

47。  6。 16

47. 7. 1

47. 7. 6

47。 10。  1

47。 12。  4

48。  1. 1

48。  1。 11

化学試験課技   師

事 務 主 査

主   事

技   師

技 師 補

主 事 補

技   師

〃
　
　
　
〃

岩 本 真 二

46
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職  員  名 簿

(昭和48年 3月 31日 現在)

所  長 高 橋 克 巳

穂
　
郎

岩
　
寿

橋
　
場

石
　
的

長
　
査主務

課
　
事

課務庶

所属課名  職  名  氏   名

主   事

本
　
尾
　
飛

森
　
高
　
石

場
　
田

古
　
和

平
　
上

子
　
子重

玉
　
八

橋
　
後

岩
　
肥

事主に
　
〃

主

崎
　
崎

大
　
大

井 手 政 子

田
　
木
　
塚

森

永

黒

大

47. 4。 11

45。  9。  1

47。  7。  6

44。  5.16

46。  9。 13

44。  9。  1

47。  7。  6

44。  5.16

31. 8。  1

32。  1. 1

47.12。  4

24。 10。  1

24。 10。  1

33。  6。  1

38。  4. 1

24.10. 1

24。 10. 1

24。 10。  1

24。 10。  1

29。  7. 1

36. 8。 17

45. 5.18

45. 4。  1

47. 4。  1

34。  8.16

24.10. 1

34. 7. 1

24.10。  1

46.11.16

47。 10. 1

24。 10。  1

24。 10。  1

専門研究員

研 究 員

主 任 技 師

技   師

真 一

昭 汎

朗

幸 子

靖 彦

登志子

隆 雄

正 男

弘 樹

義 孝

45。  9。  1

38。  1. 8

37。 12。 24

44. 4。  7

39。  4。 10

39。  4。 10

46. 5.28

39。  4。 10

45。  7。  1

25e ll.30

35。  4. 1

45。  5。  1

45。  5。  1

45。 11。  2

45.11. 2

46. 1. 5

46。  1.11

46。  8. 2

46。  8。  2

46。  8。  2

46。 11。  1

46.11. 1

46。 11。  1

1

1

細 菌 課

衛生生物課

化学試験課

専門研究員

技   師

技 師 補

課   長

専門研究員

研 究 員

主 任 技 師

技   師

専門研究員

技   師

課   長

専門研究員

昌 宏

克 彦

勤

彬

満

重 貝U

悟

武 原 雄 平

常 盤   寛

長谷川 孝 志

梶 原 ソ` タ

勝 田 幸 枝

石 田 キ シ

重 松 照 子

武 井 澄 子

園 田 一 正

乙 藤 武 志

武 吉 広 明

鶴   純 明

山 本 英 穂

佐 藤 ハルヱ

灘 波 豊 愛

久 保 清 乃

永 松 千 寿

増 田 昭 子

太 田   寿

中 村 幸 男

〓早河中

〃
　
　
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

司
　
善

隆
　
又

永
　
村

徳
　
中

久保山

飯 田

柳 川

森 木

永 淵

山 内

升 田

中 川

肥 山

自 り||

古 田

佐々木

重 江

永 瀬

岸 川

松 枝

森 田

ゴヒ

岩 本

一 夫

光 枝

ネL 子

俊一郎

妙 子

直 子

早知子

伸 也

誠

46。 11. 1

47。  3。 16

47。  4. 1

昭

隆

邦  正  47. 6。 16

喜代志 47。 7。 1

真 二 48。 1.11

夫
　
彦

尤′
壬

ヨ 所属課名  職  名  氏   名



昭和46, 47年

福 岡 県 衛 生 研 究 所 報 15号

昭 和 48年 9月 25日 印 刷
昭 和 48年 9月 29日 発 行

編   集  福 岡 県 衛 生 研 究 所
福岡市中央区天神1丁 目5番 3号

発   行  福岡県衛生公害 センター
筑紫郡太宰府町大字向佐野字迎田39

印 刷 所  福 岡 印 刷 株 式 会 社




